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第五章　少年、危機よりの脱出







　額に冷たい感かん触しよくが当たる。

「……ん」

　ロイは目を覚ました。

　何度か瞬まばたきをすると、視界が明確になっていく。

　岩作りの低い天てん井じようが見えた。そこから時折、水すい滴てきが落ちてくる。それが己おのれの起き床しようを促うながしたのだと、ロイは判断した。雨あま漏もりでもしているのかもしれない。

　そのまま視線をあちこちに傾かたむけると、同じ素材で出来た壁かべが見えた。そこに備え付けられた幾いくつかの松明たいまつが、薄うす暗ぐらい室内をぼやりと照らしている。

　体を起こすと、背骨が何度か音を立てた。硬かたい床ゆかの上で長い間横たわっていたようだ。

　未いまだぼやりとしている意識に、通常の覚かく醒せいとは違ちがうものを感じた。

「そうか……確かあの時」

　わずかに痛みを生じている頭を手で押おさえながら、ロイは思い出す。

【真実の眼オルト・クロイス】の党首であるディールに人ひと質じちとして捕つかまったのだ。

　彼かれが自分に対してなにかの魔ま術じゆつを使ってきたところで記き憶おくがぷっつりと途と切ぎれているので、恐おそらくは睡すい眠みんを誘ゆう発はつするものを使われたのだろう。

　ロイは魔術の後こう遺い症しようだと思われる、いくらかの倦けん怠たい感かんを覚えながら立ち上がった。

　部屋は狭せまく、じめじめとしていてかなり蒸むし暑あつい。

　窓は天井近くにあるため、背を伸のばしても届かないのは明白だった。尤もつとも、格こう子しが嵌はめられているために、どちらにしろ出ることは敵かなわないだろうが。

　振ふり返かえると扉とびらがあったが、近づいてノブを握にぎってみても、回すことは出来ない。鍵かぎがかかっているようだった。

「……牢ろう獄ごくってわけか」

　意識を失っている間に、放ほうり込まれてしまったらしい。とすれば、ここは彼らの隠かくれ家がかなにかだろうか。

　しかしそれが分かったところで、ここがどこにあって、一体あれからどれほどの時が経たったのかは不明のままだった。

　外の景色には青空が広がっているため、少なくとも夜ではないようだ。ただ、判断する材料が少なすぎるためにそれ以上の把は握あくが出来ない。

　ロイは自らの体をまさぐって、舌打ちした。

（……グリムワードと鍵はディールに渡わたしたんだったな）

　だが、甘あまくみてもらっては困る。グリムワードなどなくても、自分は物質転移以外の魔術ならすぐに使うことが出来る。

（見てろよ。すぐにこんなところから逃にげ出だしてやる）

　とりあえず壁を吹ふき飛とばしてやるか、とそう思った時だった。

「魔術を使って脱だつ獄ごくしようと考えているんなら、やめときな」

　突とつ然ぜん発せられた声に、ロイは振り返る。扉に小さな覗のぞき窓があり、そこから自分と同じ年くらいの少年がこちらを見つめていた。その額には不気味な眼が描えがかれている。

「……【真実の眼オルト・クロイス】の党員か。それはどういう意味だ？」

　少年は無言で自分の首に触ふれる。ロイは怪け訝げんな顔をして、彼と同じようにしてみた。

　と、そこに、今まで何な故ぜ気付かなかったのかと思うほど立派な首輪が嵌められていた。

　意識した途と端たん、違い和わ感かんが襲おそう。息苦しさを覚えてロイは首輪の間に指を入れた。大きな南なん京きん錠じようが下がっていて、取り外せない。

「なんだこれは？」

「その拘こう束そく具には装着した奴やつが発動する魔ま力りよくに反応し、発火する鉱石が埋うめ込まれてる。しかも内部には火薬が隙すき間まなく詰つめ込まれていて、もしお前が魔術を使おうとすれば、その場で爆ばく発はつする仕組みだ。ちなみに強ごう引いんに取り外そうとしても、同じ効果をもたらすぞ」

　ロイは目を見開いた。厄やつ介かいな魔術道具マジツクアイテムだ。これでは全身を縛しばられているのと変わらない。

「死にたくないだろ？　だったら、大人しくしているんだな。俺おれはお前の見張りだ。ずっと監かん視ししている。魔術を使う以外でおかしな真ま似ねをした場合、即そく座ざにお前の命を絶つからそのつもりでいろ」

「いいのか？　俺が死んだら人質の意味がなくなるぞ」

「それならそれで構わない、とご党首様は言っていた。お前は所しよ詮せん、万が一の時に確保してある駒こまに過ぎないんだとさ」

　なるほど、とロイは黙だまり込む。嘘うそではないだろう。ディールは既すでに持ち主を【アルゴの遺産】へと導く羅ら針しん盤ばんを手にしている。手に入れるまで、もはや時間の問題だ。ロイはそれまで余計な邪じや魔まが入らないよう、念のために捕とらえられたに過ぎない。

「安心しろ。そこに入っている限りはなにもしない。食事もやる。無む駄だな抵てい抗こうをするか、従った方が得か、少し考えれば分かるよな？」

「……そうだな」

　ロイはその場に胡坐を掻かいた。そして尋たずねる。

「しかし、随ずい分ぶんと慎しん重ちようなんだな。お前のところの党首は。わざわざ人質までとるとはな。臆おく病びよう者ものといったほうがいいか？」

「フン。なにも分かっていないな。ご党首様はなによりも、勝利者になることを望まれているんだ。そのために邪魔となるモノは徹てつ底てい的てきに排はい除じよする。それだけの話さ」

「……そういえば、あの時もやけに勝つだの負けるだのにこだわってたな。どうしてだ」

「お前に説明する義理はないな」

「やっぱり臆病者だからか？」

　安っぽい挑ちよう発はつだったが、この手の、特定の人物に心しん酔すいしている者には効果的だったようだ。少年の顔色が変わった。

「うるさい。お前にご党首様がなにを言ったかは知らないが、あの人はオレ達たちに敗北なき道にこそ力があると教えてくれた。沢たく山さんの弱者を退けたその頂点に立つことが、人より優すぐれた魔ま術じゆつ師しとして生まれた使命であるってな」

「人より優れることがディールにとって勝つということか」

「その通りだ」

　ロイはため息をつく。

「人の考えはそれぞれ、とは思うが。……それにしたって、個人的に言わせてもらえば、下らないの一言だな」

「……なんだと？」

「別にどうだっていいだろう。自分が思うように生きられれば」

「バカが。そう考えるのは、お前が成長することを諦あきらめた人間だからだ。才能のない奴ほどそう言うんだよ。他人なんてどうだっていい。自分らしく生きられればそれでいいと。でもな、それは惨みじめったらしいただの言い訳だ」

「それを言い訳だと罵ののしって、自分の道が正しいと思っているのも、俺からすれば下らないことなんだがな。……まあ、いいか。別にお前と議論するつもりはない」

　話題を断たち切きって、ロイは考え込む。

　魔術が使えないとすれば、どうすればここから出ることが出来るだろうか。

　生あい憎にくだが自分には盗とう賊ぞくのように鍵を開ける技術も、素す手でで壁を砕くだくような力もない。

　魔術師は魔術が使えなければ、ただの人なのだ。

　――だが。

「なあ。……俺と交こう渉しようしないか」

　ロイは、そう言った。

「……交渉？」

「この首輪を外してくれ。そうしたら、お前にイイモノをやるよ」

　少年が笑う。なにを馬ば鹿かな、と言いたげな顔だった。

「ふざけるなよ。そんな言葉に乗ると思うか？」

「乗っておいた方がいいと思うがな」

「そんな下らない提案に惹ひかれてご党首様を裏切るほど、俺おれ達たちは愚おろかじゃないんだよ。それにお前がもうなにも持っていないことは、投とう獄ごくする前の身体検査で証明済みだ」

「イイモノってのは、別に形に限った話じゃないぞ。それに、それとは別に今のうちに従っていた方がいいと思うけどな」

「……なにが言いたいんだ？」

「予告しておいてやる。ここは、もうすぐ、潰つぶれる」

　少年が眉まゆをひそめた。こちらがなにを言いたいのか分からなかったのだろう。

「俺の仲間に雛ひな菊ぎくアヤメって奴がいる。こいつはすごい。なにがすごいって、単純に強い。物もの凄すごく強い。常識外れだ。いや、もう『常識？　え？　それってなんだっけ？　美味おいしいもの？』という領域だ」

「知ってるさ。仲間から話には聞いた。……信じ難がたい話だけどな。でも、それがどうした」

「分からないか。鈍にぶいな。――そいつがもうすぐここに助けに来るって言ってるんだよ」

　少年の顔が強こわ張ばった。だがすぐに平静を取とり戻もどすと、彼は嘲あざけるような笑いを漏もらす。

「でたらめもいい加減にしろ。お前がここにいることを、お前の仲間は知らない。来るはずがない」

「俺が素す直なおに捕まったと思うか？　お前たちの尊敬する党首様の特技はなんだった？」

　すぐに思い当たったのだろう。少年が、小さく呟つぶやいた。

「……まさか、使い魔ま」

　ロイは片口をゆっくりと上げた。

　使い魔は魔力によって作り上げられる生命体だ。ディールが得意とする魔術だが、別に彼の特権というわけではない。ロイも彼ほどではなくとも、ある程度のものなら作ることは可能だった。

「魔術をかけられる寸前、使い魔を造って仲間のところに放っておいた。後は戻ってくるように呼びかけて、その後を仲間が追えばいい話だ。それだけなら魔力は必要としないから、この首輪も反応しない」

　サヴロスの迷めい宮きゆうを探たん索さくする際、ディールは自分の使い魔をロイ達の仲間、ナタリの体につけてその行動を探さぐった。

　使い魔はそのようにして、遠く離はなれた魔術師と意識の繋つながりを持つことが出来る。

　もしも仲間同士がはぐれた時にすぐ合流できるよう、迷いやすい土地では互たがいに使い魔を交こう換かんし合う魔術師もいる。

「う、嘘つくな！　そんな隙すきはなかったぞ！」

「どうしてお前に分かる。現場にいたのか？」

　その質問に少年は動どう揺ようを示した。思っていた通り。ディールがロイたちになにを言っていたのか知らなかったり、アヤメの強さを『話には聞いた』と口にしていたり、彼はあの場にはいなかったのだろう。

「な、仲間が、なかったと言っていたんだよ……！」

「それじゃ分からないな。もしも見過ごしていたらどうする？　それにおかしいと思わないか？」

「な、なにがだ……!?」

　ロイは不敵な笑えみを浮うかべた。

「考えてみろよ。俺はまだ十六だ。そんな年とし端はもいかないガキが、こんなところに捕まって、魔術も使えず閉じ込められているんだぞ。……落ち着き過ぎていると思わないか？」

　その言葉は、てきめんの効果を生んだようだ。少年の目が明らかに泳ぐ。

「た、確かに……いや……でも……」

　ぶつぶつと口の中で繰くり言ごとを呟きながら、顎あごに手を当て悩なやんでいるようだった。

「来るんだよ。雛菊アヤメは。確実に。ここへ。辿たどり着ついたが最後だ。お前らは全員やられるぞ。千切っては投げ千切っては投げの大だい乱らん闘とうだ。一人残らず叩たたき伏ふせられるだろうな。あいつは優やさしいから殺しはしないだろう。だが世の中にはな」

　そこで、ロイは笑みを深める。

「――死んだ方がマシって痛みもあるそうだ」

　少年の顔が一気に青ざめた。アヤメの活かつ躍やくっぷりは散々耳にしていたのだろう。それが現実となる時の恐きよう怖ふを想像したのかもしれない。

「だが今、俺をここから出してくれるなら、イイモノの他にお前だけは傷つけさせないようにアヤメに頼たのんでやってもいい。さっきも言った通り、あいつは優しいから、一方的な暴力を振るうことは好きじゃない。俺が願えば聞いてくれるはずだ」

「……ほ、本当か？」

　少年が震ふるえる声で尋ねてきた。もはや、立場は完全に逆転している。

「ああ、本当だ。嘘はつかない。だからこの首輪をとってくれ」

　ロイは深々と頷うなずいた。少年が俯うつむく。やがて彼は頭を抱かかえ、唸うなり始めた。

「……くっ……うう……！」

　止めとばかりに、ロイは言葉を重ねる。

「おい、迷っている暇ひまがあるのか。もう時間はないぞ。……使い魔が、戻ってきた」

　少年は顔を上げる。その目は追おい詰められた者特有の切せつ羽ぱ詰つまった色を宿し、どぎつく血走っていた。……だが。

「や、やっぱり、それは出来ない！」

　意外な返答がきた。

「ご党首様を裏切ることは出来ない。そんなことをするくらいなら、死んだ方がマシだ！」

「……へぇ」

　思っていたよりもずっと忠誠心がある。ロイは息をついた。

「それなら仕方ないか。それにしてもすごいな。あの臆病者にこんな優ゆう秀しゆうな部下がいたとは」

「党首様を臆病者と言うんじゃない！　万ばん死しに値あたいするぞ！」

「臆病者に臆病者と言ってなにが悪い。せっかく根こん性じようがあるのにあんな臆病者に従ってるようじゃ、お前も先がないな」

「……っ！　お前――っ！」

　少年が目を吊つり上あげて、扉の鍵を解いた。勢いよく開けるとこちらの部屋に踏ふみ込んでくる。

「さっきから聞いていれば好き勝手なことばっかり言いやがって！　ふざけるな！」

　精神的な揺ゆさぶりをかけた後での挑発だ。すっかり冷静さを失った少年は簡単に怒いかりに支配されてしまったようだった。

　――そして、総じてそのような相手は、隙が多い。

「死ねぇえ――っ！」

　少年が魔術を使おうとグリムワードを取り出そうとした。だがその前にロイは背を屈かがめると、そのまま彼の懐ふところへ突とつ進しんする。

「ふぐぅっ！」

　くぐもった声を上げて、少年が後ろに倒たおれた。その上に覆おおいかぶさると、ロイは彼のグリムワードを奪うばう。その後、自らの両手を少年の首にかけた。

「殺すぞ。早く鍵を渡せ！」

「や……やってみろよ……！」

「分かってないな。お前を殺した後で鍵を探しても同じだ。これは温情だぞ。生きていた方が党首様のためにやれることがあるんじゃないのか？」

　少年はこちらを睨にらみつけてくる。だが、ロイが手に力をこめると、途端に慌あわて始めた。

　魔術師は基本的に攻こう撃げき方法を魔術に頼たよっているため、その体は鍛きたえられていないことが多い。彼もそうだった。ロイでも抵抗を押さえて首を締しめ上げることは可能だ。

「……わ……分かっ……た」

　途切れ途切れにそう言って、少年は懐から小さな鍵を取り出した。ロイはそれを奪い取ると、少年へ馬乗りになったままで首輪を南京錠ごと外す。それを彼方かなたへ放り投なげた。

「さて。悪いが少し眠ねむっていてもらう」

　ロイが少年に向かって手をかざすと、青白い光が集まってくる。

「ぐ……な、なんて奴だ……！」

　あえぐように言って、次に、少年は尋ねてきた。

「一つ教えろ……さっきの話は本当か……？」

「……使い魔の話なら嘘だ。そんな暇はなかったよ」

　ロイは答える。

「だが、俺が落ち着いていたのは本当だ。アヤメは必ずここにくる」

「ど、どうして、そう思う」

　グリムワードを奪われ、ロイの首輪が外れた今、やれることはないと諦めたのだろう。抵抗を止めた少年は、不思議そうに言った。

「そう、信じているからだ」

　なんの抵抗もなく告げて、ロイは続ける。

「脱出しようとしたのも、やがてくるあいつに出来るだけ迷めい惑わくをかけないようにしたくてな。……ああ、そうだ。さっき、イイモノをやるって言ってたな」

　少年に向かって魔術を放つ寸前。

「――こんなところさっさとやめろ。将来、ろくな大人にならないぞ」

　ロイは、そう口にした。

「いい助言だっただろ。……それじゃ、おやすみ」

　相手を眠りに誘さそう魔術、【睡蓮花オルキデア】によって少年はその場に昏こん倒とうする。

　立ち上がると、ロイは前を向いた。長い廊ろう下かが、続いている。

「……さて、行くか」

　とりあえず、第一関門は突とつ破ぱしたようだった。




　どうやらここは、どこかの城じよう砦さいを住居として改装したものらしい。

　敵の目を掻かい潜くぐりながら探るうち、ロイにはそのことが分かってきた。

　とは言えそれだけでは場所の特定は難しい。ありふれた建物であるなら、外部から発見するのも難しいだろう。

　だがそれでも、先ほどの男へ言った通り、ロイはアヤメ達がここにくるということを少しも疑っていなかった。

　自分でも不思議なほどに、仲間、特にアヤメ個人への信しん頼らいがある。

　彼かの女じよならなんとかしてくれるのではないか。そんな風に思えてしまう。

　なにもかもにおいて、想像以上の動きをするアヤメは、ロイにとって正しく無敵だった。

　だがたとえそうだとしても、ただ座してそれを待つ道理はない。アヤメ達と合流してすぐにここを脱出できるように、やれるべきことはやっておく必要があった。

「まずはグリムワードと道具を取り返さないとな……」

　ここにあるかどうかは分からない。ディールが持っている場合も考えられた。

　しかしそれでも、探しておくに越こしたことはない。

「……っと」

　ロイは物もの陰かげに隠れた。部屋からローブを被かぶった【真実の眼オルト・クロイス】の党員たちが姿を見せたからだ。彼らはぞろぞろと連れ立ってどこかへ向かった。

　室内に入ると、机が置かれており、その上には大きな羊皮紙が載のっている。

「しめた。地図だ」

　この辺りを示すものではなく、建物内部を描いたもののようだった。敷しき地ち的にかなり広い。今いる場所を確かく認にんした後、ロイは指であちこちを辿って行った。

　ふと、ある一点でそれが止まる。部屋には『倉庫』とだけ書かれていた。

「ここか……？」

　違うかもしれないが、行ってみる価値はある。ロイは急いで部屋を出ようとした。

　だが、話し声が聞こえてきて足を止める。慌てて周囲を見み回まわした。傍そばに物を仕し舞まうための棚たながあった。仕方なく、見つかれば魔術を使えばいいかとロイはその陰かげに身を潜ひそめる。

「……そうですか。逃げ出したと」

　間かん一いつ髪ぱつ。ロイが隠れたところで、部屋の扉が開き、誰だれかが入ってきた。その声はひどく奇き妙みようなもので、男であるようにも思えるし、女であるようにも思えた。若くもあるし年寄りのようでもある。

（この声、どこかで聞いたことがあるぞ……）

　姿を見せないように気を付けながら様子を窺うかがうと、部屋に入ってきたのは二人の人物であることが分かった。一人は【真実の眼オルト・クロイス】の党員を示す印を額に刻んだ男。そしてもう一人は、ボロボロのローブを羽織った謎なぞの人物だった。

（あ、あいつは……！）

　ロイはすぐに思い出す。サヴロスの迷宮で見た、ディールの傍に居た人物だった。

「はい。ただ今、全力で捜そう索さくしているところです。なに、出口はしっかりと防備を固めてありますし、すぐに捕まることでしょう」

　党員の男が言う。恐らくは、ロイのことを話しているのだろう。

「それならば良いのですが。ご党首様にご面めん倒どうがかかることのないように。あの方は今、遠く離れた海にいて、こちらに来ることは敵わないのです」

「もちろんです。ご党首様のお手をわずらわせることのないように致いたします」

「お任せしましたよ。私はここで少し休んでから、ご党首様の下に戻ります。宜よろしくお願いします」

「承知致しました！」

　男は勢いよくそう答えてから、部屋を出て行く。奇妙な声の主は、そのままそこに佇たたずみ、こちらに背を向けていた。

（何者なんだ、こいつは……）

　ある意味では、ディールよりも気になる存在である。他の党員とは明らかに違う。

　だが、いつまでこうしていても仕方ない。なんとかここから逃げ出さなくては。今なら背後から魔術をかけられるかもしれない。

（……いや、危険過ぎる。やはり時間はかかるが、あいつが立ち去るまで待って――）

　と、ロイがそう考えていた時だった。

「――さすがというべきですね、ロイ＝シュトラス」

　突然に声をかけられて、硬こう直ちよくした。

「魔術だけではなく、咄とつ嗟さの機転も利きく。少々賭かけの部分を含ふくむこともありますが、それを躊ちゆう躇ちよなく行動に移す度胸もある。魔術に対する造ぞう詣けいも深い」

「な……」

　言葉が出なかった。奇妙な声の主が、ゆっくりとこちらを振り向むく。

　ボロボロのローブを目ま深ぶかに被っているため、その表情はうかがえない。それがより一層、彼――あるいは彼女――の存在を不気味に浮き立たたせていた。

「あの方が最終的にどのような決定を下すかは分かりませんが、中々の逸いつ材ざいであると、私は判断します」

　もはや隠れている必要はあるまい。

　ロイは物陰から出ると、相手へと近づき、こう尋ねた。

「お前……一体何者だ？」

『あの方』とは、ディールのことではない。直感的に、そう思った。

「ある方のご意志によって行動する者です。それ以上でもそれ以下でもありません。あなたをずっと試ためしていました」

「試していた？　俺を？……どうしてだ？」

「答えることは可能ですが、それは私に許された行こう為いではありません」

　相も変わらぬ、脳に直接響ひびくような気持ちの悪い声で、相手は続ける。

「ですがそれもそろそろ終わりに近づきつつあります。あなたは資格を得ようとしています。それが成った後、事は動き出すでしょう。全すべてはこの時のために用意されていたのです」

「……さっきからわけのわからないことを。一体、なんだっていうんだ？」

「今は気にしなくてもいいことです。これを」

　奇妙な声の主は、こちらに手を差し出してきた。ロイは瞠どう目もくする。

　その掌てのひらには、ロイのグリムワードと、魔術を発動するための鍵があったからだ。

「こ、これは……どうしてお前が!?」

「ディールの目を盗ぬすみ、もってきたのです」

「そんなことをしてもいいのか。お前、あいつの部下だろ？」

「わたしが従うお方は一人だけ。ディールは利用したに過ぎません」

　ローブの下に垣かい間ま見みえる口を歪ゆがませて、奇妙な声の主は言った。

「ディールを倒してください。それによりあなたが資格を得るに相応ふさわしい存在であるかを判断します」

「……気に入らないな。一体どこのどいつが、どういうつもりで俺を試しているんだ？」

「いずれ分かることです。さあ、とりなさい」

　ロイは警けい戒かいしたが、したところで、グリムワードと鍵を取り返さなければ始まらない。仕方なく、相手からそれを受け取った。

「一応、礼は言っておく」

「必要のないことです。全てはあのお方のため。――それではしばしの間、別れの時です」

　奇妙な声の主は、踵きびすを返した。腕うでを上げる。

「あ、おい、待て。まだ訊ききたいことが――くっ!?」

　言葉の途と中ちゆうで、ロイは顔をしかめた。相手の体から、凄すさまじい閃せん光こうが放たれたからだ。とても直視できず、手で視界を覆った。

　そして、それが晴れた時、ボロボロのローブを纏まとった謎の人物は、もうどこにもいなかった。恐らくは、魔術を使ってこちらの目を眩くらませている間に逃げたのだろう。

「……なんだっていうんだ」
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　呆ぼう然ぜんとする。わけがわからない。唯ゆい一いつ、判明しているのは、ディール以外の誰かが自分になにかしようとしているということだけだ。

「いつからだ……今回だけの話じゃないな」

　恐らくはずっと以前からだろう。ぞっとする話だ。全く気付かなかった。

「……とりあえず、今、考えても仕方ないことか」

　ロイは頭を振って、思考を切り替かえた。後で皆みんなにも相談してみよう。

「まずはアヤメ達と合流するのが第一――」

　と呟いた直後だった。建物全体を、強い震しん動どうが襲う。

　そして、

「ロ――イ――ッ！　どこ――ッ！　迎むかえに来たよ――ッ！」

　待ち望んでいた、大きな声が聞こえた。

　同時に複数の声が建物内に響く。

「なんだこの女！」「やれ！　やれ！」「うわあああ！　ちょ、待って、やめろ！」「く、来るな来るな！」「冷静になって連れん係けいを取れ！　そうすればこんな小こ娘むすめどうということはぎゃあああああ！」「無理！　無理です無理です！」「なんなんだこいつはぁ――っ！」

　それと一いつ緒しよに、なにかを砕くような派手な音や、大きなものがぶつかるような鈍い音が立て続けに起こった。まるで嵐あらしでも吹き荒あれているかのようだ。

「……見てないのに何が起こっているかわかるっていうのはすごいな」

　驚きよう愕がくを通とおり越して感動すら覚えるロイだった。

「ロイーっ！　どこーっ！」

　自分を呼ぶ声に、はっと我に返って、ロイは叫さけぶ。

「アヤメーっ！　ここだーっ！」

　しばしの沈ちん黙もく。その後、再び怒ど号ごうと悲鳴が飛び交かった。そして、

「ロイ、そこからちょっとだけどいて！」

　どこからか声が聞こえる。ロイは「分かった！」と答えて跳ちよう躍やくし、さっきまで居た場所から距きよ離りをとった。すると、

「……雛菊流」

　アヤメの低い声がしたその瞬しゆん間かん、ロイは自分の体がすくむのを感じた。

　それは、本能に近い衝しよう動どうからくるものなのかもしれない。

　これから起こる尋じん常じようならざる事態を、体が無意識に察して備えているのだ。

　それを証明するかのように――。

「天てん蓋がい裂破！」

　弩轟ッッ！

　ロイの目の前にある床が、勢いよく吹き飛んだ。

　あまりに現実離ばなれしたその光景に感覚が麻ま痺ひし、時が遅ち延えんしたように感じる。

　瓦が礫れきがゆっくりと宙に舞まい、それに伴ともなう衝しよう撃げきがこちらを襲う。

　吹き飛ばされないように踏ん張ばったロイの視界に、一人の少女が現れた。

　ふわりとなびく長い黒くろ髪かみ。目を見張るようなその美び貌ぼう。

　跳躍した彼女は、そのまま優ゆう雅がな仕草で、ロイの前に着地した。顔をあげ、その元気の塊かたまりを閉じ込めたかのような輝かがやきに満ちた、大きな瞳ひとみでこちらを映す。

「いたっ！　ロイっ！」

「あ……アヤメ！」

　必ずくる、と確信してはいたが、こんなに早く再会出来るとは思わなかった。いささか呆然としていると、アヤメの開けた穴から見知った顔が次々と現れる。

　カノンに連れられて魔術によって浮かび上がってくるハンナ、それにナタリとラルカ。

「ロイー！」

「ロイ＝シュトラス！」

「ろ……ロイ、くんっ……！」

　アヤメ、カノン、ハンナはそれぞれこちらの名を呼んだかと思うと、勢いよく駆かけ寄よってきた。

「良かったー！」

　まずアヤメが抱だきついてくる。次いでカノンが、ハンナがそれぞれ同じ行動をとった。

「うおっ……！」

　さすがに三人は支えきれず、ロイは後ろへ倒れる。だが彼女たちはそれに気付かず、それぞれの言葉を口にした。

「心配しましたよ、ロイ＝シュトラス！　ご無事でなによりです！」

「ろ、ロイくん、わ、わたし、わたし……！」

　心底ほっとしたような顔をするカノンに、しゃっくりを上げながら泣くハンナ。

「あ、ああ、まあ、なんとかな。ていうかお前ら、ちょっと重い……」

　ロイは喘あえいだ。嬉うれしいのはこちらもそうなのだが、その前に物理的な問題が起こっていて、いまいちそちらに集中できない。

「本当に……本当に良かった」

　だが、こちらの胸に顔をうずめたアヤメが、そう噛かみ締めるように言ったので、ロイは微笑ほほえむ。

「……助けに来てくれて、ありがとな」

　頭を撫なでると、アヤメは小さく頷いた。凄まじい強さを誇ほこる彼女も、今はどこにでもいる普ふ通つうの女の子に思える。

「やっぱりお前達を信じて正解だったな。俺はなにも心配してなかったぞ」

　ロイがそう言うと、ナタリが近づいてくる。

「いやぁ、結構大変だったんですよぅ。お師し匠しようのおかげで【真実の眼オルト・クロイス】が潜せん伏ぷくしている場所は大体分かったんですが」

「ラルカのおかげ？」

　首を傾かしげたロイに、ラルカが椅い子すに乗ったまま浮かび上がり、こちらへふわふわと移動してくる。

「魔術道具マジツクアイテムに関する情報を集めておるとな、自然に表おもて裏うら問わず色々な話を耳に入れるんじゃ。【真実の眼オルト・クロイス】が隠れているところもその一つじゃった。もっとも、この辺りにあるかもしれぬ、という程度の大したものではなかったが」

「で、そこまで行ってからあたしがこの鼻をきかせてロイさんの匂においを辿ったんです」

　自じ慢まんげに、ナタリが自分の鼻をこする。

「ただ、近くまで行ったところで他の匂いに紛まぎれちゃってわからなくなりましてね。困ったなあと思っていたんですが」

「アヤメがあなたの声を聞いたのですよ」

　カノンが言った。

「私達の誰も聞こえなくて、気のせいではないかと言ったのですが。彼女は確かにしたと走り出したのです。それで、慌てて追いかけるとここに辿り着いたと」

「あ、アヤメさん、すごいよ。アヤメさん、いなかったらロイくん助けられなかった……」

　ハンナが興奮気味に頷く。ロイはアヤメを見た。

「……相変わらず想像を超こえるな、お前は」

　アヤメは頭を掻いて、照てれ臭くさそうにする。

「いやあ、愛の力ですよね、まさに！　ワタシ、感動してしまいました！」

　ナタリが両手を組んで、うっとりとした顔になった。

「ちょ……ナタリさん！　違ちがうよ！」

　アヤメは顔を真っ赤にして反論する。

「た、ただ単にあたし、数十キロ先の道に落ちた小こ銭ぜにの音くらいなら聞こえるから！　それでだし！　ぜ、全然違うからね!?」

「今さらっととんでもない事実が明らかになったぞ」

　まるでちょっとした特技のように言ったが、尋常ならざることこの上なかった。ロイは戦せん慄りつする。

「もう、恥はずかしがらなくてもいいじゃないですか。うふふー。すごく必死でしたもんね、アヤメさん。絶対に助けるんだって」

「だ、だから、それは……！」

　と、口にしたもののそれ以上続かず、アヤメは俯いた。耳まで真っ赤にして、ロイのローブをぎゅっと掴つかむ。

「……アヤメ」

「ち、違うからね！　そんなんじゃないから！　い、いや、ロイを助けようとは思ってたけど、別にその、あ、あ、あいとかじゃ……」

「いや、うん、分かった。それは分かったんだが」

　ロイはなんとも言えない気持ちのままで告げた。

「……三人とも、そろそろどいてもらって構わないか？」

『あっ！』

　アヤメとカノン、ハンナはそこで初めて現状に気づいたかのようにはっとして、ロイから離れた。

「な、なんとはしたない真似を……申し訳ありません、ロイ＝シュトラス」

　カノンが朱しゆに染まった頬ほおへ両手を当てれば、ハンナはローブのフードを目深に被る。

「ち、ちがうの、ロイくん……これは、その……ちがうの」

　小さな声で言い訳するハンナだったが、一体全体なにが違うのか、ロイにはさっぱり分からなかった。

「あうあうあう」

　アヤメに至っては咄嗟の行動に混乱しているのか、意味不明の言動を駆く使ししつつあたふたとしている。

「いや……うん。まあ、あれだ。皆で合流できてなによりだな！」

　どうすればいいのか見当もつかず、物凄く強引に場をまとめるロイだった。

「まったく、無む茶ちやしおって。どうなることかと思うたぞ」

　ラルカが呆あきれたように息をつく。しかし彼女は次に、こちらへ笑みを投げかけてきた。

「……しかし、うちの馬ば鹿か弟で子しを助けてくれたことには礼を言わんとのう。感謝するぞ」

「気にするな。こっちが勝手にやっただけだ」

　ローブの埃ほこりを払はらいながら、ロイは立ち上がる。ナタリも頭を下げてきたが、「もう、いいから」と軽く言ってやめさせた。

「……あれ？　ロイ、それ、取り戻したの？」

　と、アヤメが驚おどろいたように、こちらの首元を指差してくる。そこには魔ま術じゆつを発動する際にロイが使う鍵かぎが下がっていた。

「ん？　ああ、グリムワードと一緒にな」

「へえ、あたし達が来る前に取り戻しちゃったんだ。さすがロイ！」

　感心したように言ってくるアヤメに、ロイは「まあな」と短く返す。あのローブの人物のことを話すと、皆に余計な不安を抱かせてしまうかもしれない。不明な部分は多いが今回の件とは関係がないようだし、ひとまず、今は己おのれの胸の内へ仕舞っておくことにした。

「ところでこの場所にいた党員はどうなった？」

「アヤメさんが大分倒しちゃいましたよ。まさに怒ど涛とうというべき勢いで。いやあ、壮そう観かんでした」

　ナタリがその光景を思い出すように目を細める。

「そうか。じゃあ、脱だつ出しゆつするのは容易たやすいな。問題はこれからどうするか、なんだが……」

「羅ら針しん盤ばんは奪われてしまいましたしね。【アルゴの遺産】のある場所が分からなくなってしまいました」

　困ったように、カノンが眉まゆ根ねを寄せる。

「お師匠、なにか知りませんか？」

　ナタリが傍かたわらのラルカに尋たずねるも、彼女は首を傾げたまま、唸るだけだった。

「むむむ。さすがのわしもそこまではのう……」

「なにかこう、あるでしょう？　そんなに長く生きてるんだから。【アルゴの遺産】的なものが眠っていそうな場所を『はっ……そうか、あれか！』と察することができるような出来事とかありませんでした？」

「ないわそんなもの。そんなに都合良く出くわすか」

「そんな！　なんのために長く生きてるんですか！」

「命が続いとるからじゃ！　それ以上の意味があるか！」

「……何気に深いこと言ったな、今」

　相変わらずの師し弟ていのやりとりにロイは息をつく。

「なにか方針でもわかればいいんだけどねえ。ほら、映画とかだとこういう時、助言してくれる人が出てきたりするじゃない？　『今、宣託が下った……西じゃ、西へ向かうのじゃ』とか。そういう人出てこないかなー。どこからか」

　アヤメが大おお真ま面じ目めな顔でわけのわからないことを言ってきた。

「出てきたとしても、なんの前触れもなくいきなり現れたやつの言うことを信じるのかお前は」

「人生、前向きに生きるが勝ちよ。すごくいい人かもしれないじゃない！」

「前向きに生きるのと後先考えないのは違うぞ!?」

　やれやれと、ロイは頭を掻いた。だが、方針というのは悪くない考えだ。正確な場所が分からないなら、せめてどこへ行けばいいのかくらいの当たりはつけたい。

「ろ、ロイくん、サヴロス王の日記で、【アルゴの遺産】は海に沈しずめた……っていう、記述があったよね？」

　ハンナが小声で話しかけて来る。

「その辺りで、探す方法を見つけられないかなあ……」

「ああ……確かにそうだったな。海、か」

　しかし、海と言ってもかなり広い。さらに絞しぼる方法が必要だった。

「……ん。待てよ。海に沈めたのなら、万が一ってことがあるよな」

「どういうことじゃ？」

　問いかけてきたラルカに、ロイは答える。

「アルゴの遺産を見つけられてしまう可能性だよ。まあ、その心配はほとんどないと言っても、もしもの時があって、簡単に引き上げられてしまったら隠かくしている意味がないと思わないか？」

「確かにそうですねえ。世の中には色んな人がいますから。目ざとい人もいるかもです」

　ナタリが頷く。

「だったら、その隠している場所になにか細工をしているんじゃないかと思うんだ。人が近づけないような、近づいてきてもその場所にはたどり着けないような、そんな細工をな」

「……一理ありますね。サヴロス王は魔術道具マジツクアイテムの収集家でした。そのような仕し掛かけを施ほどこすことのできるものをもっていてもおかしくはありません」

　カノンが、ロイの意見に同意を示した。ラルカが、ふむ、と腕を組む。

「確かにそうかもしれぬ。だとすれば、その場所になんらかの異変が起こっているかもしれんのう」

「ああ、そうだ。海の上で、通常ならありえない現象が起こっているところがあるかもしれない。そこが怪あやしい」

「おお、さすがロイ！　じゃあ、そこに行こうよ！」

　アヤメが立ち上がり、拳こぶしを振ふり上げた。

「ど……どこにあるか知っているんですか？　アヤメさん」

　きょとんとするハンナ。アヤメは同じ動きをしたままで堂々と言い放った。

「どこにあるんだろう！」

「お前のその、自信満々に自信のないことをする勇気はどこから生まれるんだ」

　ロイは半眼でアヤメのことを見つつ、ラルカに尋ねた。

「なにか知っていることはないか、ラルカ」

「そうじゃのう。残念じゃが、わしのもっている情報にも海に関することはない」

「百八十！　百八十！」

　ナタリが連呼した。

「わしの年ねん齢れいを叫んだところで知らんもんは知らん！　次言ったら杖つえで十発は叩くからな！」

　自分の得物を振り上げるラルカから逃にげて、ナタリはアヤメの後ろに隠れた。

「まったく、師匠に対する崇すう敬けいの念というものが足りないやつめ……。それに、話は最後まで聞け。わしは海に関することは知らん。じゃが、そのことに詳くわしい奴やつのことは知っておる」

「へえ。いったい誰だ？」

　ロイが訊くと、ラルカはその口元を緩ゆるめた。

「海かい賊ぞくじゃよ」

「海賊？　あの七つの海を股またにかけちゃう系の？」

　アヤメが目をしばたたかせた。

「……他ほかにどんな系統があるのか知らぬ上、海は七つもないが。まあ、その海賊じゃ。しかもただの海賊ではない。数多あまたの航海を重ね、この世界の海という海をほとんど知り尽つくしたという伝説の海賊じゃ。奴やつ等らなら海に起こっている異変についても詳しいじゃろう」

「それはすごいですね。ですが…‥海賊などに関かかわって大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　カノンが心配そうに言うと、ラルカは「問題ないじゃろう」と答える。

「その海賊――ラバーン一家は、通常の海賊のように略りやく奪だつ行こう為いや他の船への襲しゆう撃げきなどは一いつ切さい行わぬ。主に沈ちん没ぼつ船せんを引き上げたり、各地に隠された宝を目当てに航海をしておるんじゃ。海賊と名乗っておるのは、そちらの方が無む駄だな戦いや争いを避さけられることが多いからでの」

「どちらかというと、冒ぼう険けん家かに近いんだな。そういう奴等なら大丈夫そうだが」

　ラルカがわざわざ危険な人物に会わせようとするとは思えない。他に道はないようだし、その海賊に会うのが現状では一番良い選せん択たくのように、ロイにも思えた。

「海賊かあ……。前に漫まん画がで読んだなあ。やたら伸のびるんだよねえ」

「の、伸びるん、ですか？」

　アヤメがしみじみと口にするのに、ハンナが小首を傾げる。

「……また適当なことを」

　ロイが呆れていると、アヤメは「ほ、本当だし！」と心外だというように言ってきた。

「まあ、それはともかくとして。そのラバーン一家っていうのは、どこにいるんだ？」

「海賊じゃからな。始終世界中を飛び回っておるが。しかし、幸いなことに彼かれらがよく立ち寄るという港町がこの近くにある。とりあえず、そこへ行ってみるかの」

「そうですね。では、そちらへ向かうことにしましょう」

　カノンが言うと、皆もそれに賛成した。――と、そこへ。

「いたぞ！　あいつらだ！」

「このまま逃がすものか！」

　ぞろぞろと、【真実の眼オルト・クロイス】の組織員たちが現れた。

「……全く、しつこい奴等じゃのう」

　渋しぶい顔をするラルカ。アヤメは、手のひらに拳を打ち付けた。

「ま、物のついでですよ。いっそのこと、全員倒してしまいましょう」

「そうだな。こっちを汚きたない部屋に閉じ込めてくれた恨うらみもあるし」

　ロイは腕をぐるぐると回す。

「それじゃ、行こうか？　ロイ」

　声をかけてくるアヤメに、ロイは答えた。

「ああ。やるか、アヤメ」

　組織員達たちはこちらに向かって走ってくる。その手にはグリムワードが握にぎられており、青白い光が集約されつつあった。

　だが、なにも恐こわくなどない。隣となりにアヤメがいてくれるのならば。

「さあ、遠えん慮りよなく……」

　ロイが言って、足を前に出す。戦せん闘とう態勢をとるように構えたアヤメが、それを繋つないだ。

「――かかってきなさい！」




　シュゼラーセン。

　王国の南なん端たんに位置するここは、世界各地と輸出入のやりとりを行う大きな港町である。

　この辺りには生息していない魚ぎよ介かい類るいや、手に入りにくい香こう辛しん料りよう、衣類の原材料など様々な物資が遠く離はなれた地より運ばれてくる。

　また、観光地としても知られており、毎年、多くの客が訪おとずれていた。

「あ、潮の匂いだ！」

　ロイ達が街の入り口に立つと、アヤメが鼻をひくつかせ、嬉しそうに言った。

「懐なつかしいなあ。海にくるなんてどれくらいぶりだろう」

「お前の世界にも海はあるのか？」

　ロイが尋ねると、アヤメは頷うなずく。

「うん。お父さんとあちこち行っていた頃ころはたまに寄ってたよ。でも、不思議だな。世界は違っても、この香かおりは同じなんだ」

「そうか……それは良かったな」

　少しでも元の世界と共通しているものを感じられたのであれば、強ごう引いんに召しよう喚かんしてしまったロイとしては、いささかほっとする。彼女自身、もう気にしていないとは言っていたが、それでも申し訳ない気持ちはあるのだ。

　白い壁かべが特とく徴ちよう的てきな街並みを眺ながめながら、ロイ達は歩き始めた。向こうの方には灯台が見えている。

　街の中心部には大きな噴ふん水すいが造られており、色いろ鮮あざやかな敷しき石いしの詰つめられたそこは、住人や観光客にとっての憩いこいの広場となっていた。

「さて、ラバーン一家には行きつけにしている酒場があったの。まずはそこで情報を聞いてみようと思うのじゃが」

　足を止めたラルカはそう言った。

「分かった。じゃあ、そっちに行こう」

　ロイがそう告げるも、ラルカは首を横に振る。

「いや、用事はすぐに済むじゃろうし、大勢でぞろぞろ行ってもあまり意味はない。ここはわしとナタリだけで行くことにする」

「そうか？　じゃあ、俺おれ達たちは俺達で情報収集しておくよ」

「それもいいのじゃが、ロイ、お主は少し休むと良い。人ひと質じちとして捕とらわれ、脱出した後、歩き続けておる。無理をしてはいかん」

「別に大丈夫だって」

「疲つかれというものは、知らずして溜たまっておるものじゃ。これからも恐おそらく、先は長い。そのために備えておくのも大事なことじゃぞ。お主だけではない。皆も少し休むと良い」

　ロイは、アヤメやカノン、ハンナと顔を合わせた。どうしようか、と無言で問いかけ合う。

「まあ、年寄りの話は聞いておいて損はないですし、ここは従っておいた方が――いたっ！」

　ナタリが言いかけたところで、ラルカから杖で叩たたかれた。

「誰が年寄りじゃ。わしはまだ新しん鮮せんな魚介類のようにピチピチしとるわい」

「子供扱あつかいに怒おこるから年寄り扱いしたんじゃないですかあ。後その表現、若作りのおばあさんがよく口にする言葉ですからね」

「うるさい。うるさいうるさい。弟で子しうるさい！」

「いたいいたいいたい！」

　ぽかぽかと杖で叩かれ、ナタリは「ひーん！」と泣なき真ま似ねをして向こうへ駆けていった。

「全く……とにかく、皆、少し休むんじゃぞ。ちょうど、この街にはいいものがあるしの。それでも眺めてゆっくりすると良い」

「いいものですか？」

　きょとんとするアヤメに、ラルカは微笑んだ。

「あるじゃろうが。――大きな水たまりがな」




　シュゼラーセン海岸。

　観光地として有名なこの街に於おいて、最も訪れる者の多い場所だ。

　白銀のように煌きらめく白い砂すな浜はまに、寄せては返す、深い蒼あおの波。

　遠浅で知られるこの海は、海水浴をするにはもってこいのところだった。

　老ろう若にやく男なん女によ、多くの観光客が耐たい水すい性せいのある肌はだ着ぎを身に着け、戯たわむれている。

　そんな中、ロイもまた近くにある店で借りた短い下した穿ばき一枚になって、佇んでいた。

　ただし、

「……暑い」

　絶賛、日射に敗北している最中ではあったが。

　ぎらつける太陽は容よう赦しやなく肌を焼き、こちらの精神力を摩ま耗もうさせていく。

　木こ陰かげに座すわっていて尚なお、この有様なのだから、ここから出るとどうなってしまうのか。

「皆、こんな状じよう況きようでよく遊んでられるよな……」

　目の前で楽しそうに泳いだり、走り回っている観光客を見て心の底からそう思う。

　元々、部屋に引きこもることが多いロイにとって、陽の光は天敵だ。眩まぶしさに頭がくらくらとしてくる。

　おまけに、敵の牙が城じように閉じ込められていた時から思っていたことだが、この辺りの地方はかなり気温が高いらしい。

　先ほどは午前中ということもあり、また、潮風が吹ふいていてあまり感じなかったが、こうして素す肌はだをさらしているとそれがよく分かった。

「……こんなことなら、宿をとって寝ねてれば良かったか」

　そちらの方がいくらか体力回復には有効かもしれない。せっかくだから海にでも行ってみるといい、というラルカの助言に従ったわけだが、失敗だったかもしれないとロイは思った。

「おーい、ロイー」

　と、そこに聞き覚えのある声がかかった。ロイはそちらを向く。

「やっほー。遊んでる？」

　アヤメだった。彼かの女じよは片手に氷を削けずって蜜みつをたっぷりかけたものが入った容器と、丸ごとの果実をもっていた。

「……お前ほどじゃない」

　既すでに全力で海を楽しんでいる自らの相棒に、ロイは息をついた。

「どうしたの、元気ないね。海だよ？　海。テンション上げていかないと！」

　アヤメはロイの前までくると、しゃがみこんで、顔を覗のぞきこんでくる。

「海だかなんだか知らないけど、これだけ暑いとさすがに――」

　言いかけて、ロイは息を呑のんだ。

　当然だが、アヤメはロイと同じく、店で借りた肌着を身に纏っている。こちらと違って胸を包つつむ布がついているが、普ふ段だんより肌を露出していることには変わりなかった。

　そのため、彼女が体勢を低くした時、寸法が大きかったのか、薄うすい肌着から胸の部分が覗き見みえてしまったのだ。

　アヤメははっきり言って、それほど豊かな肢し体たいをしているわけではない。だから普段はロイもそれほど意識しないのだが。

　さすがに、こうはっきりと見えてしまうと、鼓こ動どうが高鳴った。

「ん？　どうしたの？　なんで目を逸そらすの？」

「いや……別に。なんでもない」

　不思議そうに言ってくるアヤメだったが、さすがに説明するわけにはいかない。なぜなら、そうしたが最後、見ていたという事実が確定してしまうからだ。

（俺おれはなにも知らない。俺はなにも見てない。だから分からない……）

　自分に言い聞かせながらも、ばくばくと鼓動を繰くり返かえす心臓が落ち着くことはなかった。

「気になるなあ。こっち向いてよ」

「だ、駄だ目めに決まってるだろ！」

　そっちを向いたらとんでもないことになるのは目に見えている。

　しかも、一いつ旦たん、そちらを見てしまったが故ゆえ、別のところも気になってきた。

　つまり、普段とは違うアヤメの姿についてである。

　自然に登場したため、最初はなんとも思わなかったが、よく考えれば見知った相手が下着同然の格好をしているのだ。おまけに自分もそうなのである。

　いくら海とは言え、ありえない状況だった。

「ちょっと、ロイ。なんで目を合わせてくれないのよっ」

　アヤメが怒ったように言って、こちらの顔に手をかけてきた。無む理り矢や理り自分の方へと向かせようとしてくる。

「うわっ、馬ば鹿か、やめろ！　見えるだろ！」

「なにが見えるの？　この！　こっち向けー！」

　必死に抵てい抗こうしたが、アヤメの力に抵抗できるわけもない。ロイはあっさりと再び、前方へと視線が戻もどった。

「よし、言ってもらいましょうか。どうして目を逸らしたのかな？」

「む、む、む……」

「む？」

　きょとんとしているアヤメ。その間にも、ばっちりと、そのささやかな膨ふくらみは見えてしまっている。

　こうなれば、もう仕方ない。やけになって、ロイは叫んだ。

「胸が見えてるんだよ！　いいから隠せ！」

「……へ？　あっ――ひゃっ！」

　言われて目をしばたたかせた後、アヤメは自分の胸むな元もとを見下ろし、驚いたようにこちらから飛びのいた。片手にもった氷菓子や果実はしっかりと死守しながらも、空いた方で自分の胸を押おさえる。

「だ、だから言っただろうが。駄目だって！」

　ロイがそう主張すると、アヤメは顔を俯うつむけたまま、頬を赤くした。

　しばらくしてから、上目遣いでこちらを見て、ぽつりと言う。

「……ロイのえっち」

　効いた。なんだか分からないが、てきめんに効いた。ロイは「うっ！」とくぐもった声を出したまま、その場でのけぞる。だが、負けるわけにはいかない。体勢を整えた。

「え……えっちって。ふ、不ふ可か抗こう力りよくだろ!?」

「不可抗力だろうと、見てたものは、見てたじゃない」

　頬を膨らませて言ってくるアヤメに、返すことのできる言葉はなかった。

「……はい。すみませんでした」

　早くも敗北し、謝あやまるロイ。

「……まあ、あたしも無防備だったから。もういいよ。うん」

　恥ずかしそうにそう言いながら、アヤメは許してくれた。

　お互たがいの間に気まずい時間が流れ、ロイは咳せき払ばらいをする。

「と……ところで、カノン先せん輩ぱいとハンナは？」

「そろそろ来るんじゃない？　あたしの方が着き替がえるの早かったから、先に出たんだ。屋台で色々買いたかったし」

　アヤメはまだ頬を染めながらも、そう言って、氷菓子を一口食べた。

「お待たせしました」

　そうこうしている内に、声がかかって、ロイは振り返る。

「海用の肌着など初めてで、少し手間取ってしまって……」

　申し訳なさそうに言うカノン。その姿に、ロイはなにも言えなくなった。

　アヤメの肌着は上部が頭からすっぽりと被かぶる形のもので、布地が薄いとは言え、へその上辺りまでは隠れている。

　だがカノンのそれは、胸しか覆おおっていなかった。そのため、彼女のもっているふくよかな両山の形がはっきりと分かるようになっている。
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「な……なんですか？　ロイ＝シュトラス」

　戸と惑まどったような顔をするカノン。

「わあ、先輩、大だい胆たんですねえ」

　アヤメが驚いたように言った。

「あ、ああ、これですか……いえ、その、私に合うのはこれしかないと言われまして」

　照れくさそうにしながら、カノンは隠すようにして自分の両手で胸を抱きしめる。だが、そうすることによって出来た谷間は、より一層、蠱こ惑わく的てきな魅み力りよくを醸かもしだしていた。

「……大きい」

　思わず、ロイは呟つぶやく。いや、前々からそうだと分かっていたが、こうして間近に見ると改めてそう再確かく認にんしてしまう。

「ちょ……あ、あまり見ないで下さい、ロイ＝シュトラス！」

　カノンが頬を朱に染めて、こちらに背中を向ける。

「あ、す、すみません、つい。別に変な意味があったわけじゃ――いったっ!?」

　失礼を謝ろうとしたところで、ロイは腕うでの辺りに激しい痛みを感じた。なにがあったと振り向むけば、アヤメがこちらの肌を小さく摘つまんだまま、じっと見つめて来る。

「な、なんだよ……」

「おっぱいだったらなんでもいいの？」

　低く、確かな憤ふん怒どを含ふくませた声であった。恐こわい。

「いや、待て。俺はただ、目の前の現実を的確に客観的に述べただけでだな。そこになんらかの私的な想おもいがこもっていたというわけでは」

「おっぱいだったらなんでもいいんでしょ」

「アヤメ、すごい視線が痛いんだが、もしかしてそれで人を殺せる能力とかはさすがにないよな？　ないと言って欲ほしいんだが。言ってくれ！」

　懇こん願がんしたが、アヤメはそれ以上なにも答えてくれず、ふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向いてしまった。失敗した。それも取り返しのつかない系統の失敗だ。なぜなら言い訳ができない。おっぱいを見てしまったことは事実なのだから。

「……ロイのばか」

　小さく呟いて、アヤメは唇くちびるを尖とがらせた。その言葉は、深くこちらの心を抉えぐる。

「あ、あのー……なにか険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよっているようですが。大丈夫ですか？」

　カノンが当とう惑わくしたように言ってきた。ロイはため息をつく。

「いや、まあ、なんとか。アヤメ、ごめんって」

　頭を下げると、アヤメはこちらをちらりを見て、「むう」と唸うなった。

「まあ、確かに感想を言いたくなるおっぱいだったけどさ。あたしもさすがに圧あつ倒とうされたよ」

「……だよな。あれだけのものを見せられたらなあ」

「……いや、あの、ロイ？　アヤメ？」

「うん。呟いちゃうよね。大きいおっぱいだったもの」

「まったくだ」

「見事というか、感服つかまつるというか。ぐうの音も出ないというか。おっぱいすごい」

「完敗に乾かん杯ぱい、という感じだよな」

「ちょっと！　あなたたち！　いい加減にしなさい！」

　ロイが、アヤメと妙みようなところで意気投合していると、見かねたカノンが大声を張りあげた。顔を赤くして、息を荒あららげている。

「す、すみません、先輩……」

　その迫はく力りよくに怯おびえながら、アヤメは言った。

「つい、おっぱいについて盛り上がってしまって。今後、失礼の無いように決しておっぱいについて話はしないと、それはもう、おっぱいに賭かけて誓ちかう所存で……」

「も、もう、おっぱいと言うのは禁止です！」

　カノンは更さらに顔を紅潮させて、アヤメにそう厳命する。

「全く。別に私だって好きで大きくなったわけではありませんのに……」

　自身の胸を見下ろしながら、彼女は大きく息をついた。

「……先輩、その言葉、胸の大きい人が一番言っちゃダメなことですからね。今、あたしの怒いかりゲージが危あやういところまで上がりましたよ。もう少しで超ちよう必ひつ殺さつ技わざが出せますから」

　アヤメがにこにことしながら言うが、意味が分からないのか、カノンは小首を傾げるだけだった。

「ろ、ロイくん、お待たせ……」

　そこへ、ハンナが現れる。小さな足取りで近付いてきた彼女に、ロイは「あれ？」と声を上げた。

　その姿が、いつもと同じローブ姿だったからだ。

「ハンナ、お前、肌着は？」

「う、うん、着てる……けど。その……恥ずかしくて」

　小さく呟いてから、ハンナは顔を伏ふせる。

　そういえば、とロイは思い出す。ハンナは以前、ドレス姿を見せるだけでもかなり恥ずかしがっていた。それが肌着となると余計だろう。

「気持ちは分かるけど、その格好じゃ暑いだろ」

　そろそろ昼だ。これからもっと気温は上がる。ロイは言った。

「誰だれも気にしないからさ。それ、脱ぬいだらどうだ？」

「ひゃっ!?」

　なにをとんでもないことを、と言わんばかりにハンナはその場で跳とび上あがる。

「ぬ、ぬ、ぬ、脱ぐの……？」

「……いや、そう言われると、俺が割と下げ劣れつな奴に思えてくるんだが」

　まるで無理矢理に服をはぎ取ろうとしているようだ。

「そもそも、脱がないならなんで肌着をつけてきたんだよ？」

「そ、それは……」

　か細く口にしてから、ハンナは黙だまり込む。

「ハンナちゃん、勇気を出さなきゃ」

　アヤメはハンナへ近づくと、その肩かたに手を置いた。

「皆みんなと遊びたいから着たけど、いざ外に出るとなると恐くなっちゃったんだよね？」

　その問いかけに、ハンナはわずかに戸惑うような間を置く。だがやがて、こくりと小さく頷いた。

「大丈夫だよ。皆、気にしないから。一いつ緒しよに遊ぼ？……ね？」

　そう言って、微笑ほほえみかけるアヤメを、ハンナはじっと見つめる。

　その後で、彼女はこちらへ視線を投げかけてきた。ロイは顎あごを引く。

「ああ。もし他の奴の目が気になるなら、盾たてになってやるから。安心しろ」

「そうですよ。それに皆、同じ格好です。あなただけが肌を見せるわけではありませんよ」

　カノンにそう言われ、ハンナはやがて、「……そうですね」と囁ささやくように答えた。

「わ、わたしばっかり、照れてたら変ですし……」

「そうだよ、ハンナちゃん！」

　アヤメは、彼女の両りよう肩かたを、今度はがっしりと掴んだ。

「だからさあ、早くそのローブを脱ごう？　あたしの前に素肌をさらしてみよう？　白く滑なめらかな陶とう器きのようなその肌を、惜おしげもなく、太陽の下で見せてみよう？　大胆に、遠慮なく、さあ、ほら、早く！　早く早く！　ちょっとだけ！　ちょっとだけだから！　なにもしないから恥はずかしいのは最初だけだから！」

「恐いんだよ！」

　途と中ちゆうから暴走し始めたアヤメの頭を、ロイははたいた。いつもの悪い癖くせが出始めている。

「せっかく壁を乗のり越こえようとした奴の前に、越えようのない頂きを聳そびえさせるな！」

「はっ、し、しまった。つい我を忘れてしまった……ごめんね、ハンナちゃん！　全然まったく、よこしまな気持ちはないから！」

「説得力の欠片かけらもないな」

　ロイは額を押さえた。ハンナは少し体を引き気味にしている。

「アヤメ、あなたは目を閉じていなさい。いえ、強制的に閉じさせて頂きます」

　カノンがそう宣言して、アヤメの両目を、後ろから手で隠した。

「ぎゃー！　先輩のひとでなしー！」

「どっちがだよ……。ほら、ハンナ。今の内だ」

　ロイが急せかすと、ハンナは「う……うん」と頷いてから、おずおずとローブを脱いだ。

　はらりと落ちる白い布。その中から、可愛かわいらしい花はな柄がらの肌着を纏まとったハンナの姿が露あらわになる。

「あら……可愛いですね。とても似合っていますよ、ハンナ＝アフラ」

　カノンが褒ほめるのに、ロイもまた乗った。

「ああ。別に変なところなんてなにもないぞ」

「そ……そう、かな」

　もじもじとしながら、ハンナは地面に落ちたローブをもって、自分の体を少しでも隠すようにした。
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「み、見せて！　今を逃のがすと二度と見られないから！　土下座でもなんでもするから見せてえええ！」

　アヤメがじたばたと暴れる。

「ああ、うるさい！　なにもしないな!?　お触さわりは禁止だぞ!?」

　ロイがそう言うと、アヤメは「も、もちろんでございます！」と返事をよこしてきた。仕方なく、ロイはカノンに目で合図する。

　カノンから解放されたアヤメは、ハンナを見て、「はふん……！」と言った後、満足そうな顔でその場にへたりこんだ。

「……今なら、死んでもいい」

　割と本気で言ったであろうその台詞せりふに、ロイは頭痛がしてくるのを感じた。

「あー。はい。気を取り直していこう。海だ。海だぞ、アヤメ」

　無理矢理に場を元に戻そうとして言うと、アヤメは立ち上がった。

「うん。海ね。死を覚かく悟ごしている場合じゃないわ。遊ばなきゃ！」

「な、なにをして遊びます……か？」

　首を傾かしげるハンナに、アヤメは言う。

「海と言えば、やっぱり、スイカ割りよ！　ロイ、スイカを買ってこよう！」

「スイカ？　スイカってなんだ？」

　ロイが怪け訝げんな顔をすると、アヤメは「ええ!?」と両手を挙げた。

「知らないの!?　スイカ！」

「知らないよ。食べ物か？」

「果物だよ、果物。こういうのと同じ。もっと大きい奴」

　そう言って、アヤメは自分が持った赤色の果実を、こちらに差し出してくる。

「ふうん。で、それを割るのか。なんで？」

「なんでって……食べるためよ。目め隠かくしして十回回って、ふらふらと歩きながら、皆の指示に従って向かって、もった棒でスイカを割るの」

「なんでそんな面めん倒どうなことを。食べるなら、普ふ通つうにやればいいだろ」

「……そういえばそうね。あれ？　なんでそんなことやるんだっけ？」

　首をひねるアヤメ。溶とけかけた氷菓子を、彼女は食べ続ける。

「そういえば十六年間生きて来て、スイカ割りの意味を考えたことはなかったわ……。よく考えてみれば、目隠しをして十回回って、棒で割って、それでなんになるの!?」

　なにやら初めて突つき当あたった難問のように悩なやむアヤメを、ロイやカノン、ハンナは不思議そうに見ていた。

「……まあ、スイカ割りはともかくとして。せっかくの海ですし、泳ぎませんか？」

　カノンが提案し、ほとんど水のようになった氷菓子を口に流し込んでいたアヤメが言う。

「そうですね。それが一番かもしれません」

　気は進まないが、せっかく来たのだから、それくらいはしてもいいだろう。ロイもまた同意を示すように頷いた。

「あ……でも、わ、わたし、泳げなくて」

　おずおずと言うハンナ。

「なんだ、そうなのか。じゃあ、俺に掴つかまれよ。そこそこなら泳げるからな。それなら、安心だろ？」

「え……ええ？　い、い、いいの？」

　頬ほおを染めて、ハンナが目をしばたたかせる。

「ああ。お前だけ浜はま辺べにいるんじゃ、可か哀わい想そうだしな。いや、嫌いやだったらいいけど」

「そ、そんなこと、ない……っ！」

　珍めずらしく、はっきりとそう口にして、ハンナは近づいてくる。その小さな手を、こちらへと伸ばしてきた。

「よ、よ、よ、よろしく……お願いします」

「お、おう……了りよう解かい」

　妙な迫力に押されつつも、ロイが腕を出すと、ハンナはそれに自分の手を絡からませる。

「よし、それじゃ行こうか――」

「ろ、ロイ！」

　足を踏ふみ出したところで、アヤメが大きく言った。彼女は耳まで赤くして、不自然なほどかちこちの歩き方でこちらまで歩み寄ってくる。

「あ、あ、あたしも……あたしも、いい？」

「へ？　え、いや、お前、泳げるんじゃないのか？」

「お、泳げた……んだけど。ほら。あ、あの。今、泳げなくなったの！」

「なにがあって!?」

「そ、そういう体質なの！　たまに、泳げなくなるの！　だから、つ、掴まっていい？」

　視線を下げたままで、控ひかえめに言ってくるアヤメに、ロイは小首を傾げた。

「いや……まあ、いいけどな」

　すると、彼女はぱっと輝かがやくような笑え顔がおを見せた。ロイはどきりとする。

「そ、それじゃあ……よろしく」

　アヤメが、体を寄せてくる。心なしか、緊きん張ちようしているように思えた。実際、彼女は震ふるえているようで、それがこちらにも伝わってくる。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ひぇあぅ!?　だ、大丈夫だよ!?」

　奇き妙みような声を上げて、アヤメは、がくがくと何度も頷いた。

「そうか、それならいいが……」

　と言いながら、実は、ロイの方が大丈夫ではなくなっている。

　ハンナもアヤメも、思っていた以上にこちらと密着しているからだ。直接、肌と肌が触ふれ合あっているため、その感かん触しよくは想像以上にこちらの不味まずいところを刺し激げきする。

（まずい。平静になれ。平静になれ……）

　努めて澄すんだ水のような心を持つように、ロイは自分へ言い聞かせた。

　その時、視線を感じてふと後ろを向く。

　そこには、カノンが立っていて、なにかを思うようにしてこちらを見つめていた。

「……先輩？」

「あ……いえ。なんでもありません」

　首を振ふり、彼女は笑えみを浮うかべてロイの傍そばを通り過ぎていく。

　その表情が無理矢理に作ったもののように思えて、ロイは、あることを思い出した。

（ああ……そうか）

　先日、カノンに告白されたのだ。だが、それを自分は断ってしまった。

　――隣に居る、アヤメのことが浮かんだから。

「ん？　どうかした？　ロイ」

　未いまだに熱に浮かされたような顔をしながらも、こちらを仰あおぐ彼女を、ロイは見つめる。

（……俺にとって、こいつは、なんなんだろうな）

　異世界から呼んだ少女。初めは恋こい人びとにするためだった。だがそれも有う耶や無む耶やになり、今は彼女を元の世界に戻すため、一緒に居る。

　そう。アヤメはいつか、帰ってしまう存在だ。

　だとすれば――。

（俺は……こいつと、どうなりたいんだろうな）

　自問する。だが、答えは出ない。

　……いや、出したくないのかもしれない。

　そうしたが最後、なにか取り返しのつかないことを、自分が選択してしまう気がして。

　このまま曖あい昧まいに、誤ご魔ま化かしたままで全すべてが終わるなら、それでもいいと思ってしまう。

「おーい、ロイ。そろそろ行こうよ」

　無む邪じや気きに声をかけてくるアヤメ。ロイははっとして、首を振った。

「ああ、そうだな」

　今は、まだ、いい。そう思うことにした。

　まだ時間は、いくらか残されているのだから。

「それじゃ、少しくらい泳ぐことに――」

　そう、ロイが言いかけた時だった。

　遠くの方から叫さけび声ごえが聞こえてくる。

　視線をやると、遥はるか彼方かなたの海で、誰かが浮いたり沈しずんだりを繰り返していた。

　それもわざとやっているようではなく、まるで波に翻ほん弄ろうされるがごとく、苦しそうな顔で助けを求めるよう、手を天へと挙げている。

「アヤメ……あれ」

　ロイが話しかけると、アヤメは頷いた。

「うん――溺おぼれてる！　助けに行かなきゃ！」

　言うが早く、アヤメはロイから腕を離して走り出す。

「ハンナ、悪い。ちょっと行ってくる！」

　ロイもまた、ハンナにそう告げてからアヤメの後を追った。

　素す早ばやく海に飛び込んだアヤメは、そのまま鮮あざやかな動きで水面を切って進み始める。

「……無む茶ちや苦く茶ちや泳ぐの上う手まいじゃないかよ」

　だが、今はそんなことを気にしている場合ではない。ロイは飛ひ翔しよう術を纏って海面を滑すべるようにして移動した。

　驚おどろくべき速さで溺れている人物のところまで辿たどり着ついたアヤメは、その体を抱だき止とめる。

「ロイ、行くよ！」

　彼女はそのまま、こちらに向かって溺れていた人物を投げた。ロイはそれを受け止め、様子を確かめる。

　赤く長い髪かみを一本の三つ編みに括くくった、ロイ達たちと同年代くらいの女の子だった。瞳ひとみを閉じており、小さく呼吸を繰り返している。どうやら、気を失っているようだった。

　だが、それ以外では特に外傷もなく、水を飲んだ気配もない。

「問題なさそうだ。このまま浜辺に運ぼう」

　ロイがそう言うと、アヤメは親指を立てる。

「……にしても、溺れるようなところじゃないんだがな、ここは」

　女の子を抱きかかえながら、どこまでも浅あさ瀬せが続く海を眺め、ロイはそう呟いた。




　幸いなことに、浜辺へ運んで安静にさせていると、女の子の意識はすぐに戻った。

　目を開けた彼女はロイ達を見てきょとんとしていたが、事情を説明すると、すぐに納なつ得とくしてくれる。そして、

「はっはっは！　いやあ、参った、参った。さすがのあたしも焦あせったよ！」

　先ほどの苦しみが嘘うそのように豪ごう快かいに笑った。

「なんであんな浅いところで溺れてたの？」

　尋たずねたアヤメに、彼女は腕を組んで首を傾げる。

「うーん、それなんだけどなあ。分からないんだよ。ここなら安心だと思って練習してたら、急に足が痛くなって、七しち転てん八ばつ倒とうしてたんだ」

　恐らくは足がつったのだと思われる。ロイは言った。

「練習ってなんの？」

「ああ、あたし、泳げないからさ。さすがにそれは立場上不味いだろうってことで、こっそりここにきて少しでも上手くなろうとしてるんだよ」

　立場上、という言葉が気にかかりロイは怪訝な顔をする。だが女の子はそれ以上説明せずに、人好きのするような笑顔を作った。

「とにかく、ありがとう。助かったよ。あたしはアルカナっていうんだ」

「どういたしまして。あたしはアヤメだよ」

　アヤメが自己紹しよう介かいしたので、ロイやハンナ、カノンもそれに続く。

「ああ、宜よろしくな。あんたたち、この街の人間じゃないな。観光客か？」

「確かにそうですが、よく分かりますね」

　目をしばたたかせるカノンに、アルカナは頷うなずいた。

「あたしはこの街の人間とは馴な染じみがあるからね。大体分かるんだよ。海水浴か？」

「いや、そういうわけじゃないんだが、少し事情があってな」

　ロイの言葉に、彼女は「そっか」と短く答えてくるだけだった。含みのある言い方から、あまり人に話せることではないと察してくれたのだろう。

「……ねえ、アルカナ。この街のことを知っているなら、訊ききたいことがあるんだけど」

　アヤメがそう言うと、アルカナは「うん？」と小首を傾げた。

「海かい賊ぞくの、ラバーン一家って知らない？」

「ラバーン一家……？」

「うん、この街によく立ち寄るって聞いたんだけど。なにか少しでも情報を知っているなら、教えて欲しいな」

「そのラバーン一家に、なんの用なんだ？」

　アルカナから探さぐるような尋ね方かたをされて、アヤメがロイの方を見てくる。言ってもいいだろうか、と無言で確認をとっていた。

「……ま、なんだ。少し相談したいことがあってな。探してるんだよ」

　ロイが曖昧に誤魔化すと、アルカナは「ふぅん」と興味深そうにこちらの顔を覗きこんでくる。

「ラバーン一家ねえ……」

　そのまま視線を上げて、彼女は唸った。その様子にロイは、これは無理そうだな、と思った。この街には詳くわしいと聞いたので期待したが、どうやら望のぞみ薄らしい。

「いや、まあ、知らないならいいんだ。気にしないでくれ。それより、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん？　ああ、体はなんともないよ。あんた達には感謝だな」

　アルカナは立ち上がると、歩き出し、ロイ達の後ろへと行った。その動きを追うと、彼女は大きな木の下にある茂しげみへ手を突っ込んでいる。

「ど、どうしたん……ですか？」

　そう問うたハンナへ、アルカナは「んー」と返した。

「この辺りに隠かくしてたんだけどな。……おい、もしかしてとられたか？　不味いぞ？」

　少し焦り気味に言った後、彼女はなにかを探り当てたかのように目を見開いた。

「あ、あった！」

　声を上げ、茂みから手を引ひっこ抜ぬく。そこには、布で包まれた長い棒のようなものが握にぎられていた。

「よかった、よかった。黙って出てきただけでも随ずい分ぶんなのに、これまで失くしたら余計に叱しかられるところだったよ」

「それなに？」

　興味を惹ひかれたアヤメが近づいていく。アルカナは「へっへっへ」と笑いながら、それを彼女へと見せた。

「あたしの大事なものだ。父さんから受うけ継ついだんだ。見たいか？」

　誇ほこらしげにそう言ったアルカナに、アヤメは「見たい！」と間かん髪ぱつ容いれずに答える。

「よぉし、いいよ。さあ、存分に――」

　と、アルカナが布を取とり払はらおうとした時だった。

　悲鳴が上がる。

　全員で振り返ると、観光客が次々と海から上がり、こちらへと走ってくるところだった。

「な、なんだ？」

　警けい戒かいしたロイの腕を、ハンナが引く。

「ろ、ロイくん、あれ……！」

　彼女の指差した方向を見ると、波なみ打うち際ぎわでなにか巨きよ大だいなものが暴れていた。

　びっしりと灰色の鱗うろこに覆われた横長の胴どう体たいには短い手足とヒレが生えており、丸太のように太く長い尻尾しつぽがついている。

　魚類に似た顔面にある口は人間一人くらいなら容易たやすく飲み込んでしまえるほどに大きく、内部にはびっしりと細かな牙きばが生えていた。

「魚獣シーサーバント……！」

　ロイは声を漏もらす。海中に住んでいる魔ま物ものだ。肉食で、普段は他ほかの魚などを餌えさにしているが、ごくたまに食料が少なくなると陸地に上がってくることもあると聞いたことがあった。特別な能力はないがとにかく力が強く、鱗のせいで体が硬かたいため、生半可な武器や魔ま術じゆつでは傷をつけることさえ出来ない。

「また面倒な奴やつが出て来たな……先輩、アヤメ！」

　ロイが声をかけると、既すでにやるべきことを理解していたのだろう、二人はそれぞれ臨戦態勢に入っていた。

「騎き士し団だんが来るまでは時間がかかる。俺たちでやろう。……行くぞ！」

　号令に、アヤメやカノンが頷く。そのままロイは二人と共に走り出そうとした。

　――が、それより早く、横を通り過ぎていく者がいる。

　赤い髪をなびかせながら、アルカナが疾しつ風ぷうのようにして浜辺を駆かけていく。

「お、おい、アルカナ！」

　なにをするつもりだと制止しようとしたロイに、彼かの女じよは言った。

「ここはあたしの海だ。あたしが守る。任せとけ！」

　逃にげ惑う人の波を掻かい潜くぐりながら、アルカナは跳ちよう躍やくする。

　そのまま、彼女は腰こしを抜かして立てなくなっている観光客に襲おそい掛かかろうとしている魚獣へと、真まっ直すぐに向かった。

「やめろ、この魚野や郎ろうッ！」

　豪快な飛とび蹴げりを喰くらわせる。予想してなかった角度からの攻こう撃げきに、魔物は避よけることも出来ずにそのまま倒たおれ込んだ。

「早く逃げろ！」

　そう告げて、彼女は手に持った長い布に包まれた棒を担かつぐ。

　魚獣が体勢を整えた。完全にアルカナを敵と認にん識しきしたようで、威い嚇かくするように前ぜん傾けいし、小さな唸りを上げる。

　観光客がいなくなったのを見届けていた彼女へ、大気を打うち砕くだき、魚獣の長い尾おっぽが向かった。

「アルカナ！　避けて！」

　アヤメが声をかけると同時、アルカナは砂すな浜はまへ手をついて後方へと跳んだ。すんでのところで尾は空を切る。

「やりやがったな……」

　アルカナは棒にかかった布へ手をかけると、それを、勢いよく取り払った。

「反はん撃げき開始だ！」

　――それは、ただの棒ではなかった。

　その先せん端たんは三つに分かれており、それぞれ、槍やりの穂ほ先さきのように尖っている。

　柄えの中央には大きな宝玉のようなものが嵌はめこまれており、そこから刃やいばまで溝みぞのように深く、幾き何か学がく的てきな紋もん様ようが彫ほり込まれていた。

「なにあれ、銛もりに見えるけど……」

　アヤメの言葉にロイは頷く。確かにあれは、漁師などが獲え物ものをとる時に使う銛に似ている。だが、恐おそらくは普通のものではあるまい。

「ロ、ロイくん、あの宝玉、魔術鉱石だよ」

　ハンナが言った。ロイは彼女を見る。もしやと思っていたが、やはりそうだったか。

「とするとあれは魔術道具マジツクアイテムか……？」

　なぜそんなものを、あんな少女が持っているのか。

　疑問は尽つきなかったが、今は追つい及きゆうしている暇ひまはない。

　アルカナは魚獣の突とつ進しんをかわすと、横手から銛を突き刺さした。血ち飛沫しぶきが上がる。その巨体を揺ゆらし、魔物は苦しむような声を上げたが、傷は浅い。吼ほえるような声を上げて、その口を開けると、アルカナへ襲い掛かった。

　だが彼女は銛を地面へ突き刺すと、それを軸じくにして高く跳び上がる。目標を見失った相手は地面へと突っ伏ぷした。

　振り返かえり、魚獣が再びアルカナへと向かう。だが彼女はその瞬しゆん間かん、魔物へ向けて銛を投げた。かなりの距きよ離りがあったにも拘かかわらず、見事にその刃は魚獣の眼球を貫つらぬく。さすがに傷が深かったと見えて、魔物はその場でのたうち回った。

「あの子、自分の武器の利点を完かん璧ぺきに把は握あくしてる。かなり戦い慣れてるよ」

　アヤメが感想を述べる。確かに、素人しろうととは思えない動きだった。ロイは言う。

「何者なんだ、あいつは……」

　とてもではないが、先ほど、あの浅い海で溺れていた者と同一人物であるとは思えない。

「さあて、今の内に止めといくよ……」

　銛を頭上で回転させ、次に、アルカナはぴたりと構えた。その場から跳躍する。

　彼女の小さな体がふわりと宙に舞まい、ようやく痛みから立ち直った魚獣の胴体へと着地した。

「――はあっ！」

　掛け声と共に、アルカナは持っていた銛を、魔物へと突き刺す。苦しみの声が上がった。

「黒こげになりな！――【海神の進撃トライヅ・ブリツド】！」

　衝しよう撃げきと轟ごう音おんが迸ほとばしった。辺り一帯に閃せん光こうが瞬またたく。

「……きゃっ！」

　ハンナがしゃがみこんだ。ロイも耳と目を塞ふさぐ。

　やがて何事もなかったかのように、周囲は元の静けさを取り戻もどした。

「な、なにが起こったんだ……？」

　ロイは、恐る恐る目を開けた。と、そこに、信じられないものを見る。

　魚獣が倒れていた。あれだけ暴れていたというのに、もうぴくりとも動かない。

　しかも、その体はまるで炭のように黒くろ焦こげとなっていた。

「なんだ、あれ。さっきの音と光と言い、まるで雷かみなりに撃うたれたみたいに……」

「みたいに、じゃないよ。ロイ。本当に雷に撃たれたんだよ」

　アヤメが告げる。彼女のことだ。全てしっかり目を開けて見ていたのだろう。

「あの銛の先から走った電でん撃げきが、魔物を焼いたの。すごい武器だね、あれ」

「……魔術道具マジツクアイテム、いえ、魔術武装マジツクアームズとでもいうべきでしょうか。凄すさまじいものですね」

　カノンが呆あつ気けにとられたような顔をした。

　アルカナは魚獣から飛び降りると、ロイたちに手を挙げる。

「な、任せとけって言っただろー？」

　その表情はにこやかだが、正直、他のことが気になり過ぎていまいち喜びに浸ひたれない。

「ねえ、その武器なんなの？」

　帰ってきたアルカナに、アヤメが勢い込んで尋ねた。

「これか？　これは【海神の恩寵トライデント】っていう武器だよ。あたしの父さんが使っていたんだ」

「み、見せてもらって、いいですか……？」

　ハンナがいつもと違ちがって積極的に、アルカナへ迫せまる。

　彼女は戸と惑まどいながらも、「い、いいけど」とハンナの前に銛を差し出だした。

「……この武器に使われている金属自体が、魔術を伝導しやすくさせる効果をもってるのかな。この溝の彫り方と作用して先端に力が集中するようにして……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、アルカナの武器を観察するハンナ。

「……この子、さっきもっと大人しくなかったか？」

　アルカナが当然持つであろう疑問を投げかけてきたが、ロイとしては、こう返す他ない。

「気にするな。こういう奴なんだ」

「そうか。まあ、別にいいけど」

　細かいことには捉われない性格なのか、それとも興味がないだけなのか、アルカナはそれ以上、なにも訊いてこなかった。

「お前の父親は、なにをしていたんだ？」

「うーん、そうだな。色々かな」

　ロイの質問に曖昧な答えを返してくるアルカナ。アヤメが目をしばたたかせる。

「色々って、たとえば？」

「色々は、色々だよ。そうだなあ。遠いところまで旅したり、面おも白しろいものを見つけに行ったり。この武器もそういうので見つけたものなんだ」

　いまいち、要領を得ない。もっと深いところまで訊いてみようか。ロイがそんなことを思っていると、

「なんじゃ。随分と騒さわがしいと思ったら、面白いことになっておるのう、ロイ」

　ラルカが、ナタリを引き連れて戻ってきた。ナタリは、魔物の死体を見て声を上げる。

「うわ、すごいですよ、お師し匠しよう。魚がこんがり焼かれてます。あれ、美味おいしいですかね？」

「やめておけ。魚獣の肉は毒をもっておるからな。腹に入れれば、いくら食い意地の張っているお主でも耐たえられまい」

「なんだ、つまんないの。ああ、なんだかお腹なかが減ってきたなあ」

「おぬしはさんざっぱら、酒場で食ったろうに……。しかもわしの金で」

　ラルカから横目で睨にらまれ、ナタリは口笛を吹ふいた。

　師し弟ていのやりとりを見ていたアルカナが口を開く。

「ロイ達の知り合いか？　なんか一人、浮いてるけど」

「うん、そうだよ。ラルカさん、ナタリ、おかえり！　お疲つかれ様さま。どうだった？」

　アヤメが手を挙げると、ナタリも同じようにして、二人は互たがいに掌てのひらを叩たたき合った。

「いえい。それがですねー、聞いて下さいよ、アヤメさん。全然駄だ目めだったんです。むっちももっちもやぶさかないとはこのことで」

「にっちもさっちもいかないじゃ、たわけ」

　ため息をついて、ラルカが浮かんだ椅い子すを着地させた。「どっこいせ」と外見に似合わぬ年よりくさいことを言って腰を上げる。

「困ったもんじゃ。居所は知っておるが教えられないというんじゃな。なんでもラバーン一家はこの街に稼かせいだ金の何割かを寄付する代わりに、自分たちの正確な居場所を他人に教えないように住人へ厳命しておるらしくてな」

「ほえ。でも、だったらどうしてラルカさんみたいにこの街にいるってことは知っている人がいるんですかね？」

　アヤメが不思議そうな顔をすると、ラルカが答える。

「そこじゃよ。つまりこの街にいるらしい、という噂うわさは流しておく。するとなにかと有名なラバーン一家を目当てに人がここに集まる。情報を集めようと飲み食いに、泊とまる場所を確保するために、金を落とす。そうすると必然的に経済が潤うるおうわけじゃな。それがまた、街の人間がラバーン一家のことを庇かばう大きな理由の一つになっておるというわけじゃ」

「なるほど……上手い方法ですね」

　カノンが感心したように頷いた。確かにそうだ、とロイも思う。ラバーン一家がいくら犯罪行こう為いをしていないとしても、海賊を名乗るからには敵が全くいないというわけではないだろう。宝を奪うばわれた同業者から恨うらみを買ったり、流言飛語が原因で騎士団から追われるということもあるかもしれない。

　そんな彼かれらが身を隠しながら必要な物資を手に入れたり、娯ご楽らくを嗜たしなんだりするためには、どうしても街の協力が不可欠だった。

　そのためにラバーン一家は、街の住人に「自分達の味方になっていた方が得だぞ」と思わせていたというわけだ。

「随分と頭が良いみたいだな。ラバーン一家の頭領っていうのは」

　ロイがそう言うと、意外なところから返答が来た。

「当たり前さ。あたしの父さんは力も頭も世界一だ」

　その場に居た全員が、硬こう直ちよくする。

　しばらくして、ロイはぎこちない動きで、アルカナの方を振り返った。

「……い、今、なんて言った？」

　彼女は銛を担ぎ、得意げに鼻の下をこする。

「あたしの父さんは世界一だって言ったんだよ」

「と、ということは、アルカナ、あなたのお父さんって――」

「ああ。ラバーン海賊団の船長だったよ」

　うろたえるアヤメに対して、あっさりと、アルカナはそう答えた。

「ええ――っ!?」

　愕がく然ぜんとなるアヤメ。いや、彼女だけではない。ロイを始めとした全員もそうだった。

「お、お前がラバーン一家の頭領の娘むすめ!?」

「うん、そうだよ」

　アルカナはロイにそう答えると、少しだけ寂さびしそうに続ける。

「……最近まではね」

「ど、どういう……こと、ですか？」

　ハンナがおずおずと尋ねる。アルカナが、「うん……」と口を開いた。

「父さん、死んじゃったんだ。ちょっと前にね」

「……そ、そうだったの。えと、それは、なんていうか……」

　アヤメが気き遣づかうような素そ振ぶりを見せる。だが、アルカナは笑って手を振った。

「ああ、大丈夫だよ。父さんは海賊らしく海で魔物と戦ってその命を落としたんだ。すごいよ。あたしは誇りに思ってる。だから悲しいことなんてないよ」

　その言葉に嘘はないように、ロイは思える。どんな過程を経へたのかは分からない。だが彼女は父親の死と正面から向き合い、それを乗り越えていた。

「……強いね、アルカナ」

　アヤメは微笑ほほえみ、ハンナもまたそれに同意するよう、何度も頷く。

「そんなことないよ。……ところでロイ達は、ラバーン一家に会いたいんだろ？」

「あ、ああ。そうだけど」

　唐とう突とつに話題が変わってロイが戸惑っていると、アルカナは自分の胸を叩いた。

「だったら案内してやるよ。ついてきな」

「む。いいのかのう？　街の人間にも教えてもらえなかったわしたちを連れて行って」

「大丈夫だって。ロイ達はあたしを助けてくれた恩義がある。それを返さなきゃ、ラバーン一家の名が廃すたるっていうもんだ」

　ラルカにそう言って、アルカナはこちらに背を向けると、歩き始める。ロイは、後ろでアヤメ達がアルカナと出会った経けい緯いをラルカ達に説明しているのを聞きながら、それを追った。

「だけど、今の船長が反対したりはしないのか？　いくら娘だからって、そう勝手なことしたら……」

　ロイが心配すると、アルカナは足を止めてこちらに振り返る。

「大丈夫だって。あたしが許可するんだから文句は言わせない」

　彼女は、そこで、にかっと笑みを浮かべた。

「――なにせ、あたしが今のラバーン海賊団の船長だからな」







第六章　少年、少女、海賊と会う







　アルカナは、随分と長い間歩いた。

　街から離れ、海岸線に沿って進むと、岸がん壁ぺきの下、波が激しく打ちつける場所に出る。

　そこから更さらに岩を飛び越こえながらの、道なき道を行くと、最終的に巨大な洞どう窟くつのようなところへ辿り着いた。

「さあ、ここだ。ラバーン海賊団の隠れ家がへ、ようこそ！」

　アルカナが、歓かん迎げいするように両手を広げる。

　ロイはあまりの驚きに、息を呑のんだ。

　周囲の岩壁によって隠されるようにして、ゆうに数百人は乗ることが出来るだろうと思われるほどの立派な帆はん船せんが、桟さん橋ばしに停てい泊はくしている。

　造りもしっかりとしていて、砲ほう台だいがいくつもついていた。稼ぎのいい貿易商人とて、これだけのものはもっていないはずだ。

「すごい！　こんなの見たことないよ！」

　アヤメが呆気にとられたような顔をする。アルカナが微笑みを浮かべた。

「だろ？　これがあたし達の仲間であり、家でもある船だ。【蒼を走るライナス・疾風号アジエート】って名前がついてる」

　船上では何人もの男達が荒あら々あらしく声を掛け合いながら、陸から荷物を積み込んでいた。

「おーい、帰ったぞー！」

　アルカナは背せ伸のびをして、手を振る。何人かが気付いてこちらを見た。

　するとその内の一人が、後ろを向いて叫ぶ。

「お前らー！　一いつ旦たん、作業やめー！　お嬢じようのご帰き還かんだー！」

　洞窟中に響ひびくようなその大声に、男達は手を止め、揃そろって歓かん声せいを上げた。

　その様子に満足そうに頷いて、アルカナはロイ達の方を振り返る。

「よし、皆みんなに紹しよう介かいするから、ついてきてくれ！」

　ロイ達は頷き、彼女に案内されるまま、ついていこうとした。

　――だが、その時。不意に、すっとんきょうな声が聞こえてきた。

「お、お嬢じよう様さまあああああああああああああ！」

　どかんっ、と船室の扉とびらが勢いよく開け放たれると、誰だれかが現れる。

　鮮やかな銀の髪を持つ青年だった。簡素な革かわ製せいの鎧よろいをつけ、その腰には細身の剣けんを下げている。

　青年は見るからに慌あわてた様子で、こちらに向けて走ってきた。

　かと思うと、高い船の上から躊ちゆう躇ちよなく飛び降りる。

「お、おい!?」

　ロイは慌てたが、アルカナは少しも動どう揺ようしていなかった。寧むしろ、なにか面めん倒どうなものに出くわしたかのような顔をしている。

　青年はその後、派手な音を立てて桟橋に着地した。普ふ通つう、あんなところから跳躍すれば足に伝わる痛みはかなりのもののはずだ。

　しかし、彼は少しも気にすることなく、また全力疾しつ走そうを始めた。

「お嬢様ああああああああああああ！」

　やがてこちらまで猛もう速そく度どでやってくると、目の前で、つんのめるようにして止まる。

「お嬢様！　アルカナお嬢様！　ああ、お嬢様！　お嬢様ああああ！」

「うるさいマティアス！」

　ひたすら叫び続ける青年の頭を、アルカナは軽く叩いた。

「ちょっと静かにしろ！　そんなにがなり立てなくても聞こえてる！」

「ですがお嬢様！　ボクはですねお嬢様！　お嬢様がまたいなくなったと聞いて心配で心配で胸が張はり裂さけそうでいてもたってもいられなくてボクはお嬢様ああああ！」







[image: ]







「うるさいって言ってるだろ！」

　再度、叩かれる。だがマティアスと呼ばれた青年はめげなかった。

「いいえ、今回ばかりは言わせて下さい！　あれほど！　あれほど出かける時はボクを連れて行ってくださいと！　念を押おしたじゃないですか！　それなのになぜ！　なぜですか！　ボクは悲しいですよお嬢様！」

「どうしていちいち出かけるのに、お前と一いつ緒しよに行かなきゃいけないんだ！」

「寧ろどうして一緒に行きたくないんですか!?　こんなにお嬢様を心配しているボクなのに！　世界で一番あなたを大事に思っているボクなのに！　ボクなのにいいい！」

「そういう！　ところが！　嫌いやなんだよ！」

　アルカナは、自分に迫ってくるマティアスを鬱うつ陶とうしそうに撥はね除のける。

「何度も言ってるけど過保護すぎるんだよ、お前は！　もうあたしは子どもじゃないぞ！」

「そんなことは分かっています！　だって幼い頃ころからずっと一緒にいたのですから！　しかしボクはたとえ、アルカナお嬢様がお婆ばあ様さまになられたとしても！　ずっと心配する所存！　それがボク！　マティアス！　船長からあなたの世話を頼たのまれたマティアス＝クレイジスの使命なのですからあああ！」

「うるさああああい！」

　いい加減に我が慢まんの限界がきたのか、アルカナも大声を出した。

「それ以上、ぎゃんぎゃんわめくと、もうあたしのお供から外すからな！」

「死にます」

「死ぬな!?」

　あっさりと海へ身投げしそうになったマティアスを、アルカナが止める。

「……なにか、随分と大変そうな人ね」

　アヤメが笑みを引きつらせる。概おおむね、ロイも同感だった。

「あー。アルカナ？　こ、このお方とはどのようなご関係で？」

　カノンが当とう惑わくしながら尋ねる。

　これ以上喋しやべらせないようにだろう、マティアスの口を塞いでいたアルカナが、それに答えた。

「マティアス。あたしと同じ歳で、ずっと昔から付き合いがあるんだ。小さい頃に父さんに拾われて以来、あたしの世話係を務めてるんだけど、なんていうか……見た通り、心しん配ぱい性しようでね」

「まあ、確かに本当に『見た通り』だな」

　疑う余地もない、とロイは思う。

「むごむふまがむ！」

　話すことを禁じられて尚なお、なにかを主張しようとするマティアスにアルカナは言った。

「とにかく、静かにしろ。いいな!?」

「……むぐ」

　了りよう承しようを示すように、顎あごを引くマティアス。アルカナは、「よし」と言って手を離はなした。

「なにも心配する必要なんてないんだよ。ちょっと海に行っていただけなんだから」

「それが心配なんですよ。だってお嬢様、カナヅチじゃないですか……」

　マティアスはため息をついた。

「しかし、海賊の船長が泳げないとはのう」

　ラルカがなんともいえないといった感じの顔になる。アルカナは頬ほおを染めた。

「しょ、しょうがないだろ、泳げないものは。でも、なんとかしたくて、皆に内ない緒しよで時々練習に行ってるんだよ」

「ボクくらい、連れて行ってくれてもいいじゃないですか。なにかあったらどうするんですか」

　マティアスが肩かたを落とす。

「まあ、実際、溺れてたそうですしねえ」

「ばっ！　こら、言うな！」

　ナタリが何気なく言うと、アルカナはあたふたとした。ロイも不味まずいと思ったが、時は既に遅おそい。マティアスの表情が激変したからだ。

「や、やっぱりまずいことになっていたじゃないですか、お嬢様あああああああ！　だからああ！　マティアスをおおおお！」

　彼はアルカナの両りよう肩かたを掴つかみ、泣きそうな顔を近づける。

「わあああああああ！　ほらまたこうなった！　ほらまたこうなった！」

　その迫はく力りよくに、アルカナがたじろいだ。ハンナも怯おびえるようにして、ロイの後ろに隠れる。

「だ、大丈夫だって！　そこにいるロイ達に助けてもらったし！」

　アルカナがこちらを指差すと、マティアスが顔を向けてくる。

　マティアスは、アルカナから手を離し、こちらに歩み寄ってきた。

　そしてロイの手をがっしと掴むと、ぶんぶん勢いよく振ふる。

「ありがとう！　ありがとうございます！　あなた方にはどれほど感謝しても足りません！　欲ほしいモノがあるならなんでも差し上げましょう！　ぼくの体を要求されても拒まぬ所存です！」

「いや、いらない」

　即そく答とうするロイだった。

「これでも意外なほど美び肌はだなのですよ!?」

「知りたくなかった」

　これ以上深入りするとろくなことになりそうにない気がして、ロイは話を変えることにした。

「それより、教えて欲しいことがあるんだが」

「なんなりと！　お嬢様が毎日、お風ふ呂ろで体のどの部位から洗うかも知っているボクですので！」

「なんで知ってるんです？」

　不思議そうに訊いたナタリに、マティアスは遠い目をして答えた。

「日課ですから」

「毎日覗のぞいてるのはお前かマティアス！」

　後ろからアルカナに蹴けられて、マティアスはロイにもたれかかってくる。

　そのままマティアスはアルカナに首根っこを掴まれて、引きずり倒された。

「どうしてか妙みような視線を感じると思ったよ。なあ、なんで覗く？　なんで覗いた？　正当な理由があるんだろうな？」

「当たり前ですお嬢様。決していやらしい心などもっていません」

　アルカナに馬乗りになられたまま、マティアスは真しん剣けんな顔をする。

「毎日、お嬢様の体に異状がないか確かく認にんしているのです！　胸は最近、少し大きくなられましたね！」

「お前に余計なお世話という言葉を送ってやるマティアスううう！」

　マティアスは、アルカナに両頬をつねられた。

「……いや、あの、話が進まないんだが。そろそろやめてもらっていいか？」

　ロイは声をかける。放っておけば、永遠にやりとりを続けていそうな気がした。

「あ、ああ、悪い。そういえば、あたし達たちになにか用なんだったな」

　咳せき払ばらいして、アルカナは腰を上げた。マティアスも平気な素振りでその場から立つ。慣れているのかもしれないが、驚きよう異いの回復力である。

「失礼しました。なんなりと申し付け下さい」

　先ほどの取り乱しようとは、打って変わっての慇いん懃ぎんさである。いや、もしかすると、こちらがマティアスの本当の姿なのかもしれない。アルカナに関することだけ、彼はおかしくなるのだろう。

「いや、ラバーン一家ってすごい海賊団なんだよな。海のことならなんでも知ってるって聞いたんだが」

「なんでもは大げさだが、大たい抵ていのことなら知ってるさ」

　アルカナは頭の後ろで手を組みながら、後ろに居る仲間へ「なー？」と問いかけた。彼らは、揃ってそれを肯こう定ていする。ラルカが「ふむ」と頷うなずいて尋たずねた。

「それならば、教えて欲しいのじゃが。この世界の海に、妙な噂があるところは知らんかのう？」

「妙な噂？」

　怪け訝げんな顔をするアルカナ。カノンが口を開いた。

「人を寄せ付けないようなところというか、滅めつ多たに船乗りが近づかない場所みたいなことなのですが……」

　アルカナは、マティアスと顔を見合わせる。

　しばらくしてから、マティアスが言った。

「いくつかなら、存じ上げていますよ。凶きよう悪あくな魔物が生息している海域ですとか、性質の悪い犯罪者が流る刑けいされている島ですとか」

「んー、そういうのじゃなくてさ。なんかこう……変なところ？　妙なことが起こっているところのことなんだけど」

　アヤメが首を傾かしげると、アルカナが、「ああ」と口を開く。

「そういうことか。一個あるよ」

「お、本当ですか？　どんなところです？」

　ナタリが興味深そうに訊きく。【アルゴの遺産】に関係している情報かもしれないからだろう。ハンナもまたロイの後ろからおずおずと出てきて、その耳を澄すませているようだった。

「――【白の森】。あたし達は、そう呼んでる」

　アルカナは、あまり誰かに聞かれたくない話であるかのように、声を低くする。

「朝から晩まで濃こい霧きりが立ち込めているところだよ。入った船は二度と出てこない。魔まの領域とされていて、豪ごう胆たんで知られている海の男達でさえそこは避けて通る。あたし達も行ったことがないから、中がどうなっているかは知らないけどね」

「……怪あやしいな」

　ロイは考え込む。いくらなんでも、四六時中、霧に包まれていることなどありえない。なんらかの人じん為い的てきな手が加わっているとみていいだろう。船乗りたちが近づかないのなら、宝を隠かくすにはうってつけの場所だ。

「行ってみる価値はありそうだな」

　ロイがそう言うと、アヤメを始めとした仲間達はその全員が頷いた。その様子を見ていたアルカナが、目をしばたたかせる。

「おいおい、本気か？　あそこは危ないぞ。おまけに本当か嘘うそか分からないが、あそこに入ったまま出られなくなった船は、乗組員が全員死んでも尚、さ迷っているって話だ」

「そ……それって、幽ゆう霊れい船せん、ということですか……？」

　ハンナが言うと、アルカナは、無言のまま顎を引いた。

「幽霊船……」

　アヤメが囁ささやくように言うのに、ロイは振り返った。

「おいおい、お前、まだ好こう奇き心しんが疼うずいてるんじゃないだろうな」

　呆あきれると、アヤメは、「え？」と目を丸くする。その後、彼女は慌てたように手を振った。

「そ、そんなわけないじゃない。あはは。あははは」

「……どうだかな」

　前例があるだけに疑わしかった。アヤメは、強いものや、見たことがないものに対して無条件にわくわくして我慢できなくなるところがある。突つっ走ぱしらないといいが、とロイはいささか不安に思った。

「勿もち論ろん、見た者がいない以上、ただの噂かもしれません。ボク達もそうですが、船乗りというものは元来、迷めい信しん深いものですから」

「そうじゃな。まあ、その辺りはあまり気にせんでもいいじゃろう。重要なのは、その領域にどうやって行くかじゃ」

「なんだよ。なんでそんなところに行きたいんだ？」

　アルカナが、眉まゆをひそめる。入ったら二度と出ることができないという場所に、あえて向かおうというのだから、彼女が疑問をもつのも当然のことだった。

「いや……その、なんだ。ちょっと事情があってな」

　隠しておくべきだろうか、とロイはラルカを見る。彼女は腕うでを組みながら、しばらく唸うなっていた。だが、

「……まあ、話すくらいはええじゃろう。どの道、彼らはその海域には行きたくないようじゃしな」

　そう言うと、ラルカは今までのいきさつを、アルカナ達に語り始めた。

　話が後半になると、アルカナ達の顔色が変わる。信じられない、といった表情で互いに目を合わせた。

「……というわけで、おぬし達の言う【白の森】に【アルゴの遺産】があるとわしらは睨んでおる。分かってもらえたかのう？」

　ラルカの言葉に、アルカナは大きく息をつく。

「……いや。まあ、納なつ得とくはしたけど。ちょっと信じられないな。あたしも、【アルゴの遺産】に関してはいくらか知ってはいたが」

　マティアスが頷いた。

「ええ。本当に実在しているとは思いませんでした。とっくに失われてしまったとばかり」

「無理もないじゃろうな。長い間、誰も探し当てることは出来なかったんじゃ」

　確かに、とロイも胸中で呟く。自分とて、サヴロス王の日記を見せてもらわなければ到とう底てい、受け入れられない話だった。

「じゃが、今は手元にないが、確かにその日記には書かれておったんじゃ。【アルゴの遺産】を指し示す道具も、ちゃんと迷めい宮きゆうに存在していた」

「でも、それはとられちゃったんだよな？」

　アルカナの問いかけに、ナタリが俯うつむく。

「……はい。ワタシのせいで」

「誰のせいでもないわい。全員が油断していたからじゃ」

　ラルカが言うのに、アヤメも「そうだよ。気にしないで」とナタリの肩を抱だく。

「ふぅむ。……しかし、仮に【白の森】へ行くにしても、少し厄やつ介かいかもしれないぞ」

「どういうことだ？」

　アルカナの台詞せりふにロイがそう尋ねると、彼かの女じよは頬を掻かく。

「いや、さっきも言ったがその海域は船乗り達にとっては忌き避ひされるところなんだ。たとえ、人を雇やとえても行ってくれるかどうか」

「ああ……そういえばそうですね」

　カノンが唸った。

　それは、ロイも先ほどから、同じことを思っていたところだ。

　危険を承知で、入れば二度と出られないところへ付き合ってくれるような連中が果たして存在しているのか。

　もし見つからなければ、そこで打つ手がなくなってしまう。

「お師匠の魔ま術じゆつでどうにかなりませんかね？　前みたいに絨じゆう毯たんで行くとか」

　ナタリが名案とばかりに手を打ったが、ラルカは顔を渋しぶくするだけだった。

「【白の森】の中へ行くことは出来るじゃろうが、そこに辿たどり着つくにはどうするのじゃ？　海というのは目印になるものがなにもないのじゃぞ。場所を教えてもらったところで、見つけられるかどうかは分からん」

「ああ、確かにそうですね。となるとやっぱり船を知っている人が必要だなあ」

　ナタリが、どうしたものかと額に手を当てる。

　と――腕を組んで、しばらく黙だまり込んでいたアルカナが、口を開いた。

「……しょうがないな」

　彼女は、自らを親指で差す。

「こうなったら、正に乗りかかった船ってやつだ。あたし達、ラバーン一家がそこまで案内してやるよ」

「お、お嬢様!?」

　マティアスが飛び上がる。

「正気ですかお嬢様！　【白の森】は船長だって近づかなかった場所ですよ!?　なにがあるか分かりません！　お嬢様にもしなにかあれば、このマティアス、なにを目的に生きればいいのです！　お嬢様の体の成長を見守ることだけが生いき甲が斐いだと言いますのに！」

「とっとと別の生き方を見つけろお前は！」

　怒おこった後で、アルカナは言った。

「それに、だ。あたしはロイ達に恩があるんだ。ラバーン一家は、貸しを作ったままにするような不義理はしない。さっきなんでもすると言ったのは嘘なのか？　マティアス」

「い、いえ……あ、それなら、お嬢様はここに残ってください。ボクがロイさん達をご案内しますので」

「馬ば鹿か、そんな情けない真ま似ねが出来るか」

「ですがお嬢様！　お嬢様に万が一のことがあればこのマティアス、船長になんとお詫わびをすればいいか――」

「マティアス！」

　大声を出し、アルカナは厳しい顔つきになった。

「今の船長はあたしだ。まだまだ未熟で、皆に助けてもらわなきゃいけないような人間だが、それでもこの海かい賊ぞく団を率いる立場だ。そのあたしが、恩人を置いて一人でのうのうと陸に居いられるか！」

　その叱しつ責せきするような口調に、マティアスは押されたかのように身を引く。

「そ、それは……そうですが……」

「ラバーン一家はロイ達と共に【白の森】へ行く。これは船長命令だ」

「……おい、いいのか？」

　マティアスが言っていることも尤もつともな気がして、ロイはそう尋ねた。だが彼女は、口端を上げる。

「言ったろう。ラバーン一家は受けた恩は返す主義だ。それに【アルゴの遺産】が隠されているようなところなんだ。他ほかにお宝があるかもしれないだろ？　こっちだって損ばかりってことはないさ」

「それはそうかもしれぬが、保証は出来ぬよ？　それでもいいのかのう？」

　ラルカが確認を取ると、アルカナは笑った。

「それでも構わないさ。保証のある宝探しなんてない。あたし達ラバーン一家は、常にそうやって危険と隣となり合あわせに生きて来たんだ」

　彼女は振り返かえると、拳こぶしを大きく掲かかげる。

「野や郎ろうども！　今からこのラバーン一家は魔の海域【白の森】へ向かう！」

　その宣言に、さすがに屈くつ強きようそうに見えた海賊たちもざわついた。だがすかさず、アルカナは続ける。

「あたしはここにいるロイとアヤメに世話になった！　それを返さなきゃいけない！　それに、そこにはとんでもないお宝が眠ねむっているかもしれない！　それでも怯えて縮こまるつもりか、お前ら！　それでも――ラバーン一家の名を張る海賊か！」

　しばらくの沈ちん黙もく。

　だが――やがて、それは、アルカナへ同意を示すような猛たけ々だけしい叫さけびへと変わった。

「……な？　だから気にするなって。この海のことなら、あたし達に任せとけ」

　そう言って、アルカナは自分の胸を叩く。

「あ……ありがとう、アルカナ！　本当に、ありがとう！」

　アヤメがアルカナの手をとって握にぎった。幼い船長は、照れるように頬を染める。

「やめろよ。これくらい、大したことないって。なあ？　マティアス」

　アルカナに声をかけられたが、マティアスはその場に突っ伏ぷして、おいおい泣いているところだった。

「お嬢様あああ。そんな危険なところに赴おもむくなんてこのマティアス、一体どうすればいいんですかあああ。お嬢様になにかあれば、なにかあればあああああ！……そうだ！」

　突とつ然ぜん、彼はがばりと起き上がる。そしてきりっとした顔で、アルカナに言った。

「お嬢様！」

「な、なんだよ……」

　突然がらりと態度が変わった彼に、アルカナは怯ひるむ。

　マティアスは、こう高々と発言した。

「――ボクと結けつ婚こんして下さい！」

「は、はあ!?」

　全く予想だにしない展開だったのだろう。アルカナは目を白黒とさせた。

「お嬢様には今以て彼かれ氏しがいません！　今回の船旅でもしものことがあれば、お嬢様は夫ふう婦ふの喜びを知ることなく楽園へ導かれることになるのです！　そんなの悲し過ぎます！　先代の船長に申し訳が立ちません！　だから！　このマティアスと！　結婚してください！　そしていざ夫婦の営みをぶへあっ！」

　台詞の途と中ちゆうでアルカナから張り手を喰くらって、マティアスは吹っ飛とんだ。

「ばっ、ばっ、ばかっ！　いきなりなにを言い出すんだ、お前はっ！　ばかっ!!」

　顔を真っ赤にして、アルカナは叫ぶ。

「本当に行動の読めない奴やつだな、こいつは……」

　ロイは呟つぶやいた。ハンナが、倒たおれたマティアスを助けに行こうと走り出す。

「悪気はないんだろうけどねえ」

　しみじみとしているアヤメへ、ロイは嘆たん息そくした。

「……だからいいってものでもないけどな」

　その言葉に、場に居た全員が、一いつ斉せいに頷いた。




　世界が回っている。

　右に。左に。前に。後ろに。上に下に。

　その度に頭の中へ直接手を突っ込まれ、ぐちゃぐちゃにかき混ぜられているような気がした。

「……うっ」

　辛しん抱ぼう堪たまらなくなって、ロイはベッドから飛び降りた。口を押おさえながら部屋の隅すみに置いてある木き桶おけに縋すがりつくと、

「おえええええええええ……」

　中へ盛大に嘔おう吐とする。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ロイ」

　隣となりで、アヤメが心配そうにこちらの背中を撫なでてくれていた。その親切に、礼を言う余よ裕ゆうさえない。夕飯に出たのは海で獲とれた新しん鮮せんな魚の塩焼きに刺さし身みで、大変な美味であったが、全すべて無残な形に変わってしまった。

「ふ、船がこんなに揺ゆれるとは……」

　ロイは息も絶え絶えにそう言ってから、その場に寝ね転ころがった。

　天てん井じようで、粗そ末まつなランプが船体の動きに合わせて揺れている。それを見ているだけでまた気分が悪くなってくるので、ロイは視線を逸そらした。

　船室にある窓からは、立ち込める暗雲と荒あれた波飛沫しぶきが見える。激しく降ふる雨の雫しずくが、絶えずして硝子がらすに水すい滴てきを穿うがっていた。

「嵐あらしなんだって。かなり酷ひどいらしいよ」

　アヤメがロイの傍そばにぺたんと座すわって、自分たちの置かれた状じよう況きようを話してくれる。恐おそらくは、部屋の外に居るアルカナに聞いてきたのだろう。

「ど、どうりで……俺おれはもう、二度と船に乗って遠出なんかしないぞ」

　固く心に誓ちかっていると、ハンナが器うつわに入った水を差し出だしてくれた。ロイは、半ば無む理り矢や理りにありがとうと小さく言ってから、それを受け取る。

「ほら、飲める？」

　アヤメに背中を支えてもらって、ロイはようやく上体を起こせた。情けない話だが、今はどうしようもない。

　一口、水を飲むと、わずかに胸がすっとした。少しだけ元気を取とり戻もどして、ロイは呻うめきのような声を出す。

「俺も詳くわしくないんだが……海でこういう天気はよくあることなのか？」

「ううん。寧ろ、この辺りでこんなに荒れているのは珍めずらしいって」

　アヤメが言った。要するに、物もの凄すごく運が悪かったらしい。

「なんてこった……」

　街を船出して今のような状態となってから、ロイはすぐにやられてしまった。眠ろうにも眠れず、かと言って立っていれば先ほどのような状態になるため、まさに最悪と言う他ない。

「【白の森】まではどれくらいかかるんだ？」

「後三日か四日って言ってたよ」

　ということは、今ほどではないとしても、しばらくこの揺れと付き合わなければならないということか。ロイはげんなりとした。

「ろ、ロイくん……大丈夫？」

　ハンナが気遣うように顔を覗きこんでくる。ロイは力なく「無理」と答えた。

「それにしてもアヤメはともかく、お前も平気なんだな」

「う、うん。昔、おじいちゃんに連れられてお船に乗った時もこんな感じになったけど……別になんともなかったよ」

　羨うらやましい話だ。ロイは虚うつろな目で部屋の中を見まわす。

「あれ、先せん輩ぱいはどこいった？」

「ロイがぐったりしてるから、薬かなにかないか訊いてくるって言ってたよ」

　人の親切が身に染しみる。アヤメの言葉にロイは割と本気で泣きそうになった。

「ロイ＝シュトラス、どうですか？」

　そこに、扉が開かれ、当のカノンが現れた。彼女はしゃがみこむと、ロイに視線を合わせてくる。

「どうもこうもありませんよ。少し油断すると、出るものが出てしまいそうです」

「そうですか……。これをどうぞ。ある貝かい殻がらと海かい藻そうを乾かん燥そうさせたものを粉にして混ぜたもので、船ふな酔よいに効果があるそうです」

　カノンは、手に持った小さな袋ふくろを渡わたしてきた。わざわざすみません、と言ってからロイはそれを受け取り、紐ひもを解くと、中身を掌てのひらの上に出す。緑と黄色が入り混じったような粉が降り注いだ。

「ろ、ロイくん、お水」

　甲か斐い甲が斐いしく器を差し出してくるハンナ。ロイは粉を口の中に放ほうり込むと同時に、水を飲んだ。

「……っ！　にっがっ!!」

　喉のどが爆ばく発はつする。凄すさまじい味だった。

「にがあああああああああああああ！」

　ロイはその場で暴れる。どう表現すればいいのか分からない。今まで味わったことのない、そして二度と味わいたくないものであることは確実だった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、ロイ＝シュトラス!?」

　カノンがおろおろする。しかしその背後から笑い声が聞こえてきた。

「だらしないなあ。それくらい我慢しろよ」

　アルカナである。彼女はロイに向かって片口を上げた。

「それさえ飲めば治るからさ。父さん直伝の船酔い薬だから、間ま違ちがいないよ」

「そ、そうだといいんだが……」

　そうでなければ、こんな苦しい思いをした意味がなくなってしまう。

「それにしても、この船でそんなになってるのはお前だけだな。体の鍛きたえ方かたが足りないんじゃないのか？」

「まあ、ロイは引きこもりさんだしねえ」

　アルカナの台詞に、アヤメが深々と頷く。

「ふ、船酔いと運動不足は関係あるか……」

　もっと激しく言ってやりたいが、喘あえぐような声しか出ない。ロイはこめかみを押さえた。

「ところで……アルカナ。この嵐はいつまで続くんだ？」

「さあ……。というか、それより気になることがある」

　ロイの質問にアルカナは首をひねる。

「気になること、ですか？」

　カノンが目をしばたたかせた。アルカナは、「いや……」と腕を組んだ。

「アヤメには言ったけど、ここいらでこんな風になるのは珍しいんだ。何度かこの海域は通ったことがあるけど、これだけの嵐は初めてだ。それでな」

「なにか起こるの？」

　アルカナは、問いかけを発したアヤメの方を向く。

「分からない。昔、父さんから少し聞いたことがあるだけだからな。何年かに一度、この辺で嵐が起こることがある。そんな時は気をつけろってな」

「……また厄介そうなことを」

　別に、アルカナのせいというわけではないが。彼女の言葉をきっかけになにかが始まってしまうのではないかという、そんな気さえする。

　そして――。

　突とつ如じよとして、船体が一ひと際きわ大きく揺れた。

「きゃあっ!?」

　ハンナが転がりそうになるところを、アヤメが片手で支える。よろめきかけたカノンはどうにか体勢を整えて、「何事ですか？」と疑念の声を上げた。

「……今のは波じゃないな」

　アルカナが警けい戒かいするように目を細めた。そこに、荒あらい足音が聞こえてくる。

「大変じゃぞ、ロイ！」

「と、とんでもないことになってますよ！」

　ラルカとナタリが、ロイ達の居る船室を覗きこんできた。

「どうしたんだ、一体」

　ロイはその場で胡坐を掻く。ナタリが興奮したように両手を大きく振った。

「魔ま物ものですよ、魔物！　とんでもなく大きな魔物が海から！」

「なんだって？　馬鹿な。この近辺でそんな奴がいるわけないぞ」

　アルカナが怪訝な顔をした。

「いえ、確かですお嬢じよう様さま。つい先ほど、なんの前まえ触ぶれもなく現れて正面からこの船に突とつ撃げきしてきました」

　後からやってきたマティアスが冷静に説明する。

「……まさか、父さんが言っていたのはこのことか？」

　アルカナは顎に手を当て、考え込んでいるようだったが、すぐにマティアスに向かって口を開く。

「甲かん板ぱんに行く。お前は船内にいる連中にこのことを伝えろ。いいな」

「お嬢様、ボクも共に参ります！」

「お前はこの海賊団の副船長だろう！　務めを果たせ！」

　厳しく言いい渡し、アルカナは走って行った。マティアスは「くううう！　お嬢様のいけずううう！」という言葉を残してその背を追いかけていく。

「魔物か……さっきの話だと、この天気のせいで出てきたみたいだな」

　ロイが考察するのに、ラルカが頷いた。

「恐らく、普ふ段だんは海底に住んでおるのじゃろう。それが嵐によるなんらかの作用で刺し激げきされ、上まできたのじゃ」

「ど、どうします？　海賊さん達に任せておいた方がいいですかね？」

　ナタリが皆みんなに訊く。アヤメが、ロイを見てきた。

「ロイ、体調はどう？」

「……ん？　ああ、おかげさまで」

　ロイは言った。気付けば、随ずい分ぶんと楽になってきた。薬が効いたのかもしれない。

「だったらあたし達も行こう。乗せてもらってるんだもん。これくらいのことはしなきゃ」

「……そうだな」

　尤もだ。アルカナ達の言葉を借りるなら、受けた恩は返さなければならない。

「そんじゃ行ってくるかな……」

　ロイは立ち上がった。振り返り、ハンナとカノンに言う。

「二人はここで待っていてくれ。俺たちは素人しろうとだ。なにがあるか分からない。あまり大勢でこの嵐の中、外に出るのは不味いと思う」

「……分かりました。気を付けてくださいね、二人とも」

　カノンが了承し、ハンナもそれに続くよう、口を開いた。

「む、無理しちゃ駄だ目めだよ……」

　アヤメは微笑ほほえんで、ハンナの頭を撫でる。

「わしらは後方に回ろう。もしかすれば、一匹ぴきだけではないかもしれぬからな」

　ラルカがそう提案した。ナタリも同意を示すように拳を上げる。

「よし、それじゃあ、行くよ！」

　アヤメが、皆を代表するように言った。




　船室から甲板へ出る扉とびらを開け放つと、凄まじい勢いの雨と風が襲おそい掛かかってきた。

　足を踏ふん張ばることも出来ず、吹ふき飛ばされそうになって、ロイはすかさず自分へ飛ひ翔しよう術をかける。全身を風の膜まくが覆おおい、周囲からの影えい響きようが遮しや断だんされた。

「うひゃー。これはとんでもないなあ」

　ローブのフードを目ま深ぶかに被かぶったアヤメが驚おどろきの声を上げる。

「お前、大丈夫か？　飛翔術ならかけるが」

「いいよ。それ、他の人にかけると操あやつるのが面めん倒どうなんでしょ？　後でお湯借りてあったまるよ。これくらいなら動けるし」

　平然とそう言うアヤメにロイは少し苦笑いをした。嵐に慣れた海かい賊ぞく達たちはともかくとして、普ふ通つうの人間にはまず耐たえられない勢いだ。いつものことではあるが。

「それにしても、あれが魔物か……またすごいものが出て来たね」

　前を見つめ、アヤメがそう告げた。ロイも同じ方向へと視線を移し、頷く。

　甲板には叩たたきつけるような雨の礫つぶてが落ちており、その中を、海賊達が行ったり来たりしていた。彼かれらは布のようなものを振り回まわしては、船の舳へ先さきへ向けてなにかを投げている。恐らくは投石器だろう。中には、爆ばく弾だんを放った者や、大たい砲ほうを撃うっている者もおり、闇やみの中で赤い光が瞬またたいた。その先に――【それ】は居る。

　一見すれば、海老えびに見えた。長い胴どう体たいに灼しやく熱ねつ色の甲こう殻かくを持ち、節のある細い足が左右から何本も生えていた。舳先にしがみ付きながら、その魔物は飛び出た黒い目玉に糸のような触しよつ角かくを蠢うごめかせ、飛び付こうとする海賊たちを振り払はらっている。

　もっとも特とく徴ちよう的てきなのは、その両手であろう。いや、詳しく言えばそれは『手』ではない。

　言うなれば、鋏はさみだ。

　この船の帆ほを張るための柱くらいなら容易に断たち切きってしまいそうなほどの大きさの鋏が、その魔物にとっての最大の武器だった。

「今度は巨きよ大だいザリガニか……色々いるなあ、この世界は」

　アヤメが呟く。恐らくは彼女の世界にいる生き物のことだろう。

「それがなんなのかは分からないが、あれは【大蟹蝦グランドザミズ】だ。俺も文ぶん献けんで読んだくらいだが――かなり珍しい魔物だぞ」

　ラルカの読み通り、大蟹蝦は普段、海の底深くに生息している。

　だが嵐によって海上に現れるというのは初耳だった。なにか理由があるのかもしれないが、それを探さぐっている暇ひまはない。

「どけ、お前たち！」

　海賊たちの中に交じっていたアルカナが走った。彼女は跳ちよう躍やくすると、魔物へと襲い掛かる。その手には彼女の得物である銛もりが握られていた。

「喰らえ――【海神の進撃トライヅ・ブリツド】！」

　その先せん端たんを突き刺さした直後、稲いな光びかりが走る。【大蟹蝦グランドザミズ】は苦しむようにその身をよじった。

　だが、思っていたよりも効果はなく、魔物はその巨きよ体たいを震ふるわせると銛ごとアルカナを弾はじき飛ばした。

「ぐっ――ああっ！」

　背中から甲板に落ち、アルカナは顔をしかめる。

「駄目だ。あの魔物、雷かみなりが効かないんだ！」

　アヤメが言った。そうかもしれない、とロイも思う。あの硬い殻からが邪じや魔まをして、中身にまで電でん撃げきが届かないのだ。

「お嬢じようがやられたぞ！　この野郎！」

　海賊たちが怒いかりの声を上げて、【大蟹蝦グランドザミズ】へと向かっていく。だが鋏を横よこ薙なぎにされ、残らず吹き飛ばされた。

　それでも彼らはすぐに立ち直り、魔物へと再度、攻こう撃げきを仕し掛かける。その行動には、アルカナとの絆きずなが垣かい間ま見みえた。

　しかし、そんな海賊たちを物ともせずに【大蟹蝦グランドザミズ】は甲板へと上がってくる。手にある鋏を振ふり上あげ、真まっ直すぐに落とした。その先には、未だに生じているであろう痛みから動くことの出来ないアルカナがいる。

「まずいっ――！」

　アヤメがアルカナを助けるために走った。ロイもそれに続く。

　――しかし、それより先に飛び出した者が居た。

　その男は低く跳とぶと転がるようにして魔物とアルカナの間に入り、素す早ばやく鞘さやに入った細身の剣けん、その柄つかに手をかける。

「――斬ッ！」

　銀光が煌きらめいた。目にも止まらぬ速さで抜ぬき放たれたその刃やいばは、硬かたい甲殻に包まれた鋏を真っ向から両断する。【大蟹蝦グランドザミズ】は咆ほう哮こうし、堪たまらなくなったように後退した。

「……お嬢様に手を出すな」

　ゆらりと立ち上がったのは、マティアスである。彼は見たことも無いような冷れい酷こくな顔をして、剣の切っ先を魔物へと突き付つけた。

「今度は――鋏だけでは済まないと思え」

　アヤメが、思わずといった感じで立ち止まる。ロイにはその訳が分かった。

　呑のまれたのだ。マティアスが発するその殺気に。

「……あいつ、あんなに強かったのか」

　ロイは呆あつ気けにとられながら、呟いた。

「今、あの人、一いつ瞬しゆんで物の【隙すき】を突いたよ」

　アヤメが感心したように言う。ロイが詳しよう細さいを尋ねると、彼女は続けた。

「どんな硬い物にも、必ずその存在を繋つなぎ止とめる楔くさびみたいなものがあるの。それを見み極きわめれば、たとえ料理包丁だって岩石を切り裂さくことが出来る。あたしが以前、斧おのを指一本で砕くだいたでしょ？　あれと理論はほぼ一いつ緒しよだよ」

「だ、誰だれにでも出来ることなのか？」

「あたしは出来たよ。まあ、ちょっと訓練しなきゃいけないとは思うけど」

　アヤメは大たい抵ていの場合、自分がやったことを『誰だってできる』と言う。その彼女が『ちょっと』にしろ努力が必要だと言うのだから、実際はよっぽどのことなのだろう。

「ただのお嬢じよう様さま馬ば鹿かじゃなかったのか、あいつ」

「その言い方もどうかと思うけど……みたいだねえ」

　ロイがアヤメとやりとりをしている内に、マティアスは振り返ると、アルカナの傍に寄った。

「お嬢様、お嬢様、お嬢様ああああ！　大丈夫ですかお嬢様ああああ！」

　アルカナは「うっ……」とうめく。

「痛いのですか!?　どこがですか!?　肩かたですか腕ですか胸ですかおへそですかそれともお尻しりですか!?　ああ今すぐ治ち療りようしなくてはさあ服を脱ぬぎましょう今すぐ脱ぎましょうええいもどかしいこのボクがあああ！」

「やめろど変態！」

　アルカナの服のボタンを外そうとしたところで、マティアスは、彼女から平手打ちを喰らってごろごろと甲板を転がった。

「……やっぱりただのお嬢様馬鹿、いや、ただの馬鹿だな」

「…………」

　否定できない。ロイの言葉を聞いて、アヤメは、そんな顔をした。

　鋏をマティアスによって断ち切られたものの、未だ魔物は諦あきらめていなかった。

　群がってくる海賊たちを撥はね除のけながら再び船の上に上がってくる。

「あいつ、なにが目的なんだ？」

「わからない。お腹なか減ってるんじゃない？」

　アヤメの言葉を証明するかのように、【大蟹蝦グランドザミズ】は残った鋏で海賊達を何人か掬すくい上げた。どこに口があるのか分からないが、どうやら食べるつもりらしい。

「あんまりぼけっとしている暇はないか――っ！」

「そうみたいだね！　それじゃロイ、お先！」

　アヤメは疾しつ駆くする。彼女は甲板を蹴けると帆を張る柱へ足をかけ、更さらに跳躍した。そうやって魔物の頭上高くまで来ると、

「雛ひな菊ぎく流――流星ながれ墜つい閃せん！」

　そのまま、アヤメはその体ごと【大蟹蝦グランドザミズ】へと突っ込んだ。その額を、魔物の頭部へと思い切り叩きつける。

　強きよう烈れつな頭ず突つきを喰らった【大蟹蝦グランドザミズ】は甲板をわずかに陥かん没ぼつさせながら沈しずんだ。

　だがすぐに起き上がり、魔物は無事な方の鋏をアヤメに向けて振り回した。だが彼女の姿は既すでにそこにない。

　アヤメは空中に舞まいあがると、強烈な踵かかと落としを喰らわせた。怯む【大蟹蝦グランドザミズ】。

　魔物は苦くるし紛まぎれに攻撃を放ったが、アヤメはそれを片手で受け止めた。そのまま素す手でで鋏を砕く。風の音にも負けぬ程ほどの咆哮を轟とどろかせ、【大蟹蝦グランドザミズ】が何歩か退いた。

　その瞬しゆん間かんを狙ねらって、アヤメは息を吸いこむ。

「雛菊流、波は動どう禍か砲ほうっ！」

　アヤメは腰こしを捻ひねり、軽く指を曲げた掌を魔物へ向けて撃ち放った。

　弩轟ッ！

　風や雨よりも巨大な音が生じ、アヤメの周囲から衝しよう撃げき波はが走る。相手の巨体は紙かみ屑くずのようにして、後ろへと吹き飛んだ。

　海賊たちが、目の前で起こったことが信じられないというように呆ぼう然ぜんとする。

　そんな彼らを見下ろしながら、ロイは飛翔術で向かった。

　海上に投げ出され、身動きのとれない【大蟹蝦グランドザミズ】へ向かってグリムワードを投げる。

「四方にたゆたう混こん沌とんよ、無数に散らばる星々よ、絶えなく続く繋がりの果て、塞ふさがりし壁かべの向こう、我わが名において顕けん現げんせしめよ。其は全てを解放せし、偉い大だいなる力の証！」

　鍵かぎを向けると青白い光でカードと繋がり、魔ま法ほう陣じんが形成された。

「今ここにただ、唱えん！　いざ開かれよ、異界の――扉よッ！」

【物質転移アドヴエントゲート】によって勢いよく吐はき出される白い巨きよ塔とう。港町シュゼラーセンで見た灯台だ。まるで巨大な槍やりのようにして、それは【大蟹蝦グランドザミズ】の体を貫つらぬく。

　絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。海に落ち、もがき苦しむように、魔物は暴れる。

「これで、どうだああああああああ！」

　アヤメが【大蟹蝦グランドザミズ】の巨体に降り立ち、組んだ両手を振り上げた。

「鉄てつ槌ついッ！」

　そのまま、力強く落とす。甲殻が砕けた。内部の肉が大きく露ろ出しゆつする。

「アヤメ、退け！」

　ロイの言葉で、アヤメは跳躍した。甲板へと戻る。

「アルカナの恨うらみだ！　喰らえ――」

　掌に収しゆう斂れんしていく青白い光。ロイは、魔術を解き放つ。

「――【神光貫ヴアルブリツツ】ッ！」

　激しい稲光が、何本も交差し合いながら【大蟹蝦グランドザミズ】の露出した肉へと降り注いだ。

　それは魔物の全身を焼き、炭のように焦こがす。

　空を割るかのような断だん末まつ魔まが響き渡った。

　やがて――しばらくすると、相手はぴくりとも動かなくなる。

「……やったか」

　海の上に浮うかぶ、赤い巨体を見下ろしながら、ロイは胸を撫で下おろした。

　甲板へ着地すると、アヤメが近づいてくる。

「ねえねえ、ロイ、すごくいい匂においがするよ。あれ、美味おいしいのかな？」

「ナタリと同じ発想をするな。そして食うな。美味しくても食うな」

「ザリガニって食べられるらしいよ」

「そういう問題じゃなくあんなものを食べようとするなと言ってるんだよ！　お前の貪どん欲よくな食欲には寒気すらするわ！」

　ロイがそう言うと、アヤメは「なによー」と頬ほおを膨ふくらませた。

　そんなやりとりをしている中で、ふと、ロイは背後から視線を感じる。

　振り返ると、アルカナやマティアスを含ふくめた海賊たちがこちらを見ていた。

「……どうしました？　皆さん」

　きょとんとするアヤメ。彼らは目を見開いた状態でしばらくそのままでいたが、

「す……すごい」

　アルカナの、その言葉を皮切りに、海賊たち全員が叫んだ。

『すげぇ――ッ！』

　途と端たんに彼らはこちらに駆かけ寄よってくると、ロイやアヤメの体をばしばし叩いてくる。

「すげぇな、あんたら、今のなんだ!?」

「そっちの坊ぼう主ずは魔ま術じゆつ師しだとしても、そっちのお嬢ちゃん、あんたのあれはどういうことだよ!?　一体、なにをどうしたらあんな芸当が出来んだ!?」

「長い間海を根城にしてるけど、あんたらみたいなのに会ったのは初めてだぜ！」

「お嬢も先代船長譲ゆずりの強さだが、あんたらも負けないくらいのもんだな！　あんたらがいるなら、【白の森】も恐こわくないぜ！」

「おい、酒だ、酒！　酒もってこい！　今から勝利の乾かん杯ぱいだ！」

　最後の言葉がきっかけとなって、彼らはラム酒の入ったタルを転がしてくると、その場で宴えん会かいを始めた。

　未だ大雨と暴風が吹く中、それでも彼らは楽しそうに、祝いの盃さかずきを交かわす。

「……根こん性じようが据すわっているというか、太平楽な奴らだな」

　ロイは半ば呆あきれながらそう言った。

「でも、頼たよりがいはあるよ。この人達がいるなら、今から行く場所がどんなところでも大丈夫そうだね」

　アヤメが口元を緩ゆるめる。

「まぁ、そうかもな」

　つられて、ロイも笑った。さすが、海を知り尽つくしたラバーン一家といったところだろうか。これからどうなるか分からないという不安が、和やわらいでいく気さえする。

　ロイは息をつき、空を仰あおいだ。

　いつしか、嵐は弱まり始めていた。







第七章　少年、少女、アルゴの遺産







　ミルクを溶とかし込んだかのような膜が、周囲に漂ただよっていた。

　先へ行けども、行けども、それは変わりなくずっと付きまとってくる。

　まるで厚い布に、船ごとすっぽりと包まれてしまったようだ――そう、ロイは思った。

「【白の森】……か。よく言ったもんだな」

　表現としては的を射ている。入り込めば二度と出ることの敵かなわぬ、恐ろしい霧きりの世界。

「この辺りのどこかに、【アルゴの遺産】を隠かくした場所があるんでしょうかねえ」

　ナタリが舳先に立ち、背を伸のばしながら、遠くを見るようにして額に手を当てる。怪あやしいところを探そうとしているのかもしれないが、無む駄だな行こう為いであるようにロイには見えた。なにせ、ほんのわずかな先でさえ判然としないのだ。

　海は先ほどの様子が嘘うそのようなべた凪なぎで、それも伴ともなって、ずっと同じところをぐるぐる回っているような幻げん想そうをこちらに抱かせる。

「なにか特とく徴ちようみたいなものはないのか？　その【アルゴの遺産】を隠している場所に」

　アルカナが問いかけてくるが、ラルカは首を横に振るだけだった。

「日記にはそこまで詳しく書かれておらんかった。そもそもそこへ導く道具が用意されているのじゃから、無理もないがの」

「そうか……なににせよ、あまり長居したくはない場所だな。早いところ、なんとかしたいところだ」

　確かに、とロイはアルカナの言葉に頷うなずく。

「幽ゆう霊れい船せんが出る……と仰おつしやっていましたよね」

　不意に、カノンが告げた。

「噂うわさでしょう。それとも先輩、そんなものがいると本気で信じているんですか？」

　意外に思ってロイが言うと、彼かの女じよは少し眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そうではありません。ただ、なんらかの話が元になって流言が飛び交っていると考えることも出来るでしょう。魔物かなにかが居るのかもしれませんよ」

　一理ある。ロイは、ふむ、と相あい槌づちを打った。

「この世界にも幽霊っているの？」

　アヤメがロイに話しかけてくる。

「いるかいないかは別として、そういう話は昔からあるな」

　この世界において、人は死後、等しく冥めい界かいへと導かれる。だがそれは全員が全員、そうであるわけではなかった。

　中にはこの世に名残なごりや恨み、憎にくしみがあって、大地にしがみ付いている者がいる。

　彼らは魂たましいだけの存在となって、自らの執しゆう念ねんが晴れるまでは、永遠にこの世をさ迷い続けるのだ。

　それを皆、幽霊だとか、死し霊りようだとか呼んでいる。

　ただ実際にそれが存在しているかどうかと問われれば、ロイには疑問だ。なにせこの目にしたことがない。

　見たことがないものや、原理の分からないものは信用しない。それが自分の主義ではあった。

「ふーん……そっか」

　アヤメはそう返事を寄よ越こしてくる。ロイは、あれ、と思った。

　いつもの彼女なら、もっと積極的に色々と訊きいてくる気がしたのだ。たとえばどんな話があるのか、とか。ロイの周りで見た人はいるのか、とか。

　少々不自然な感じも受けたが、まあ、たまたま興味のない話題だったのだろうと解かい釈しやくすることにした。

「幽霊はともかくとして、やはりこの霧は厄やつ介かいですね。こう濃こいと、周りでなにかが起こっても対処できません」

　マティアスが辺りを警戒するように、視線を巡めぐらせる。ロイは「そうだな……」と呟つぶやいた。すぐ近くにいる仲間たちの姿でさえおぼろげなのだ。これで魔物の襲しゆう撃げきでもあったら目も当てられない事態になりそうだった。

　と――。

「お嬢、なにかありますぜ！」

　海かい賊ぞくの一人がそう言って、右の方を指差した。ロイを始めとした全員がそちらを見る。

　確かに、うすぼんやりとはしているものの、影かげのようなものがあった。

　しかも一つだけではない。いくつもいくつも海面に浮かんでいた。

　やがてそれらは前方や、左にも現れる。

　生き物ではないようだった。動きはなく、ただ漫まん然ぜんとそこへ佇たたずんでいる。

　やがて船が近づくにつれて、その正体は明らかになっていった。

「こいつは、船……か？」

　アルカナが目をしばたたかせる。

　そう、それは、何なん隻せきもの船の群れだった。ただ――既に生きてはいなかったが。

　半分沈んだ船体、穴だらけの帆、バラバラになって、板切れ同然となったもの。

　その全すべては朽くち果はて、無残な姿をさらした、船の屍しかばねというべきものばかりだった。

「まるで船の墓場サルガツソーですね……」

　マティアスが言う。ロイも聞いたことがあった。

　航海の途と中ちゆう、不運にも沈ちん没ぼつしてしまった船の残ざん骸がいが集まる場所だという。

「この霧から出られなくなり、魔物の襲撃に遭あうなどしてこうなってしまったのでしょうね。あるいは出で会あい頭がしらに食料の奪うばい合あいになり、互たがいに互いの船を壊こわしたその結果か……」

　マティアスの言葉に、ロイは息をついた。いずれにしろ、直視するにはいささかむごたらし過ぎるほどの、凄せい惨さんな有様だ。

「こうなると、やっぱりこの霧自体になんらかの魔ま術じゆつ作用が施ほどこされていると考えていた方がいいだろうな。恐らく、【流転ルートリア】を応用したものだろう」

　ロイが推測すると、ハンナが頷いた。彼女も同じことを考えていたらしい。

「それ、どんな魔術？」

　アヤメが訊いてくる。その声は心なしか小さい。その妙みような態度にロイは怪け訝げんな顔をしながらも説明した。

「ある一定の区域を外界から遮断して、始点と終点を曖あい昧まいにする術でな。まあ、分かりやすく言えば、この霧を抜けるところまで来ても元の所に戻もどってしまう仕様にしているんじゃないかってことだ。もっとも元の魔術はそこまで便利なものじゃない。せいぜい、相手を惑まどわせ方向音おん痴ちにする程度のものだが」

　これもサヴロス王が蒐しゆう集しゆうした魔術道具マジツクアイテムの効果ということだろうか。

「時間があればとっくりと調べてみたいものじゃがのう。そうも言ってられんて」

　残念そうに、ラルカがこぼす。だが、

「大丈夫ですよお師し匠しよう。これも【アルゴの遺産】の隠し場所に仕掛けられたものなら、そこにいけばあるんじゃないですか？」

　ナタリの言葉に、彼女は目を輝かがやかせた。

「おお、そうか！　たまに、ごくたまに、正しく稀まれというべき万が一の確率で、おぬしはいいことを言うのう」

「失礼ですね。百回に一回くらいの割合ですよ」

　それでも十分に少ない。ロイは師し弟ていの掛け合いを聞きながらそう思った。

「それにしても、そろそろ解決法を見つけなきゃ、俺おれたちの船もこうなりそうだ」

　アルカナが周りの船を見てから、肩を竦すくめる。

「なにか不ふ審しんなものでもあればいいのですが……」

　カノンが言った。そんな都合良くいけば困りはしない、とロイが思っていると、

「……ロイくん」

　ハンナがローブの裾すそを引いてきた。ロイはしゃがみこんで、彼女の口元に耳を寄せる。

「どうした？」

　彼女は、消え入るような声で囁ささやいた。

「――なにか、音が聞こえる」

　ロイは立ち上がった。急いで、耳を澄すます。そういえば、微かすかになにかが遠くの方で響ひびいている。だがはっきりとはしない。

　やがて皆も気付いたようで、ざわめき出だした。その中で、

「これは……波を掻かき分わける音じゃ」

　唯ゆい一いつ、はっきりとその正体を見み抜ぬいた者がいる。ラルカだ。そういえば彼女は、聴ちよう覚かくに優すぐれていたことをロイは思い出した。

「波を掻き分ける？　魔物？」

　アヤメはなにが起こっても反応できるように身構える。しかしラルカはそれを否定した。

「いや――これは……船じゃ」

　もしや、とロイは己おのれの中にわずかな喜びが沸わき立たつのを感じる。同じようにこの霧の中へ入り、迷っている船ではないか。もしそうなら、情報交こう換かんができる。なんらかの進展があるかもしれなかった。

　だが、その期待は、あっさりと裏切られることになる。

　ゆっくりと、まるでただ波の動きに任せて漂っているかのような鈍どん重じゆうな動きで、それはこちらまでやってきた。

「こいつは……」

　ロイは、目の前にあるものが信じられなくて、愕がく然ぜんとなる。

　それは、確かに船だった。しかし、四方に散在しているものとなんら変わりない。

　既に、死んでいる。

　それなのに――動いていた。

　風を受ける帆もなく、水に浮けるはずもない傷をその身に受け。

　それでも尚なお、生前同様に、その船は海上を押おし進んでいた。

「……嘘だろ。本当にいたのかよ」

　アルカナが目をしばたたかせる。彼女はぽつり、と呟いた。

「幽霊船――」

　大きさは、この船と同じか一回り上くらいか。

　立派な造りをしたそれが、どんな役目を持っていたのかはもう分からない。

　ただ確かなのは、魂を失いながらも尚、この世に存在しているということ。

　ぎぃ、ぎぃ、と鈍にぶい音を鳴らしながら、その威い容ようをこちらへと見せつけているということだった。

「……冗じよう談だんだろ？　誰かが乗っているんじゃないのか？」

　ロイは呟く。だが、もしそうだとしても誰が乗っているというのだ、ともう一人の自分が言った。こんなボロボロの、今にも沈んでしまいそうな船に。一体どんな奴やつが好き好んで乗っているというのだ。

　どう考えても、まともではない。

　突如として現れた船は、そのまま、ロイ達の前に止まった。

　まるで、こちらを誘さそうようにして。

「……どうする？」

　アルカナが、こちらに問いかけてくる。どうするといわれても、とロイは困こん惑わくした。どうすればいいというのか。

「もしこれが仮に幽霊船だとして――」

　一同の間に漂った静けさを破るようにして、カノンが口を開いた。

「私達に、何か伝えたいことがあるのではありませんか？」

「伝えたいこと、ですか？」

　ロイが詳細を尋たずねる。

「ええ。この船に乗っている人達が何の目的があってこの【白の森】を訪おとずれたのかは分かりません。ですがその最中、不幸にも命を落とし、噂通りそれ以来ここをさ迷い続けていたとして――彼らが望むことはなんでしょう？」

「それは……ここから出て行きたい、ということですかね」

　ナタリの言葉に、カノンは頷いた。

「恐おそらくはそうでしょう。だから彼らは、私たちになにか伝えようとしている。故ゆえにこちらに現れた」

「いや、そんな馬ば鹿かな」

　ロイは思わず、そう否定した。カノンの考えは幽霊が存在しているということを前提にしている。あまりに飛ひ躍やくしていた。

「ロイ＝シュトラスの仰りたいことは分かります。しかし、その可能性もないとは言い切れません」

「それは……そうかもしれませんが」

　しかしそれにしても、にわかには受け入れ難がたい。

「あるいはなにかの罠わなかもしれませんね。魔ま物ものが棲すみついていて、獲え物ものを誘おびき寄せるためにこんな手を使ったとか」

　そちらの方がまだありそうだ、とロイはカノンに向かって顎あごを引いた。もっとも、そんな能力のある魔物は聞いたことがないが。

「どの道、ここで睨にらみ合っていても仕方ないよな。試ためしに乗り込んでみるか？　このまま漂い続けるよりかは得るものがあるかもしれないしな」

　アルカナが言う。確かに、どちらにしろなんの手もない現状を打破するために、行動を起こす必要があった。

「よし、それじゃあ行くか。なにがあるか分からないから、アルカナ達はここに残っていた方がいいな」

「いや、あたしとマティアスは乗るよ。部下に任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろう」

　アルカナの発言に、マティアスは慌あわてる。

「お、お嬢様、ボクは反対ですよ。こんな危ない場所にお嬢様を行かせるなんて！」

「なんだよ。大丈夫だって。いざとなったらお前が守ってくれるんだろ？」

　そうアルカナが笑いかけると、マティアスは顔を赤くした。咳せき払ばらいをする。

「そ、それはまあ、もちろん、全力をかけて……」

「だったら問題ないな。頼たのんだぞ」

　船長に肩を叩かれて、マティアスは「上う手まくはぐらかされたような……」とぶつぶつ呟いていた。

「ハンナはどうする。ここにいるか？」

　ロイが訊くと、ハンナは首を横に振る。

「あ、【アルゴの遺産】があるかもしれないから、わたしも行きたい。……ダメ？」

　窺うようにこちらを見上げてくる彼女に、ロイは小さく笑えみを浮かべて答えた。

「別に構わないさ。ただし、俺おれ達たちから離はなれないようにしてくれよ」

　その言葉に、ハンナはこくりと頷く。

「……先せん輩ぱいはどうします？」

「もちろん、お付き合いしますよ。なにかあった時に、戦力は多い方がいいですからね」

　ロイの呼びかけに、カノンはそう応こたえてくれた。

「後はラルカ達……は、来るだろうな」

　師弟はすぐに「もちろん」と口を揃そろえる。

「こんな面おも白しろそうなもの、見過ごせません！　中はどうなってるんだろう！」

「仕組みが分からぬ故、興味深いのう」

　わくわくしている二人を横目に、最後の一人に顔を向けた。

「よし、それじゃあアヤメ、行くか！」

「……へ？」

　まるで、想像もしていなかったことを言われたかのように、アヤメは目をぱちくりとさせる。

「え？　あたしも行くの？」

「……は？　なに言ってるんだ、お前」

　今度はロイがきょとんとする番だ。いつもの彼女なら一も二もなく乗ってくる場面だった。

「どうしたんですか、アヤメさん。なにかあったんですか？」

　不思議そうに言うナタリ。彼女は「あ、いや、別に……」と言いながら頭を掻いた。

「いやー、今回はあたし、行かない方がいいんじゃないかなー……って」

「我らの戦せん闘とうの要であるおぬしがなにを言う。アヤメらしくない言い方じゃのう」

　ラルカが怪訝な顔をする。アヤメは、なぜか進退窮きわまったような表情をした。一歩、後ろへと下がる。

「まあ、なんていうか、その……あんまりこう、そそられないというか。お腹痛いなー、とか。頭かなー？　とか」

「なにをわけのわからないことを。大だい丈じよう夫ぶか？」

　本気で心配になってきた。ロイはアヤメの額に手を当てる。

「ひえあっ!?　いきなり、なに!?」

　顔を赤くするアヤメ。

「……熱はないな。本当に体調が悪いのか？」

　珍めずらしいこともあるものだと思いながら、ロイはそう問いかける。もしそうなら、大事にならないように休んでもらった方がいいだろう。

「そ、そうなの。ちょっとあれかなーって。風か邪ぜかなーって。ベッドでお休みしておきたいかなーって」

　妙に歯切れの悪い口調になるアヤメ。

　はて、とロイが首を傾かしげていると、ナタリが口を開いた。

「……もしかしてアヤメさん。――お化けが恐こわいんですか？」

「はうっ!?」

　びくんっ、と体を竦ませ、アヤメはナタリの方を向く。

「そ、そそそそ、そんなわけないじゃーん！　あっははー！　ナタリってば、その冗談、あんまり面白くないゾー？　アヤメちゃん、心外だなー、なんてー？　ねー？」

　台詞せりふとは裏腹に、アヤメはしどろもどろになっている上、完全に人格が変わっており、しかもその顔色は真っ青だった。

「……おい。まさかお前。本当か？」

　この場においてとんでもない事実を知ってしまった気がして、ロイはそう尋ねる。アヤメが今度はこちらを見てきた。

「ろ、ロイまでー！　やだー、うっそー。違ちがうってばー！　このあたしが、そんな、いもしないお化けが恐いだなんてー、きゃー！　ば・か・ば・か・し・い・ゾ！」

「なんだその喋しやべり方かた」

　動どう揺ようのあまり完全に自分を見失っている。

「まあ……アヤメ、あなた、お化けが苦手でしたか。完全無欠だと思っていましたが」

　カノンがなぜか感心したように言った。

「だ、だから、違うってば、先輩！　本当にあたしはお化けが恐いとか苦手とかそういうのじゃなくて単に体調が――」

「わあ！　アヤメさんの後ろに血まみれの男がー！」

「ひゃああああああああっ！」

　ナタリが叫さけんだ途端、それまでまくしたてていたアヤメは飛び上がった。そのままロイにしがみついてくる。

「ちょ――おい、お、お前！」

　不意にそんなことをされて、ロイはカッと頬が熱くなった。

「やだあああああああ！」

　ロイの胸に顔を埋うずめながら、アヤメは情けない声を上げる。

「……これは確定じゃのう」

　ナタリの頭を杖つえで叩たたきながら、ラルカがため息をついた。

「おいおい、あんだけ強いのにお前、お化けなんかが恐いのか？」

　アルカナが呆れたように言う。

「だ、だってぇ……」

　もう隠し通とおすことは無理だと思ったのか、アヤメは顔を上げた。その目には薄うつすら涙なみだが滲にじんでいる。

「お、お化けって、透とう明めいで、殴なぐっても効かないじゃない？　だ、だから、昔から出会うのが恐くて……」
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　なるほど、とロイは合が点てんがいった。物理攻撃が通用しない相手であるため、アヤメにとっては対処の仕様がないのだろう。

　すんすんと泣くアヤメの頭を、ハンナが背せ伸のびして撫なでていた。

「だ、大丈夫ですよ……アヤメさんは、ここで待っていて下さい」

「ハンナちゃあああああん！　あたしの天使――っ！」

　ロイから離れると、アヤメはハンナの体を抱きしめる。

「……いや、まあ、それならそれで仕方ないけどよ」

　どうにも態度が妙だと思ったら、そういうことだったのか。ロイは自分の頬を掻いた。

「しかしアヤメが来ないとなると、かなり困った事態になるな……」

　こちらにとって最大の戦力を失うことになる。

「かと言って、無む理り強じいは出来ませんしね。私達だけで行きましょうか」

　カノンが腕うで組ぐみをして、頷いた。だが、しばらくしてアヤメが口を開く。

「……ううん。やっぱり、あたしも行く」

　こちらを見て、そう、はっきりと主張してきた。

「まだお化けがいるかどうか分からないし。自分の勝手で皆みんなに迷めい惑わくかけたくないし！」

「いや、別に迷惑かけられたなんて思ってないぞ。寧むしろ、お前にばっかり頼るのもなんだし、今回はいいかと思ってたくらいだ」

　ロイが言うも、アヤメは譲ゆずらない。

「ううん。行く。なにか危険なことがあるかもしれないしね」

「でもアヤメさん、大丈夫なんですか？」

　ナタリが首を傾げた。アヤメは立ち上がり、毅き然ぜんとして胸を張る。

「世の中に乗のり越こえられないものはない。見上げる程に高い壁なら下を砕くだいて倒たおしてしまえ。――父さんの教えよ。あたし、頑がん張ばってお化けを克こく服ふくする！　それで全部終わった後に、なんだ思ってたよりも大したことなかったじゃないって、そう笑ってやる！」

　実にアヤメらしい生き方であるが、相当無理をしているのではないだろうか。ロイは気を遣つかう。

「……やめるなら、今だぞ？」

「へ、平気だって！　なんだったら、その場でお化けに対する技わざを開発するよ！」

　彼女なら出来てしまいそうだ。無駄に説得力があった。

「まあ……お前がそこまで言うなら、一いつ緒しよに行くか」

　最終的にロイは折れ、そう了りよう承しようする。

「よぉし、燃えてきた！　そうと決まったら、早さつ速そく乗り込もう！　いざ、幽霊船に！」

　さっきまでのことが嘘であるかのように、アヤメは高々と拳こぶしを振ふり上あげた。

「……切きり替かえ早いな、おい」

　ロイはわずかに息をつく。

「でも……あ、アヤメさんらしいね」

　ハンナの台詞に、「まあ、な」とロイは答えた。

「お化けなんて、かかってくる端はしから千切っては投げ、千切っては投げよ！　はっはっはー！　さあ、どこからでもいらっしゃい！」

「あ、アヤメさんの頭上に生首がいる」

「ひやああああああああああああっ！」

　ナタリの言葉に、再びアヤメはロイにしがみついてくる。しかも強めにその腕うでで締しめ付つけてきた。

「いだだだだだだだいたいたいたい死ぬ死ぬ俺が幽霊になる！」

　先ほどは照れが入ったが今はそんな場合ではない。アヤメは、はっとしたように手を離した。申し訳なさそうに、こちらへ頭を下げてくる。

「ご……ごめん。まだ無理でした」

「……本当に大丈夫か、お前」

　げんなりした顔で、ロイは呟いた。




　飛ひ翔しよう術で降り立った甲かん板ぱんには、誰だれもいなかった。

　時折吹ふきつけてくる生ぬるい風の音以外は、不気味なほどの静せい寂じやくに包まれている。

　だがそれは逆に奇き妙みようなことであった。

　生ある者が居るならば、どんな小さなものにしろ、なんらかの音が聞こえてくるはずだからだ。

　空っぽの船か。あるいは――乗組員が、既に物に触ふれられなくなっている体と化してしまったか。

「……問題ない。大丈夫。あたしはやれる」

　アヤメは先ほどから、ぶつぶつと自分に言い聞かせている。ロイは声をかけようか迷ったが、やめておいた。自己暗示が出来るうちはそっとしておこう。

「さて……進むか。皆、なにが起こるか分からないから気をつけてな」

　ロイはその場に居る全員へ声をかけて、一歩踏ふみ出した。

　船室へと続く道は、床ゆかのあちこちに穴が空き、非常に不安定な状態となっていた。うっかりすれば、足を踏み外はずして真下へ落ちてしまうかもしれない。

　慎しん重ちような足取りで、ロイ達は進んでいく。

　やがて、目的地が近くなってきた頃ころ――。

「おい……ロイ、あれ」

　アルカナが言って、上の方を指差した。ロイはそちらへ視線をやって、目を見開く。

　自然と足が止まった。当たり前だ。

　そこには船の行先を決める操そう舵だ輪があるのだが……回っていたのだ。

　操あやつる者など、誰もいないというのに。

「おい……おいおいおい」

　いよいよもって本格的な状じよう況きようになってきた。アヤメが俯うつむいたまま、ロイのローブの裾を握にぎってくる。無理もない。さすがのロイもぞっとした。

　そして。

「皆さん！　気を付けてください！」

　カノンがローブを翻ひるがえし、腰こしからグリムワードを引ひき抜ぬいた。その言葉の意味は、すぐに分かる。次々に周りに姿を見せ始めたからだ。存在するはずもない……それが。

　一見すれば船乗りのようにも見える格好をした男たち。だが彼かれらが尋じん常じようならざる存在であることは目に見えてそうと知れた。

　なぜなら――彼らの体は、向こう側が透すけて見えていたからだ。

「……こりゃ、罠の方だったか？」

　背中に冷ひや汗あせが流れるのを感じながら、ロイは呟く。

　血の気の失うせた顔に虚うつろな目をしながら、半はん透とう明めいの船乗り達はじりじりとこちらに迫せまってきた。

　その手にもった、湾わん曲きよくする刃やいばをもつ剣けんは、海上を場として活動する者が持つカトラスと呼ばれる武器だった。

「ででででで出た――ッ！」

　アヤメがロイに飛びついてくる。目の前が真っ暗になった。

「うわあ！　バカ、やめろ！」

　振り払はらおうとするが、びくとも動かない。アヤメはひたすら嫌いや々いやをするようにして、こちらを羽は交がい締じめにしていた。

「落ち着けアヤメ！　よく見ろ！　ただちょっと透けてるだけの男達だ！」

「だから恐いんじゃない！　普ふ通つう、日常的に人の体は透けないでしょ!?」

　尤もつともだ。妙なところで納なつ得とくしてしまうロイだった。

「いやいや！　だからってオレに抱きついてくるな！」

「ちょ、ちょっとだけ！　ちょっとだけ心の準備をさせて！」

　懇こん願がんするように言われて、ロイは「ああ、もう！」とアヤメの手をとった。

「せめて背中に回れ！　これじゃオレまでやられる！」

　彼女は「そ、それもそうね！」と言ってから、じりじりとロイの後ろへと行った。ようやく視界が確保できる。アヤメは、ロイの肩かたに手をかけ、おどおどと辺りを見まわしていた。普ふ段だんなら考えられないような態度だ。

「【双火刃イグニクレイタ】！」

　カノンが魔術を放った。その手から二つの炎ほのおが走り、半透明の船乗りたちを焼く。

　だが、傷を与あたえることは出来なかった。彼らの体は少し揺ゆらいだものの、何事もなかったように元へ戻ってしまう。

「【氷雨レイニード界・ダイアス】！」

　ラルカが杖を掲かかげた。空中に幾いくつもの氷の粒つぶが生まれ、それらは一いつ斉せいに相手へと降り注ぐ。――やはり効果はなかった。依い然ぜんとして彼らの歩みは止まらず、こちらとの距きよ離りは縮んでいくばかりだ。

　そして、ついに船乗りたちがこちらへと襲おそい掛かかってきた。一人がカトラスを振り上げ、それをロイの頭上へと降ろしてくる。

「うおっ!?」

　思わず身を竦ませたロイだったが、不意に己の体が空中に浮うかぶのを感じた。カトラスが目の前で空を切る。着地と同時に、後ろで息をつく者が居た。アヤメだ。彼女が自分を支えながら跳ちよう躍やくしたらしい。

「わ、悪い」

「ううん。こ、これくらいしないと」

　ロイの言葉にアヤメが答える。まだ緊きん張ちようはしているようだが、どうにかわずかでも持ち直してきたようだ。ロイは魔ま力りよくを練ると、先ほど自分を攻こう撃げきした相手に向けて魔術を放つ。

「【土砕獣テイノスヴエード】！」

　土くれが集まり、一つの形をとった。まるで獰どう猛もうな獣の頭とう蓋がいを思わせるようなそれが、船乗りへ向けて牙きばを剥むく。

　しかし、噛かみ砕かれたのは一いつ瞬しゆん。塵ちりのようになった船乗りの体はまたすぐに集まって、元の体を取とり戻した。相手から一刀が繰くり出される。アヤメの協力もあって、ロイはそれをどうにか避よけることに成功した。

「くっ……どうすりゃいいんだ」

　本当に相手が亡ぼう霊れいの類たぐいであるならば、通常の魔術では通用しないだろう。なにせ既すでに命を失っている身である。死ぬことはおろか、傷つくこともあるまい。

「――斬ッ！」

　マティアスが剣を放つ。人じん智ちを超こえた速度を持つそれは、船乗りたちの体を何人かまとめて両断した。上下に分かれた彼らの体はそのまま空中を漂うが、やがてはくっついてしまう。

　船乗り達たちが二人揃って、マティアスに斬きりつけてきた。彼はそれを軽かろやかな動きでかわす。外れた剣が甲板を突つき刺さし、木もく片へんをまき散らせた。

「くっ……こちらの攻撃は意味を成さないのに、向こうは当たるというのはいささか理り不ふ尽じんですね」

　その通りだ、とロイも思う。どういう理り屈くつか分からないが、相手がこちらに対して行うことに関しては、きちんと現実がそれに従って作用するのである。剣で斬られれば裂さけるし、服を掴つかまれれば引っ張られる。

　幽霊なんてそんなものだと言われればそれまでだが、どうにも腑ふに落ちないものが存在しているのも事実だった。

「ああ、もう、キリがないっ！」

　アルカナが銛もりを振り回まわし、船乗り達を微み塵じんにした。しかし幾らやっても進展はなく、ただひたすらに同じことの繰り返かえしだ。

　アルカナを左右から追い立てる船乗り達。彼女はそれらをさばきながらも、少しずつ後退していく。

「え、えいっ」

　ハンナがアルカナを襲っている船乗り達に爆ばく薬やくを投げた。が、空中で炸さく裂れつしたそれも、効いている様子はない。

（しかし――妙だぞ）

　ロイは戦闘の最中で、ある考えを持つ。船乗り達の動きが、異常なまでに洗練されているのだ。最小限の動きでこちらの手を制し、隙すきのないやり方で攻せめ立ててくる。まるで、誰かからなんらかの訓練を受けているかのように。

「アォ――――ンッ」

　ナタリが吼ほえた。その四し肢しを瞬またたく間まに、豊かな毛が覆おおう。彼女、いや、【狗耳族ワグナー・トロウ】の固有能力である【獣化ガル・グレイヴ】だ。これにより、ナタリは驚おどろくべき身体能力を持つ。

　疾しつ風ぷうのように駆かけ回るナタリの動きは船乗りたちを翻ほん弄ろうした。その隙に彼女は両りよう腕うでを交差する。

「――【烈風閃フオース・ザンド】ッ！」

　巨きよ大だいな衝しよう撃げき波はが、船乗り達の体を裂いた。と、同時に彼らの体を吹き飛とばす。

「……これでも駄だ目めですか」

　やはり、元の状態となった船乗りを前に、ナタリは身構えた。

「ロイさん、アヤメさん！　いつまでもこんなところに居ても埒らちが明きません！」

　いつのまにか船室へと続く扉とびらを背にして、ロイたちは敵に円となるように囲まれる形となっていた。

「ここはワタシ達が引き受けますから、中へ！　もしかしたら、彼らの主みたいなヒトがいるかもしれません！」

「ふん、そうじゃな。こやつら、明らかに動きが統とう率そつされておる。誰かの指示が存在している可能性は高いの」

　ラルカが杖を肩に担かつぎながら言った。彼かの女じよもロイと同じことを思っていたらしい。

「はよう行くが良い。おぬしらに任せたぞ！」

「ええええ、まま、任しちゃうんですか、あたしたちに!?」

　いつになく弱気な発言をするアヤメ。

「なにを言っておる。おぬしとロイ、二人が揃えば恐いものなどないじゃろうが」

　こちらを向いて、ラルカが笑った。

「……それもそうだな。ここでずっと戦っていても仕方ない」

　この幽ゆう霊れい船せんに乗り込んだ時と同じだ。解決策がないのなら、危なく思えても飛び込んでみるべきだろう。

「よし、行くぞ、アヤメ！」

　ロイはアヤメの手を引いた。彼女は「ひえええ」と言いながらも、逆らわずについてくる。ロイは扉の前に立ち塞ふさがった幽ゆう霊れいに対して手をかざした。

「――【空鳴ヒンメル・刃シユライエ】！」

　真空波が大気を切り裂き、半透明の体を真っ二つにする。

　相手が元の状態になるまでのわずかな間、ロイは扉を開け、アヤメと共に内部へと転がり込んだ。




　船室は、闇やみに包まれていた。ロイは魔術を使い、光を灯ともす。

　瞬く間に、場は昼さながらの明るさを取り戻した。

　だだっ広く、天てん井じようの高い部屋である。隅すみの方に半壊した樽たるがいくつか転がっているだけで、他ほかにはなにもない。埃ほこりが舞まい、あちこちに蜘く蛛もの巣が出来ていた。

　ロイは黴かび臭くささに、顔を顰しかめる。

「ここもか……」

　甲板の時と同様、人気はまるでなかった。前方に、階段が二つある。一方は上へ。もう一方は、下へ。恐らくどちらかが船長室へ続くものだろう。それより更さらに奥おくへ進むとまだなにかあるようだったが、瓦が礫れきの山になっていて入れそうにない。

「ひとまずは上に行くか。そっちの方がなにかいそうだしな」

　アヤメに話しかけたが、彼女からの反応はなかった。

　怪訝に思って後ろを向くと、アヤメは俯いたままじっとしている。

「……アヤメ？」

　尋ねたロイに、彼女はやがて、小さく答えた。

「……ロイ。手」

「手？」

　すっと、アヤメは自分の手を差し出してくる。そして、ちらりとこちらを見上げた。その顔は、朱しゆに染まっている。

「手……つ、繋つないで、くれないかな」

　ロイは目をしばたたかせた。一瞬、なにを言われたか分からなかったのだ。だが、しばらく経たってからようやく、『恐いから手を握っていてくれ』と願われたのだと理解した。

「あ……ああ、分かった。ほら」

　手を出すと、アヤメはそれをそっと握ってきた。それでようやく、彼女は大きく息をつく。心から、安心したように。

　ロイはそのまま、歩き始めた。アヤメも無言でついてくる。

　一歩、踏み出すごとに、床がぎしりと鳴った。吹き付ける風が、埃に塗まみれた窓をガタガタと揺らす。

　その度に、アヤメはわずかに体を震ふるわせ、こちらの手を握る力を強くする。最小限に止とどめているのか、痛みはない。だが、彼女の心の不安は確かに伝わってきた。

「……それにしても、意外だな。お前にも恐いものがあるんだな」

　緊張を和やわらげるため、ロイは話を振ってみることにする。

「あ、当たり前だよっ。人をなんだと思ってるの」

「アヤメだと思ってるが」

「……即そく座ざに答えられても」

　不満げな口調で、アヤメが言った。その反応に、こんな時だというのに、わずかに笑ってしまう。

「あ、あたしだって人間だし。……女の子だし。そういうのがあっても、いいじゃない」

　どこか言い訳するように、アヤメは続けた。

「ああ、確かにそうだな。別に、悪いなんて思ってない。ただ、まだ俺おれの知らないアヤメがいたんだなって思ってさ」

「……ロイも、あたしの知らないところがあるの？」

　アヤメから尋ねられて、ロイは「ふむ」と相あい槌づちを打った。

「あるかもしれないな」

「あ、じゃあ、教えてよ」

「嫌いやだよ」

「なんでよっ！　ずるいよ、あたしだけ知られて！　ロイの恐いものとか、教えてよ！」

　ずるいと言われても、と肩を竦すくめる。

（恐いもの、ねえ……）

　なにかあっただろうか、と己の過去を反はん芻すうする。

　食べ物の好すき嫌いはある。が、自分が怯える存在と言われるとピンとこない。

　少し前は――人との距離が恐かった。

　正確には、周りの人間から、自分が遠い存在になってしまうことが。

『ロイ＝シュトラスは魔ま術じゆつの天才である。史上稀まれなる【物質転移アドヴエントゲート】を扱あつかう才に恵めぐまれ、十代の若さで二つ名を授さずかることとなった程ほどに』

　かつてはそんな色眼鏡で見られ、特別扱いされることが辛つらかった。

　だがその感情はもう、自分の中にはない。アヤメとの出会いで解消された。

（……だとすれば――今、俺が最も恐れるものはなんだろう）

　魔力を失うことか。魔術を研究できなくなることか。カノンやハンナと離れてしまうことか。どれも、どこか、違う。恐いけれども、もっと根源的ななにかがある気がする。

「……うー」

　アヤメが唸うなった。不安そうに、ちらちらと辺りの様子を窺うかがっている。

　ロイは、そんな彼女を見つめた。雛ひな菊ぎくアヤメ。異世界の少女。

「……そうか」

　その時、なにかが見えた気がして。ロイは、口を開いた。

「俺は――アヤメ、お前と別れることが……」

　だが、そこまで口にしてから、ぴたりと足を止める。今自分は、なにを告げようとした？

「……あたしと？」

　アヤメが見上げてくる。その大きな瞳ひとみの中に、自分の姿が映っているのを見て、かっと体が熱くなるのを感じた。

「あ……いや……」

　正面から視線を合わせることが出来なくて、そっぽを向く。

「……なんでもない」

　不味まずい。今、確実に自分の顔は赤い。迂う闊かつだった。迂闊すぎた。

「ロイ、今、なにを言おうとしたの？」

　アヤメが訊きいてくる。ロイは首を横へ振った。

「な、なんでもない」

「なんでもないことないよ。気になる。教えて？」

　アヤメが手を引っ張ってくる。

「な、なんでもないって！　ほら、行くぞ！」

　わざと、大声を出だした。これで話は終わりだと示すために。

「……むう」

　アヤメは、不服そうではあったが、今追つい及きゆうしている状況ではないと思ったのだろう。それ以上、なにも言ってこなかった。

　だが――ロイがちらりとアヤメの方を見ると、彼女はなぜか、微笑ほほえんでいた。

「……なんだよ。恐かったんじゃないのか」

「ん？……あ、うん。そういえば、そうだったっけ……おかしいな」

　首を傾げながらも、アヤメはどこか嬉うれしそうだ。思わぬところでいいことがあった、というような表情をしている。

「……変な奴やつ」

　ロイは先ほどまでの自分の反応を棚たなに上げて、そう呟つぶやいた。

　だが、アヤメとの間に流れていたそんな和なごやかな雰ふん囲い気きも、唐とう突とつに終わりを告げる。

　船長室へと続くであろう階段まで後少し、というところまで来た時だった。

　ロイ達の前に――なにかが現れ始める。

　粒りゆう子しのようなものが密集する羽虫のようにして漂ただよい、やがてそれは、一つの形を取り始める。

　まず細く白い両足が。次いで、魔物の口こう腔こうを思わせるような形をした胴どう体たいが。更に枝を思わせるような関節のある両腕が。そして、最後に――。

　黒い眼がん窩かを覗のぞかせ、不ふ揃ぞろいな歯を剥き出しにする頭蓋が、誕生した。

　体たい躯くは驚くほどに大きい。部屋に入りきらず、相手は背を屈かがめるようにしてこちらをねめつけて来ていた。その姿がまた異様なまでの迫はく力りよくで、ロイは思わず、圧あつ倒とうされる。

「ア、【亡骸者アンチケルド】……!?」

　伝説に語かたり継つがれる魔物だ。死して骨となった人間に魂たましいが舞い戻もどり、肉を纏まとわずに蘇よみがえったものを言う。

「ゆゆゆ、幽霊の次は骸がい骨こつ男――ッ!?」

　アヤメがロイの体に密着する。わずかな胸の柔やわらかさを感じるが、そちらを意識している余よ裕ゆうなどなかった。

「無理無理無理無理無理！」

　ぶんぶんと首を振るアヤメ。だが、今度ばかりはロイも平静を保つのは難しそうだった。

【亡骸者アンチケルド】はその見た目に反してかなり力が強いと言われている。だが、この魔物の脅きよう威いはそんなところにはない。

「……ろ、ロイぃ、これ、どんな子なの？」

　自身の恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かすためか、アヤメは魔物を指して『子』と呼んだ。

「……俺も本でしか読んだことがないんだが。それが確かなら、こいつ、【亡骸者アンチケルド】には最悪の能力があるそうだ」

　ロイは、唾つばを飲み込んで言う。

「――その手に掴んだ者の命を、吸い取ってしまうらしい」

「ひゃああああああああああ！」

　アヤメがすっとんきょうな悲鳴を上げた。

「怪かい談だん話ばなしとかならありそうな話だけど実際に遭あったらこの上なく嫌な相手ええええ！」

「ああ、だから気をつけろ。捕とらえられたら、終わりだ！」

　アヤメを抱かかえたまま、ロイは左に転がった。

【亡骸者アンチケルド】の巨大な手が、先ほどまで自分達が居た場所を抉えぐる。

　途と端たん、嫌な臭においが漂った。瞬く間に床が腐くさり、ボロボロと朽くち始めたのだ。どうやら、生命力を奪うばうのは人間に限った話ではないらしい。

「あ、あたし達もああなる可能性があるってこと!?」

「そういうことだ！」

　ロイは手を翳かざし、魔術を唱える。

　火球が【亡骸者アンチケルド】の眉み間けんを撃うった。煙けむりを噴ふき上げ、相手は衝しよう撃げきを受けたかのようにのけぞる。どうやら先ほどの幽霊と違って、魔術が通じるようだった。

　だが、効果はやはり低い。火傷やけどすら負っておらず、【亡骸者アンチケルド】はすぐに体勢を整えてこちらへと歩み寄ってきた。

「うわ、うわわわわわ、来たっ！」

　アヤメがロイを連れたまま、後ろへと下がる。ロイはその間にもう一度、魔術を唱えた。

「――【流聖槍ラクテイス】！」

　激しい水流が左右から放出され、魔ま物ものへと向かう。それが相手を直ちよく撃げきしたすぐ後で、更なる術を生み出した。

「【光迅剣ルリアブレイド】！」

　掌てのひらから弾はじけるようにして現れる光の刃を、そのまま投とう擲てきする。雷かみなりの属性をもつそれは【亡骸者アンチケルド】の額を貫つらぬき、痺しびれさせた。

　声なき声を上げ、魔物は苦しむようにその体をよじる。事前に放っておいた【流聖槍ラクテイス】によって感電し、その効果は頭だけでなく全身に伝わったようだ。

　ぐらり、とこちらへ向けて傾かたむく巨大な体。そのまま、【亡骸者アンチケルド】は床に倒れ伏ふした。

「やった……のか？」

　ぴくりとも動かない魔物を、観察する。

「ど、どう？　倒したの？」

　アヤメが恐おそる恐ると言った感じでロイの背中から出てきた。彼女は足元に転がっていた木材の欠片かけらを手にとると、それを【亡骸者アンチケルド】にぶつける。

　しばらく待ったが、なんの動きも無かった。

「おお、本当に倒したんじゃない!?」

「そ、そうなのか……？」

　アヤメの言葉に戸と惑まどうロイ。やけにあっさりと終わったな、と思ったのだ。

「……こいつが主だったのか？」

　もしそうなら、万ばん事じ解決ということになるのだが。しかし、いくら強いといってもこの魔物が幽霊たちを統率していたとは考えられなかった。

（となると、やはり船長室か……）

　ロイは階段を見上げる。この先になにがあるのかは分からなかった。だが行ってみるしかあるまい。

「とりあえず、俺が先行する。大だい丈じよう夫ぶそうだったら呼ぶから、ここで待っていてくれ」

　そう言うと、アヤメは素す直なおに頷うなずいた。いつもの彼女なら一緒に行くと主張するだろうが、今回ばかりは色々と躊ちゆう躇ちよするところがあるらしい。

　それも無理のないことだと、一人、歩き出す。

　慎重に、なにがあってもすぐ行動できるよう警けい戒かいしながら、魔物へと近づいていった。その大きな体を回り込むようにして、階段へと向かう。

　すぐ傍そばまできてから、ロイは【亡骸者アンチケルド】を見下ろした。やはり沈ちん黙もくしたままだ。

　試ためしに蹴けってみたが、大丈夫そうだった。胸を撫で下おろす。アヤメに顔を向けて、手を挙げた。

「問題ない。先に行こう」

　アヤメは安あん堵どしたように息をつく。そして彼女は、意い気き揚よう々ようとこちらへやってこようとした。

「――ロイッ！」

　が、顔を強こわ張ばらせ、鋭するどい声を飛ばしてくる。ロイはぞわりとした怖おぞ気けのようなものが背中を走るのを感じた。反射的に振り返る。

　その時――見た。

　再びその体を起こし、こちらへ手を伸のばしてくる【亡骸者アンチケルド】の姿を。

　あっという間にロイはその巨大な掌に掴まれ、天井近くまで持ち上げられた。

「しまった……ッ！」

　油断に他ならない。魔物の中には知能の高いモノもいるが、まさか骸骨ごときがこんな手を打ってくるとは予想していなかった。

　目の前に、【亡骸者アンチケルド】の巨顔が迫る。その暗黒の眼窩は、どこまでも続く死の世界を思わせるかのように深い。

　ゲタゲタゲタゲタゲタ！

　突とつ如じよ、魔物が顎あごを揺らし、奇妙な音を鳴らした。笑っているのだ、と気づく。捕らえた獲え物ものの魂が喰くえることを、歓かん喜きしているのだ。

「くっ……そっ……！」

　魔物の、なにもないはずの目の奥が赤く光る。すると、自分の体の力が急速に抜けていくのを感じた。手足は自分の意識とは裏腹にだらりと垂れ下がり、拘こう束そくされていることに抗あらがうことすら出来ない。

　目の前の景色が徐じよ々じよに、徐々にではあるが離はなれていった。

（……これが――）

　これが、命を失う、ということか。恐ろしい事態になっているにも拘かかわらず、嫌に冷静に現状を分ぶん析せきしている自分がいた。

（くそ……不味い……！）

　視界が明めい滅めつし始める。ゆっくりと、だが、確実に、足元が泥どろ沼ぬまに浸つかっていくような感覚に陥おちいった。更にそこから這はい出でた無数の手が己おのれの全身を這い回り、底へ、底へと連れて行こうとしている。

　死。終わり。絶望。あらゆる言葉が、急に身近になったように思えた。自分の隣となりへ、今、それは確かに寄り添っている。

「ろ、ロイ、ロイッ！」

　遠くの方でアヤメの声が聞こえる。彼女は必死にこちらに呼びかけていた。

「しっかりして、ロイッ！」

　答えなければ、と思う。もう、自分にはなにをすることも出来ない。このままではいけないと思うのに、少しも体が動かないのだ。だからせめて。

（せめて、あいつだけでも……）

　ロイは口を開いた。か細い声で、それでも、出来るだけ彼女まで届くように強く。

「あ……やめ……逃にげ……ろ……」

「ロイっ！　やだよ！　ロイ！」

　震える声。ああ、まただ。また彼女が泣いている。そんなこと、今までなかったのに。駆け寄ってあげなければ。大丈夫だと言ってやらなくては。

「く……あ……アヤメ……逃げろ……！」

　でも、そうすることが出来なくて。ロイはせめてそう言い続けた。

「お前……だけでも……逃げろ……っ！」

「……ロイッ！」

　アヤメはそう答えてから、沈黙する。その間もロイの意識は確実に、闇へと呑のまれ始めていた。後、どれくらいの時間が残されているのだろうか。すまない、と思う。
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（アヤメ、すまない……お前との約束……守りたかった……のに……）

　こんなところで、死ぬのか。死んでいいのか。ダメに決まっている。どうにか魔術を使おうとした。だが出来ない。……出来ないじゃない。自分にそう言い聞かせる。やるんだ。やれ。生きろ。

（生きたい……）

　心の底から、そう思った。今までの人生の中で、一番強く。

（アヤメを残して、死にたくない……！）

　だが、現実は無情にも、こちらの精神を蝕むしばんでいく。もう、考えることすらできなくなっていった。

「アヤ……メ……」

　最後に、ロイは、そう名を呼んだ。――そして。

「……ロイに」

　不意に、その声が、聞こえた。

「ロイに――なにすんのよッ！」

　だんっ、と強く床を踏みしめる音。風が起こる。絶えずこの船に吹くような生ぬるく不気味なものではない。穢けがれの無い、鮮あざやかで、気持ちのいい。

　――背中を押おしてくれるような、強い風が。

「雛菊流……！」

　その時、アヤメが、叫さけんだ。

「――怒ど涛とう煉れん獄ごくッ！」

　撃って撃って撃ち続ける。砕くだいて砕いて砕き続ける。

　ロイの耳元で連続して弾ける、途と方ほうもなく大きな音。

　それは――勝利を知らせる、鐘かねの音だった。

　己を縛しばり付けていた力が消える。解放されたロイは、そのまま己が落下するのを感じた。

　だが、床に背中を打ちつけることなく、なにか柔らかなものに支えられて事なきを得る。

　それと共に、ずっと零こぼれ落おちてきたものが自分の体へと返ってくる気がした。意識が戻り、目の前の景色から闇が晴れていく。

　初めに見えたのは、女の子の顔。よく見知った、自分の相棒の姿。

「アヤメ……？」

　ロイは言った。アヤメは、深く頷く。それから、

「――ロイッ！　良かった！」

　笑え顔がおの彼女に抱だきしめられた。だが今度は恐怖からではなく、恐らく、喜びによって。

「魔物……魔物はどうなった？」

　そう尋たずねると、答える代わりにアヤメはある方向を指差す。視線を傾けると、そこにはもう、なにもなかった。

「……どういう、ことだ？」

「あたしが粉々にした」

「粉々にした？」

　ロイはぼんやりとしたままそう言って、

「――粉々にした!?」

　改めて驚きよう愕がくし叫んだ。一体全体、どういうことだ。

「いや、思ってたより力が入っちゃって……技わざを放ったら、原形を止めなくなっちゃったの」

　アヤメは、照れたように頬ほおを染めた。

「いや……お前そんな。うっかりやっちゃった、みたいな軽さで言われても」

　ロイは呆あつ気けにとられつつ、続ける。

「で、でも、お前、お化けが恐こわかったんじゃ？」

「……うん。そうなんだけどさ」

　こちらの体を離し、アヤメは頭を掻かいた。

「もっと恐くなっちゃうことが起こりそうだったから……無む我が夢む中ちゆうでやったら、なんとかなったよ」

「もっと恐くなっちゃうことって……」

　どう考えても、導き出される答えは一つしかない。

「お前、もしかして俺が死ぬかもしれないと思って――」

「さ……さあ！　先へ行こうよ、ロイ！　皆みんなも頑がん張ばってるんだし！」

　こちらの言葉を遮さえぎって、アヤメはわざとらしく大声を出した。だがその顔は、熟れた果実のような赤を宿している。

「お化けなんてー、もう、恐くないよー！」

　調子はずれの歌を口ずさみながら、アヤメは階段を上がって行った。

　ロイはその背中を見つめながら、息をつく。

「……お前はやっぱ無敵だよ、アヤメ」

　呟いたその言葉が彼女に届いたかどうかは、分からない。だがアヤメは足を止め、こちらを振ふり返った。

「ほら、ロイ、早く来て」

　その顔には、微笑みが浮かんでいる。ロイは手を挙げ、それに応こたえるために一歩踏ふみ出した。

「……あれ？」

　アヤメが怪け訝げんな声を上げる。彼女の手は上階へと続く扉のノブを握にぎっていた。

「鍵かぎがかかってる」

「なに？　怪あやしいな」

　幽霊たちの親分にしては随ずい分ぶんと人間的な手法を使う。【亡骸者アンチケルド】を操あやつるような存在だ。侵しん入にゆう者しやを拒こばむにしても、もっと他にやり方がある気がするが。

「――ハッ！」

　アヤメは蹴りを放ち、あっさりと施せ錠じようを破った。吹ふき飛んだ扉が部屋の中に転がる。

　二人で室内に足を踏み入いれると、そこには机が一つだけあった。

　机き上じようには色いろ褪あせた海図と、一冊の書物が置いてある。ロイはそれを手にとって、ページをめくった。

「やっぱり、船長室だったみたいだな」

　中身は、この船がかつて辿たどったと思われる海路の過程で、なにが起こったかを詳しよう細さいに書き記したものである。要は、航海日誌だ。書き手である『私』は、自らを船乗り達を束ねる長であると名乗っていた。

「それでこんな立派なコートがあるわけね」

　アヤメは傍に立て掛けられている、古びた外がい套とうを眺ながめる。

　ただ――肝かん心じんの、この部屋の主はもういないようだった。立派な造りをした椅い子すに座すわる者はなく、もう何年もそうであるように、厚い埃が積み重なっている。

「しかし妙みようだな。ここに誰だれかがいると思ったんだが……」

　ロイは周りを観察しながら、そう言った。部屋にはかつて誰かが暮らしていたであろう名残なごりがあるばかりで、現状、人の気配は感じられない。

「地下の方に行ってみるか？」

　そうアヤメに問いを投げかけた。しかし彼女はそれに答えない。ただ天井を仰あおぐばかりだった。

「おい、アヤメ」

「ちょっと待って」

　こちらの発言を手でもって制し、アヤメは目を細める。

　しばらくその状態のままでいたが、やがて彼女は身近にあった外套を掴んだ。かと思うとそれを取り払はらい、下にあった棒状の外がい套とう掛かけを握り締しめる。そして、

「――隙あり！」

　跳躍すると共に、それを頭上に向けて突いた。鈍にぶい音と共に、天井は容易たやすく貫かれる。

　小さく穴の空いた場所に向かって、アヤメは言った。

「出てきなさい。もうあんた達のやったことだっていうのは分かってるのよ！」

　しかし反応はない。ロイはなにがなんだか分からず、アヤメに向かって尋ねた。

「おい、どういうことだ？」

「すぐ分かるよ。――ていやああああ！」

　彼女は、外套掛けによる突きを連続させる。天井が次々と砕けていき、やがて空くう洞どうは巨きよ大だい化かした。

「ロイ、耳を塞いでいて」

　次いで、アヤメはそう言うと息を吸いこんだ。

　詳細は不明だが、従っておいた方がよさそうだ。ロイは直感的にそう思い、言われた通りにした。

　アヤメは目め一いつ杯ぱい肺へ空気を取り込むと、こちらが両耳を手で塞いでいるのを見て、頷く。――その次の瞬しゆん間かん。

「わああああああああああああああああああああああああっ！」

　彼女はとてつもない声量で叫んだ。聴ちよう覚かくをある程度遮しや断だんしているロイでさえ、あまりの大きさにその場から吹き飛ぶ気がした。

「お……お前、さっきからなにを……」

　と、説明を乞こおうとしたその時。

　――上から、黒い影かげのようなものがぼとぼと落ちてきた。

「うわあ!?」

　あまりに突とつ然ぜん起きた出来事に、ロイはその場で飛び上がる。さては新手の魔物かと、咄とつ嗟さにグリムワードを手にしたが、そこであることに気付いた。

「……あれ？　お前ら」

　床ゆかで這いつくばっているのは、見覚えのある格好をした連中ばかりである。

　黒いローブに刺し繍しゆうされた、趣しゆ味みの悪い目玉を模した模様。そう……【真実の眼オルト・クロイス】だ。

「ぐ……が……」

　彼かれらは一体なにが起こったのかというような顔で、その場で体を痙けい攣れんさせていた。どうやらアヤメの大声をまともに聞いて、その衝撃にやられてしまったらしい。

「待て。……こいつらがここにいるということは、もしかして？」

　導き出される答えは一つしかなかった。アヤメもまた同じ結論に至ったようで、ロイに向かって深く顎を引く。

「そう。――幽霊船は、こいつらの仕し業わざだったんだよ」

「……そうか。それで全部、合が点てんがいった」

　幽霊にしろ幻まぼろしの魔物にしろ。いずれも、噂うわさや伝説だけで存在するはずがないものだ。

　それがなぜこの船に棲すみついていたのか？

　答えは簡単だ。――全すべて、ディールが作り上げた【使い魔ま】だったのだ。

「さっき、上から覗かれている気がしたのよ。人が数人、まるでこっちの動向を窺うようにしてね」

「それで引きずり出したってわけか」

　恐らく、ロイ達たちが【亡骸者アンチケルド】を退けたのを見て慄おののいた彼らは、天てん井じよう裏うらかなにかに隠かくれたのだ。しかしアヤメの超ちよう感かん覚かくまでもを騙だますことは出来なかった。

「じゃあ、俺たちが【白の森】に入ったのを知って、そこらに沈しずんでいる船を使って、使い魔を寄よ越こしたってことか」

「だろうね。多分、幽霊船の噂を利用して目の前に現れたら、霧きりの中で手立てを探しているあたしたちが乗りこんでくると思ったんじゃない？　最悪、そうしなくても、いずれ向こうから襲おそってくるつもりだったんだよ」

　随分と悪わる知ぢ恵えが働くものだ。ロイは吐と息いきする。追おい詰つめられた自分達が船室へ駆かけ込むこともある程度は予想していたのだろう。それがたとえ一人か二人であっても、帰ってこない仲間を心配していずれは全員がやってくる。後はゆっくりと【亡骸者アンチケルド】を使って始末していけばいい、ということだ。

「よくもやってくれたな……」

　どうしてくれようか。ロイはしゃがみこんで、【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達を睨にらみつける。

「く……くっくっく。よくぞ見み抜ぬいたと褒ほめてやろう」

　ようやく回復したのか、組織員の一人、目つきの悪い男が不敵に笑った。

「だがお前たちは永遠に【アルゴの遺産】を隠した場所にはたどり着けない。ここはサヴロスの迷めい宮きゆう以上に、入った者を喰らう死の領域だ。このまま彷徨さまよい続けて霧に取り込まれてしまうがいい」

「そうだ。全てはご党首様に逆らったが故ゆえの罰ばつ。敗北者はただ骨と化すのみだ」

　もう一人、鼻の大きな男が言う。すると最後に、頬に入れ墨ずみを刻んだ男が吼ほえた。

「まったく、大人しく【亡骸者アンチケルド】に魂を狩かられていればいいものを。じわじわと死の苦しみに悶もだえるがいい！　そしてその淵ふちで知るのだ。自らの愚おろかさをな！」

「……なに言ってるのよ。【アルゴの遺産】の隠し場所なんて、すぐ行けるじゃない」

　余裕たっぷりといった声。ロイが振り返かえると、アヤメが腰こしに手を当てて、微笑んでいた。

「なに……どういうことだ？」

　目つきの悪い男が疑念を呈ていしてくる。

「簡単よ。――ここに案内役がいるでしょ？」

　アヤメの指は、三人の男達を指していた。

　場に訪おとずれる沈黙。

　だが、それは突然、男達によるけたたましい笑い声に包まれた。

「なにを言うかと思えば馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　我ら【真実の眼オルト・クロイス】の組織員、わざわざ敵を崇すう敬けいするご党首様の下へ連れて行くと思うか！」

　目つきの悪い男がそう言えば、鼻の大きな男がそれを継ぐ。

「まことにしかり！　やはり愚か者ものは愚かしいことしか言わないものだな！　聞け！　お前達はここで永遠に迷い続けるのだ。道などない！　諦あきらめよ！」

「頭の足りぬ者が言うことは面おも白しろい！　一体全体、どうして我々がお前らごときをわざわざ案内などしなくてはならないのだ」

　頬に入れ墨のある男がアヤメを嘲ちよう弄ろうした。

「自分の言っていることがいかに浅はかであったが、その胸に手を当ててもう一度考えてみるといい！　その、貧しい胸にな！　ははははははは！」

　ははははははははははは！

　再度、男達は揃そろって笑った。

「……あーあ」

　ロイは言って、立ち上がる。その場を退いた。男達に向かって告げる。

「お前ら、終わったな」

『……え？』

　弩轟ッ！

　男達がロイの台詞せりふに対して首を傾かしげるのと同時。

　彼らのちょうど足元に、アヤメの拳こぶしが叩たたきつけられた。

　ボロボロの船とは言え、硬かたい板張りの床が、いとも容易く陥かん没ぼつする。

「……昔、学校の先生に言われたことがあるんだ。人間は、吐はいた言葉に責任をもたなきゃいけないって。それは一度、口から出てしまった以上は、取り返しのつかないものだからって」

　床から拳を引ひき抜ぬいて、アヤメは俯うつむいたまま、それを鳴らした。

　ぼぎぐふげぐごあがふ！

　ロイとて聞いたこともない異音が、連続的に生じる。

「ねぇ……【口は災わざわいの元】って言葉、知ってる？」

　顔を上げた時、彼かの女じよは、満面の笑みを浮うかべていた。

　――ただし、その目は少しも笑ってなどいなかったが。

『ひ……ひいいいいいいいいいいいいいいいいいい！』

　男たちは、この世の絶望を一いつ瞬しゆんで味わったような表情をした。

　アヤメは、その口元に微笑みを浮かべたままで。天使のような、その顔で。

「――責任、とろっか？」

　男達に、死の宣告をした。




　ロイとアヤメはラルカ達と合流し、無事に【蒼を走るライナス・疾風号アジエート】へと戻ってきた。

　船は再び海を割り、白い衣ころもを纏いながらも、目的地へ向けて真まっ直すぐに進む。

　舳へ先さきにはアヤメが立ち、その前には、【真実の眼オルト・クロイス】の党員である男たちが正座させられていた。

「ふうん、こっちにあるんだ」
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「はい、その通りで御ご座ざいます！」

　目つきの悪い男が、アヤメにはきはきとそう答える。

「……嘘うそついてないよね？」

　アヤメがにっこりとしながらそう訊くと、鼻の大きな男がぶんぶんと、千切れるのではないかと思うくらい首を横に振った。

「とんでもないことでございます！　貴女あなた様さまに虚きよ偽ぎを申し立てるなどそのようなことは！　決して！　ええ、決して致いたしません！」

「さようでございます！　どうか我々を信じて下さいませ！　もう間もなく！　もう間もなく到とう着ちやくします！」

　頬に入れ墨のある男がそう懇こん願がんすると、アヤメはうん、と頷く。

「分かってるよ。それじゃあ、後よろしく。着いたら教えてね」

『――はいっ！』

　姿勢を真っ直ぐにし、とても通りのいい声で、男たちは同時にそう言った。

　アヤメは足取りも軽く、こちらへと戻ってくる。

「あともうちょっとだって！」

「……そうか。そりゃよかった」

　ロイはそう答えながらも、男達に対する憐れん憫びんの情がわいてくるのを感じていた。

「おい……なにがあったんだ。あいつら、ロイ達が話していた【真実の眼オルト・クロイス】の連中だろ」

　アルカナがこちらに耳打ちしてくる。

「いや、だから。さっきも説明したけど、あいつらが俺おれたちを騙してて」

「それは突然幽ゆう霊れいたちが消えた理由も含ふくめて、よく理解出来ましたが。なぜ彼らはあそこまでボク達――いえ、アヤメさんに対してだけ従順になったのです？」

　マティアスが眉まゆをひそめる。その疑問は尤もつともだ。が、

「まあ……一足先に地の獄ごくを味わったんだろ」

　ロイは、そうとだけ言っておいた。とてもではないが、彼らの味わったことを事細かに言う気にはなれない。

　尤も、アヤメは男達に対して直接の暴力行こう為いはしていない。無む抵てい抗こうな相手をいたぶることは、彼女の倫りん理りに反することだからだろう。

　しかし、ひょっとすれば素直に殴なぐられたり、蹴られたりした方がマシではなかったのかと、その光景を目の前で見ていたロイは思ったものだ。

　なにせ、男達を縛り、その顔面に拳が当たる直前で寸止めし、引っ込めるという行為を、アヤメは何度も何度も繰くり返したのである。

　おまけに数回に一回は「次くしゃみが出て手元が狂いそう」とか「何回もやってると感覚が鈍ってきて失敗することが多い」などと聞こえるか聞こえないか程度の声で呟くのだ。

　何十回目か、もはやロイが数えることすら恐ろしくなってやめたところで、ついに男達は「なんでもやるから許して下さい」とアヤメに向かって平身低頭した。

「つくづくあいつだけは敵にしたくない……」

　ロイの言葉で大体のところを察したのだろう。カノンは笑いを引きつらせていた。

「アヤメさん……素敵。あとでなにをやったのか詳くわしく訊こう」

　と言って、目を輝かがやかせるナタリ。彼女も彼女でどうかしている。

「まあ……結果的になんとかなったのじゃから、よしとするか」

　ラルカがなんとも言えない顔でそう告げた。

「でも……やっぱりこの霧、魔術道具マジツクアイテムだったんですね。……どんな仕組みなのかな」

　ハンナが興味を惹ひかれたようにして、周囲の白い靄を手にとっている。

「確かにそうじゃな。サヴロス王はわしが思っていた以上に様々なものを集めておったらしい。羨うらやましい限りじゃ」

　ラルカがぼやりと見上げた。

「でも、そのサヴロス王が危険過ぎて自分から手放した【アルゴの遺産】……って、きっと相当すごいものだったんだね」

　アヤメの言葉に、ロイは頷く。

「ここまで警戒するくらいなんだ。もしかしたら、一国どころか、世界をひっくり返すような代物なのかもな」

　だとすれば、余計にディールなどに渡すわけにはいかなかった。なんとしても彼が【アルゴの遺産】を手にすることを、阻止しなければならない。

「お嬢じよう！　前方になにか見えてきました！」

　見張り台に立った海かい賊ぞくがそう叫ぶ。アルカナが手を挙げた。

「錨を下ろせ！　止まるぞ！」

　重い物が海へ落ちる音がし、船の動きが弱まる。

　ロイ達は互たがいに顔を見合わせた後、揃って舳先へと向かった。

　前方に、霧に紛まぎれてなにか大きなものが聳えているのが見える。

「あれは……塔か？」

　ロイは呟く。尖とがった長い針を思わせるようなものが、海から突つき出ていた。鈍い銀色をしていて、窓らしきものは一つもない。

「本当にここで合ってるの？」

　アヤメがぎろ、と男たちを睨みつけた。彼らは焦あせったように何度も頷く。

「だけど、なにもないですよねえ」

　ナタリがきょろきょろと視線を巡めぐらせた。

　と――男達の一人、鼻の大きな方が立ち上がる。

「お、お待ちください。合図をしなければならないんです」

　彼は懐ふところからなにかを取り出だした。紫色をした鉱石だ。加工されているところを見る限り、魔術道具マジツクアイテムのようだった。

「これは同じ鉱石から作られた、二つで一つの魔術道具マジツクアイテムでして……。魔ま力りよくを込めると、どれだけ離れていても、もう片方が光ります。そうすれば隠し場所の見張りによって、入り口が開かれることになっています」

「そう。じゃあ、やってくれる？」

「はい！」

　アヤメに素直にそう応じて、鼻の大きな男は鉱石を握り締めた。

　青白い光が瞬またたき、それに反応して鉱石の方も輝きを示す。

　しばらくの間。

　やがて、地響きが起こり始めた。

「じ、地震……？」

　ハンナがローブのフードをぎゅっと握りしめて、不安そうに辺りを見回す。

　ロイも警戒したが、それはすぐに、間違いであることが分かった。

「見てみろよ、あれ！」

　アルカナが前方を指差す。ロイはそちらへ視線をやって、目を見開いた。

「これは……！」

　信じられない。少しずつ、まるで、剣けんで切り裂かれて行くように。

　――海が、割れていた。

　左右に分かたれた水面は、その下に隠されていたあるものを曝け出す。

　巨きよ大だいな鳥を思わせるような、その奇き妙みような建物が、ロイ達の眼下にあった。

「これが……【アルゴの遺産】が隠されている場所、ということか……」

　ラルカが言った。その声には、興奮を滲ませている。

「ついにやりましたね、お師し匠しよう……！」

　ナタリもまた、喜びを隠せない様子で、しゃがみこむとラルカの肩かたに手を置いた。

「うむ……！　うむ！　後少しじゃ、弟で子しよ！」

　師し弟ていは、その場で互いに抱き締めあう。

　完全に姿を見せた建物の、鳥で言えば背中に当たる部分が、音もなく開いた。

「あそこから入れってことか……」

　ロイは皆を振り返る。

「いいか。ここから先は、今まで以上になにがあるか分からない。皆、覚かく悟ごして進むぞ」

　全員が、揃って頷いた。

「アルカナ達も行くんだな？」

「もちろんだ。ここまできて大人しく待ってられるか。海賊の血が騒ぐってものだ！」

　ロイの言葉に、アルカナが拳を振り上あげれば、彼女の背後に居る部下達も盛り上がる。

「お嬢じよう様さま……ああ、お嬢様……いえ、ここまできたらなにも申しますまい」

　マティアスは嘆くように天を仰いでいたが、やがて彼はなにかを決意したかのようにその顔を引き締めた。

「このマティアス、お嬢様に冥めい界かいまでお供いたします！」

「お前と一いつ緒しよに死ぬ気はないからな」

「はい、それで構いません！　ボクはお嬢様さえ生きていれば……お嬢様さえ生きていれば……お嬢様あああああ！　ですがその前にやはり婚姻の契りをおおおお！」

「しつこいっ！」

　アルカナに平手打ちを喰らって、マティアスは甲かん板ぱんにごろごろと転がった。

「……おい、目的を達成する前に仲間を失うぞ」

　ロイの突っ込みに、マティアスは不敵な笑えみを浮かべ、よろめきながら手をつく。

「ふ、ふふふ、この程度ならば全くなんの痛痒も感じませんとも。このマティアス、お嬢様に叩かれ蹴られぶち倒たおされて十数年、今では寧むしろ快感を覚える程ほどに……ふふ、ふふふふふふ……」

　変態だ。間違いなく変態だ。

　マティアスを除き、その場の全員に共通の思いが芽生えたに違いないとロイは思った。

「と、とにかく。気を付けて進もう。――ディールを止め、【アルゴの遺産】を手に入れる。いいな？」

　ロイが気を取り直してそう言うと、皆が異口同音に賛成の意を示した。

「よし。それじゃ、出発だ！」

　ラルカが杖つえを振り、船の甲板へ当てる。

「――その存在、我わが手により掌握せり」

　その先せん端たんが青白い明かりを灯し、グリムワードが散った。すると、アルカナ達の乗った船がふわりと浮かび上がる。

「おお!?　これが、【存在掌握ルカード・シエル】ってやつか！　すごいな！」

　アルカナが驚おどろいたように目を大きくした。自己紹しよう介かいの際に話だけはしていたが、実際に見るのは初めてなのだから、無理もない。

　船は宙を舞まい、建物の真上までくると、少しずつ降下し始めた。

　ロイ達は、敵の牙が城じようへと乗り込んでいく。

　旅の終わりが、近づいていた。




　ロイ達が降り立ったのは、小さく狭い空間だった。

　全体を灰色の無機質な壁かべに囲まれており、松明たいまつが飾られている以外、他ほかにはなにもない。前方には細い通路が続いており、その先は闇やみに包まれていた。

　この場にいるのは、ロイ達一行と、ラルカとナタリの師弟、それにアルカナとマティアスだ。

　敵地へ踏み込むのにあまり大人数だと目立ってまずい、とそれだけに絞ったのである。海かい賊ぞく達たちにはアルカナが、なにかあった時に備えておくようにと命じた。彼らには捕まえた【真実の眼オルト・クロイス】の連中が、妙な真ま似ねをしないように見張る役目もある。

　ロイ達が建物の中に入ると、また海が元に戻もどる可能性があったため、船はラルカが元の場所へと戻しておいた。

「確か、俺おれ達たちが入った穴は建物の隅すみの方だったな」

　ロイが確かく認にんすると、全員が頷うなずく。

　この建物は、全体的に鳥を思わせる形をしていた。ロイ達がいるのは、その背の、尾おっぽに近い部分だ。

「ディールがどこにおるのか、じゃが……」

　ラルカが言おうとしたところで、アヤメが手を上げて、その指を唇くちびるに当てた。静かに、という意思表示だ。

　黙だまり込む一向。ロイの耳に、小さな音が聞こえてきた。誰かがこちらまでやってくる。恐おそらくは、合図で入り口を開けた者達が確認にきたのだろう。

　ロイは上を指差す。こちらの言わんとしているところを把は握あくしてくれたのか、魔術を使える者は飛ひ翔しよう術を小声で唱えた。それぞれ相棒を伴ともなって、天てん井じよう近くまで浮かび上がる。

　ロイがアヤメを連れて無事に避難すると、眼下に数人の姿が見えた。

　それぞれ同じ色のローブを羽織り、その胴には眼を象った紋もん様ようが縫われている。やはり【真実の眼オルト・クロイス】の連中だ。

　彼らはしばらく部屋を見回していたが、やがて一人が怪訝な声を上げた。

「おかしいな……誰もいないぞ」

「確かに合図はあったんだろ？」

　もう一人が尋ねるのに、最初の一人が「ああ、もちろん」と答える。

「道具の故障じゃないのか？」

　三人目がそう言った。四人目が首を傾げる。

「しかし今までそんなことはなかったのに……」

　彼らはしばらくその場で話し合い続けていた。ロイとしては早いところどこかへ消えて欲ほしいのだが、中々上う手まくいかない。

「なにかの間違いかもしれないな。早く持ち場へ戻ろう」

　二人目がそう提案するも、四人目が「いや、それは駄だ目めだ」と否定した。

「ご党首様から少しでも異変があれば知らせろと言われている。報告した方がよさそうだ。なにかあってからでは遅おそい」

　その慎しん重ちような意見に、他の皆が「それもそうだ」と賛成する。あまり良くない流れだった。

　気づかれないように魔術でも使うか、とロイが思案していると肩を叩く者が居た。振り向むくと、アヤメが下を指している。術を解いてくれ、と言っているようだった。

　なにをするつもりなのか分からなかったが、彼女になにかいい考えでもあるのだろう。ロイは頷いて、アヤメにかけていた術を消した。

　アヤメはそのまま静かに降りると、音もなく【真実の眼オルト・クロイス】の組織員の男達の背後に着地した。普ふ通つう、どんな人間でも高いところから落ちればわずかな足音くらいはするものだが、全く聞こえてこない。すごい技術である。

　彼女はそのまま、ああだこうだと言っている男達に向けて、

「――っ」

　吐息を一つ、手刀を繰り出した。まずは一人、首筋に当てて気絶させる。残った三人が突然の出来事に目を見開くが、アヤメは反応する暇ひまを与えなかった。消えるようにして移動していくと、次々とその意識を奪っていく。

　瞬またたく間まに、その場に四人が倒れ伏ふした。

　アヤメはロイ達を見上げて、指を丸く作る。大だい丈じよう夫ぶだ、の合図だろう。

「……驚いた。おぬし、このような芸当も出来るのか」

　床に立ったラルカが、感心したように組織員たちを見下ろす。

「ただ無む茶ちや苦く茶ちや強いだけじゃなかったんだな。すげえよ」

　アルカナがアヤメを褒めた。ナタリもまた、憧れの目で彼女を見つめている。

「それにしても、これから先どうするのか、だな。内部はこういう奴やつらがうろうろしているんだろうし、迂う闊かつに歩いていたらすぐに捕まりそうだ」

　ロイが言うと、ハンナも顎あごを引く。

「そ、それに……ここがどこなのかも……分からないね」

　そうだ。その問題があった。ロイは困って頭上を仰ぐ。外から見ただけでも、この建物は恐ろしいほどに大きかった。内部がどうなっているのかまるで見当がつかない。

「そっちに関してはなんとかなりそうですね」

　その時、マティアスが口を開いた。彼は先ほどから、倒れていた男達の服をまさぐっていたのだ。

　マティアスは一人の服の中から、折りたたまれた羊皮紙を取り出す。開くと、なにかの図形のようなものが描かかれていた。

「それは……地図ですか」

　カノンが目をしばたたかせる。ロイもマティアスの手元を覗のぞきこんだ。まさしく、この建物の内部構造を描いたものだ。

「でも、想像以上に入り組んでいますね。これは骨が折れそうです」

　その複雑さと広さを知って、ナタリがしかめっ面をする。

「ふむ……そうじゃな。いささか単純ではあるが、やはり建物の構造上、大事なものは出来るだけ入り口から遠い場所に隠すのではないか？　とすれば、ここじゃろう」

　ナタリが杖で地図を指した。そこは、鳥で言えば頭に当たる部分である。

「まあ……そうだな。外れていたらまた探せばいいか」

　ロイはそう言った。無難と言えばそうだが、とりあえず行ってみることに価値はある。実際に建物内を進んでみれば、また分かることもあるだろう。

「目的地は決まったとして、後はどうしましょうか。人数を絞ったといっても、やはり完全に見張りの目を掻い潜って向かうのは無理でしょう」

　カノンの言葉に、ロイは通路を見た。ここと違ちがってかなり天井が低い。先ほどのように飛翔術で隠れるには不向きであった。

「よし、じゃあ、あたしが囮になるよ。余所で暴れて敵の目を引きつけるから、その間にロイ達は奥おくに行けばいい」

　名案だとばかりに、アルカナが手を叩く。

「ななななななにを言っているんですかお嬢様！　お嬢様ダメですよそんなことは！　どれだけ敵の数がいるのか分からないのですよ!?」

　マティアスが、とんでもない、と言って大きくかぶりを振った。

「もしもお嬢様が捕つかまってしまったら、ああ、どうなることか！　きっとその麗しき肢し体たいに目を付けた彼らは獣欲を滾らせ、躊ちゆう躇ちよすることなくお嬢様のあんなところやそんなところやこんなところや、え、あ、あんなところまで、そんな部位をそうする方法が!?　とボクに新しん鮮せんな驚きを与あたえることにいいいいい！」

「なんでお前が見てるんだよ！」

　アルカナは暴走するマティアスの頭を叩き、次にその手を振った。すると突とつ如じよとして現れたロープが、彼の体を見事に縛しばり付ける。

「ああっ！　お嬢様からそんな大だい胆たんなっ！」

「ちょっとお前は大人しくしてろ！」

　ぜえぜえと息を乱しながら、アルカナは床へ転がったマティアスに指を突き付ける。

「お、おい、アルカナ、そのロープ、どこから出した？」

　突然のことにロイが驚いていると、アルカナは目をしばたたかせた。

「え？　いつも持ってるけど？」

「いつも持ってるの!?　なに用!?」

　アヤメが更さらに尋たずねるのに、彼女は首を傾げる。

「なに用って……いやまあ、海賊なんて稼業をやってると、荒事に巻き込まれることなんてしょっちゅうだからな。もしもの時のために常備してるんだ。相手を拘こう束そくしたり、もしくは高いところに登って逃にげたりするのに、ちょうどいいからな」

「ああ、それでか……納なつ得とくした」

　案外と普通の目的で、ロイは胸を撫なで下おろす。てっきり、マティアス専用のものかと思ったのだ。

「……って、待てよ。……そうか。いい方法がある」

　ロイはふとあることを思いつくと、その場に膝をつき、男たちのローブを掴つかむ。

「ロイ？　どうするの？」

「少々、荒っぽいが上手くいけそうだ。皆みんなも協力してくれ」

　ロイは振ふり返り、アヤメを始めとした皆に言った。

「――侵入作戦、開始だ」




　カノンが言っていた通り、建物内は【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達だらけだった。

　そこかしこに黒いローブを羽織った者達がいて、周囲に鋭するどい眼光を向けている。

　ロイは当初、アヤメを先頭にして正面突とつ破ぱする方法を考えていたが、断念しておいて正解だったと思った。

　いくらなんでも数が多すぎる。いくらアヤメや、他の皆も強いといっても、動きの隙すきを衝つかれてしまう場合も考えられた。無む駄だな騒ぎを起こしてディールに接近を気づかれるのも、あまり良くないことだと言えた。

　道行くロイ達を、見張り役の組織員や、通り過ぎる者達がじろじろと見てくる。

　だが、その誰もがこちらに声をかけてくることはなかった。

　それもそのはず。今、ロイ達は、彼らと同じ格好をしているのだから。

「ロイの考えた方法、上手くいっているみたいだね……」

　アヤメが小声で話しかけてきた。ロイは無言で頷く。

　今、ロイ達は【真実の眼オルト・クロイス】の組織員を示すローブを羽織っていた。先ほど気絶させた男達から奪ったのだ。

　尤も、手に入れられたのは四人分だけ。ロイとアヤメ、アルカナとマティアスが被かぶった。

　残りの者達はその姿が剥むき出しとなっているが、却ってそちらの方が都合が良い。

「ちょっと、そいつらはなに？」

　途と中ちゆう、組織員の女が呼び止めてきた。ロイは足を止め、声のした方へ顔を向ける。フードを目ま深ぶかに被っているため、こちらの正体は分からないはずだ。

「【白の森】に入り込んできたところを捕まえたんだ。ご党首様が警けい戒かいしろと仰おつしやっていた連中だよ。これからご党首様の下へ出向き、ご自身の目でご確認して頂いた上で、間ま違ちがいないようなら然るべき処置をとる」

　ロイの説明に、女は納得したように「そうなの」と答えた。

「お手柄だったわね。きっとお褒めの言葉を頂けるわ。羨ましいこと」

　ロイはそれに、わずか片口を上げるだけで済ませる。

「だけど、後少し足りないんじゃない？　魔ま術じゆつ師しがいたはずよ」

「彼らには逃げられた。だが、追手が向かっている。間もなく捕とらわれるだろう」

「そう。それならいいけど。ああ、まだいたわね。女だっけ？　なんかガサツでびっくりするくらい胸の無い――」

　ミシッ……！

　鈍い音がした。アヤメが下の床を蹴けり砕くだいたのである。

「な、なに!?」

　突然の出来事に、女だけでなく他の者も警戒した。ロイはアヤメの手を握り、彼女に囁きかける。

「バカ、我が慢まんしろ……！」

「ご、ごめん……」

　無意識的な行動だったのだろう。アヤメは素す直なおに謝ってきた。

「あ、あー。その女もあれだ。男と一緒に逃げた」

「そ、そうなの。なににせよ、良かったわ。気を付けてね」

　女の言葉にロイは手を挙げて返し、歩みを再開させる。

　それから何度か同じようにして声をかけられたが、いずれもロイが事の次第を話すと、特に疑うこともなく誰だれもが傍そばを去った。

　そう。いくらローブを羽織っていても、八人がぞろぞろ一緒に歩いていたら変に思われる。こうして四人を『人ひと質じち』として見せた方が、連れ立っている理由に正当性が出る、ということだ。それっぽく見せるため、ローブを被っていない者の両手はアルカナのもっていたロープで縛ってある。ついでにラルカは当然、椅い子すは置いて歩いていた。

「ロイさんも中々知恵が回りますね。さすが二つ名の魔術師」

　人が途絶えたところで、ナタリが言った。ロイは肩を竦すくめる。

「別にそれとは関係ない。単にずる賢いだけだ」

「そ、そんなことない……ロイくん、すごいと思う」

　ハンナが、珍めずらしく積極的に頷いた。アヤメやカノンもまたそれに続く。

「そうだね。前から思ってたけど、ロイって頭も良いと思う」

「……確かに。これできちんと授業にも出れば、学業の方にも成果が出ると思うのですが」

　突とつ然ぜん褒められて、ロイは戸と惑まどった。

「な、なんだよ……なにも出ないぞ」

「いいじゃないですか。素直に受け取っておいた方がいいですよ」

　ナタリがにやにやと笑う。完全に面白がっている様子だ。

「……出会ったころから気になってたんだけどさ」

　と、そこで、アルカナが訊きいていた。

「ロイって、この中の誰かと付き合ってるのか？」

「はうっ!?」

　まったくの不意打ちだったので、妙みような声が出たロイである。

「べ、べべべべ、別に誰とも……付き合ってないけど」

「ふうん、そうか」

　本当になんとなく訊いただけのようで、アルカナはそれ以上なにも言ってこなかった。

　だが、場には微妙な空気が流れる。アヤメとハンナは頬ほおを赤くして俯いており、カノンもまた、気まずさを誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいした。

「いけませんよ、お嬢様……。真実を口にするのは容易たやすいことですが、時と場合を考えませんと」

「え、じゃあ本当は付き合ってるってことか？」

　マティアスの進言もアルカナはまるで理解していない。ちょっといい加減にしてもらえないかな、とロイは心の底から思った。

「ですからお嬢様、そのようなことは……」

　困り顔のマティアスが更になにかを言おうとしたその時、ナタリがアルカナの耳にその口を近づける。

「だからですね、アルカナさん……」

　ナタリがなにかをごにょごにょと言うと、アルカナは目を丸くした。

「ああ。……そういうことか」

　そして、こちらを見ると、アルカナは少しだけ笑う。

「悪かったな、ロイ」

「な、なにを吹きこまれた!?」

　なんとなく想像できるだけに非常に焦るロイであった。

「いやぁ、別に、なあ？」

　アルカナがナタリを見れば、彼女もまた、口元を緩める。

「まったくですよ、ねえ？」

　そして、二人は揃って含み笑いを漏らした。

　カノンの一件もあり、ロイは物もの凄すごく気まずくなって、視線を逸そらす。が、そこにはアヤメが居て、彼女は耳まで真っ赤になった状態で顔を両手で覆おおっていた。一体なにがどうしたというのか。カノンは頬を染めたままであらぬ方を見ているし、ハンナに至ってはフードを前に引っ張り過ぎてほとんど顔面が真っ白になっていた。

　アルカナが頭の後ろで手を組んで言う。

「まあ、あれだ。いいじゃないか。あたしだって男の一人や二人――」

「ええええええええ！」

　だがその台詞は、マティアスの獣のような叫さけびによって途中で遮られた。

「ななななななんですっていいいるのですかお嬢様に恋こい人びとがいるのですかあああ!?」

　マティアスはアルカナの両りよう肩かたをがっしりと掴むと、恐ろしいほどに切せつ羽ぱ詰つまった形相で彼女に迫せまる。

「どこのどいつですか何歳ですかどんな仕事をしているのですか稼かせぎはあるのですか将来性はあるのですか今すぐ連れてきてください今ここに！　さあ早く！　このボクがお嬢様に相応ふさわしいか試ためしますから会って確かめますから早くうううう！」

「ああ、もう、うるさい！　男の一人や二人くらい、その内付き合うってことだよ！　今は未定！」

　アルカナがそう言うと、マティアスはそのまま動きを停止させた。次いで、少しずつ明後日の方向に視線をやると、晴れやかな表情になる。

「――世界に、幸あれ」

「……分かりやすい奴だな」

　話題が逸れてくれたことはありがたいが、なんともいえない気持ちになるロイだった。

「それにしても、マティアスさんってアルカナさんに関しては過保護ですよね。どうしてですか？」

　ナタリが尋ねると、アルカナはげんなりしたような顔になる。

「知らない。小さい頃ころ、父さんにこいつを連れてこられてからずっとこんな調子だよ。なにがあってもあたしを守るって言ってくれて、最初は頼たよりがいがあったけど……」

「なにを言っているのですかお嬢様！　右も左も分からなかったボクを拾って大命を与えてくれた船長の恩に報いるため、その期待には応こたえてしかるべきでしょう！」

　マティアスが力強く拳を握にぎった。

「右も左も分からないって、どういうことだ？」

　途中で語られた彼かれの過去が気になって、ロイはそう訊く。マティアスはあっさり答えた。

「ああ、ボクの家は貧乏で、小さい頃に街へ行かされたんですよ。自分の食い扶持くらいは自分で稼げって。でも仕事が全くなくて困っていたところを、かつての船長から声をかけて頂きまして」

「それは……大変でしたね」

　カノンの台詞せりふに、マティアスは笑え顔がおで首を横に振った。

「いえ。おかげでボクはお嬢様と出会えました。この運命には感謝ですね」

「ん……でも、じゃあ、マティアスさんは、アルカナのお父さんの命令でお世話をしているだけなんですか？」

　アヤメが小首を傾かしげる。確かに先ほどの発言からすると、そう捉えられてもおかしくはなかった。しかし、マティアスは「いいえ」とそれを否定する。

「最初こそはそうでした。ですがお嬢様と共に暮らすうちに、それはボクにとっての生きる意味になっていったのです」

「ったく……お前、剣の腕うでが立つんだから城で士官でもすればいいんだよ。そうすれば今よりもっといい暮らしが出来るぞ」

　アルカナがそう口を尖らせるが、マティアスは微笑ほほえみを浮かべるだけだった。

「ボクは今でも充分に幸せですよ。自分の立つ場所が問題ではないのです。そこでなにをするかです」

　その、わずかとて迷いのない口調に、アルカナは少し頬を紅潮させた。

「……ばかやろ」

　小さく言ってから、アルカナはマティアスの体を軽く叩たたく。

「ほほう。ほほほほほう」

　ナタリが、なぜか嬉しそうな顔でアルカナとマティアスを見比べた。

「いやあ、いいですねえ。実にいいですねえ」

「な、なんだよ……べ、別に、そんなんじゃないからな！」

　噛みつくようにしてそう言うアルカナを、ナタリは「まあまあ」となだめる。その二人の様子を見ていたマティアスは、きょとんとしていた。

「……前にもこんなことがあったが。おぬしらなあ」

　地図を見ていたラルカが大きくため息をつく。

「ここが敵陣の真っただ中だということを忘れておらんか？」

「おっと……そうでした。ごめんなさい」

　アヤメが頭を下げた。ロイも反省する。いくら人気がないといっても、油断している状じよう況きようではない。

「そろそろ目的地に着く。各々、なにが起こってもいいように準備しておくように……おっと。言っておるそばからじゃ」

　ちょうど、十字路のようになっているところで、ラルカが足を止めた。彼かの女じよはそのまま角に隠かくれる。

　ロイ達たちもそれに倣うと、ラルカが通路の奥を杖で示した。

「ほれ、見てみよ。……あそこがこの建物の最奥じゃ」

　ロイはこっそりと、顔を覗かせる。そこは、入り口と同様の敷しき地ち面積を持つ部屋だった。

　違うのは、奥の壁に扉とびらのような形の切れ目が走っていること。そして、その両側に党員達が佇たたずんでいることだった。

「部屋を守る番人ってところか……」

　ロイは告げる。細心の注意を払う必要があった。

「それじゃあ警戒しつつ……行くか」

　全員にそう言ってから、ロイは歩き始める。

　ロイ達が近づいていくと、組織員達は互いに顔を見合わせた。

「待て。ここへなにしにきた」

　右の男がそう言って止めた。今までと同じように、ロイは嘘うそをつく。

「ご党首様の邪じや魔まをしていた連中を捕らえた。本人達かどうかを確かめてもらう」

「そんなことは聞いていません」

　左の女がすぐに返してきた。だが、それくらいは想定内だ。

「つい先ほどのことだからな。報告が遅れているんだろう。ご党首様への面通しを頼む」

　組織員達は一いつ瞬しゆん、視線を交差させる。

「……分かった。許可しよう」

　右の男が言った。ロイは気付かれないように、フードの下で安あん堵どの息をつく。どうやらここがディールの居る場所で間違いがないようだ。

　だが、次の彼が言った台詞にロイは度肝を抜かれる。

「――合言葉を述べろ」

「あ、合言葉？」

　アヤメがすっとんきょうな声を上げた。完全に動どう揺ようしている。まずい、とロイは思ったが、もう遅い。左の女がその目を細める。

「ご党首様のお部屋に入る時は合言葉が必要だと何度も言ったはずですが。まさか、知らないとは言いませんよね？」

「失礼しました。彼女は新人でまだ慣れていません。その上、そそっかしいところがあるので忘れたのでしょう。もちろん、覚えています」

　咄とつ嗟さにマティアスがアヤメを手助けした。その口調がよどみないものだったので、左の女は一いつ旦たんもった警戒を解く。

「……そうですか。それならば良いのですが。では合言葉を」

　だが、当然だがそんなものをロイ達は知らなかった。非常事態だ。他の者に視線をやるが、当然、彼らに分かるはずもない。

「どうした。合言葉だ。早く言え」

　右の男が急かしてくる。アヤメが縋るようにしてロイを見てきた。

「……怪あやしいな、お前ら」

「なぜ言えないのですか。先ほど覚えていると言ったばかりでしょう」

　一向に答えようとしないロイたちへ、ついに二人は疑いを持ち始める。

　じりじりとした、嫌いやな沈ちん黙もくが訪おとずれた。まさかこんなことになるとは。こんなことなら入り口と同様、アヤメに気絶させてもらうよう頼めばよかったと思う。

　なんとかしなければならない。ロイは胸中で己おのれに呼びかけた。魔ま術じゆつは使えない。妙な動きを見せれば彼らはすぐにそれに反応する。それにそんなことをして、もしなにかあればこの先にいるディールが気付くかもしれなかった。彼が逃げ出しでもしたら元も子もない。それに扉を開けるのになにか特別な方法が必要であるかもしれなかった。

　考えろ。考えろ考えろ考えろ――。

「お前ら、まさか……」

　右の男がそう言った。万ばん事じ休すだ。ロイは、咄嗟に、口を開く。

「――ラ・ゼロート」

　組織員達はぴたりと動きを止めた。両方とも、怪け訝げんな顔をする。

「聞こえなかったのか。ラ・ゼロートと言った」

「なんだ、それは」

　右の男が眉まゆをひそめた。

「合言葉だ。お前らが言えと言ったんじゃなかったか？」

「そんな言葉ではありません。どういうことですか」

　左の女も問い質してくる。だがロイは平然と続けた。

「そんな言葉ではない、だと？　お前達こそなにを言っている。合言葉は変わっただろう。報告を受けていないのか？」

　その言葉に、目の前の男女は再びお互たがいに見つめ合った。

「……聞いていない。ふざけるな。合言葉は【バルスクライ】だ。ご党首様が尊敬なさっている魔術師の名だ。変わるはずがない」

「この建物内に侵しん入にゆう者しやがあった。それで合言葉が変わったんだ」

　組織員二人は、はっとしたような顔になる。

「そういえば先ほど、入り口の辺りで倒れている者を見たと……」

　左の女が言う。右の男は顎に手を当てた。

「いや……しかし……」

　駄だ目め押おしだ。ロイは更に付け加えた。

「ラ・ゼロートを知らないのか。バルスクライと並ぶ魔術師だ。幼い頃からその才能を見抜かれ、【殲滅の操竜師】の二つ名を授かった。竜を自在に操あやつる力を持つ魔術師で、ご党首様が使い魔まを作る上で非常に参考にされた」

「……むう」

　右の男が唸うなる。その説明の詳しよう細さいさに、組織員達は二人揃そろってその場で考え込んだ。

　ロイは、己の鼓こ動どうが高鳴り始めるのを感じる。緊きん張ちように嫌な汗が首筋を伝った。

　じりじりと、死刑宣告を待っているかのような気分だ。自分達が歩みを進めているのは絞首台への階段か、それとも明るい陽ひの下へと続く道か――。

　やがて、男が、顔を上げた。

「――いいだろう」

　彼は、傍にある壁に手を触ふれる。

　青白い光が灯り、男がなにかを呟つぶやくと、音もなく壁の切れ目が下がった。隠れていた入り口が現れる。思っていた通り、開くためには特別なやり方が必要であるようだった。

「通るがいい。私は合言葉の変更を確認してくる」

　ロイは頷く。会釈してから、組織員達の傍を通った。

　扉の先には、まだ長い通路が続いている。そこを歩いていると、背後で再び入り口が閉じるのを感じた。

「――はあああああああ」

　それを合図に緊張の糸が切れて、ロイはその場に突っ伏す。なんとかなった。本気で危ないと思ったが、どうにか潜り抜ぬけることに成功した。

「す、すごいね、ロイ。完全にはったりだけでやっちゃったよ」

　アヤメがローブを脱ぬぎ捨てながら、そう告げる。

「いやあ、どうなることかと思った。お前、やるなあ」

　アルカナが、皆のロープを解いた後で、こちらの肩かたを叩いてきた。ロイは弱り切った笑みを返し、

「ああいう時は堂々としていた方が、向こうもおかしいと思わないからな……。それにしても、かなり崖っぷちだったぞ」

　やれやれと立ち上がった。カノンが小首を傾げる。

「しかし、ラ・ゼロートなんて魔術師、少なくとも私は知りませんが……」

　ロイは歩みを再開させながら、肩を竦めた。

「俺おれだって知りませんよ」

「え!?　ど、どういうことですか!?」

　驚くナタリにラルカが、笑みを浮かべる。

「まったく、おぬしは本当に悪わる知ぢ恵えが働くのう、ロイ。とっさにあそこまで詳くわしく架空の魔術師を作り上げるとは」

「割と現実味があっただろ？　ディールが使い魔で大量の竜を作ってたのは本当だしな」

　ロイは片口を上げた。でっち上げには、本当のことと嘘を上手に織り交ぜる必要がある。

「あの男が合言葉を確認するまでにどれくらいの時間がかかるかは分からないが……しばらくは大丈夫だろう」

　ロイは通路の向こうを見る。仄かな光が灯っていた。もう間もなく、次の部屋に着く。

「さぁ――いよいよご対面だ」

　皆に向かって、ロイはそう言った。




　そこは、まるで、生物の体内を思わせるかのような造りをしていた。

　壁という壁に張り巡めぐらされた、血管のような細い筒。それらはまるで心臓へ血を送るかのように、一つの場所に向けて集められている。

　その、絶えずして脈動を繰くり返かえす、巨きよ大だいな青白い石に。

　石の前には、椅子が設置されていた。豪奢な造りをしているそれは、地位の高い者のみが座することを許されるような威厳に満ちている。

　そこに男が、深々と腰こしかけていた。まるで、一国を支配する王であるかのように。

　それも、権力を握り、己の思うがままに全すべてを操ろうとする独裁者のように。

「ディール！」

　ロイは言った。男――【真実の眼オルト・クロイス】の党首、ディール＝リーガンは、胡乱な眼差しでこちらを見据えてくる。やがて彼は、億劫そうに口を開いた。

「……随ずい分ぶんと、遅かったな」

「おぬしの差し向けた部下に面めん倒どうをかけられてな」

　ラルカが鼻を鳴らす。

「じゃが、もうこれで終わりじゃ。逃げ場はないぞ」

「そうよ。とっとと【アルゴの遺産】を渡わたしなさい！」

　アヤメが、びしっ、とディールを指差す。しかし、彼はわずかに吐と息いきするだけだった。

「逃げ場はない……か。確かにそうかもしれないな」

　なにかが、おかしい。ロイは、ディールの口調を聞いていてそう思った。

　落ち着き過ぎているのだ。とてもではないが、追おい詰つめられた人間特有の焦あせりや戸惑いを彼がもっているようには見えない。

「お前……どうしてそんなに余よ裕ゆうがある」

　ロイはそう問うた。ディールは肘置きに腕をつくと、その手に自らの頬を添えて、口元を緩ゆるめる。

「さあ……どうしてだと思う？　【扉の魔術師】」

「……まさか、既すでにもう【アルゴの遺産】を見つけたというのですか？」

　カノンが言った。ロイは目を見開く。いや――しかし、それはありえる話だった。ディールがロイ達の下を去ってからかなりの時間が経たっている。

（どこだ……どこにある？）

　ロイはさりげなく視線を辺りに走らせた。しかし、これというものは見つからない。気になると言えばディールの背後にある石の存在だが、遠目にしているだけではそれがどんなものかは分からなかった。

「見つけた……か」

　ディールは視線を床ゆかへと落とす。そして、しばらくしてから、彼は肩を震ふるわせ始めた。小さな笑い声が聞こえてくる。

「な、なにがおかしいんですか！　そういう陰険な真ま似ねはやめた方がいいですよ！」

　ナタリが注意した。もっともだが、この場においてその指摘はなにかずれている気がする、とロイは胸中で呟く。

「見つけたと言えば見つけた。しかしそれは何も私だけではない」

　顔を上げ、ディールは歪んだ笑えみを浮うかべたままで言った。

「お前たちも既に見つけているのだよ。――気付かないか？」

　その言葉に、ロイは顔を強こわ張ばらせる。彼の台詞にどんな意味がこめられているのか。未いまだ分からないにも拘かかわらず、なにか途と方ほうもないおぞましさのようなものを感じたのだ。

「【アルゴの遺産】は私の想像している以上の代物だった。話に聞いた通り、アルゴの才能は並大たい抵ていのものではない。彼の技術は既に神の領域に近い」

　ディールは立ち上がると、その両手を挙げた。
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「これがあれば、一国の運命を一手に握ることなど容易い。いや――それだけではなく、世界を思うがままにすることさえも可能だろう」

　その瞬しゆん間かん――。

　ディールの体から、青白い光が放出された。大量の魔ま力りよくが溢れている。それらは全て、彼の背後にある石へと吸い込まれていった。

　すると、それに反応し輝かがやきを増した石から筒を通し、部屋中に同じ色をもつ光が伝わっていく。やがて室内は眩いばかりの青に包まれた。

「これは……一体……!?」

　ロイは突如として起こった現象に驚きよう愕がくする。

　ハンナが、こちらのローブの裾すそを掴みながら言った。

「ロイくん、わ、分かったよ……【アルゴの遺産】の意味……」

「……ああ、わしもじゃ。これは――なんと恐おそろしい……！」

　ラルカが険しい顔をして、杖つえを肩に担かつぐ。

「おいおいおい、なんなんだよ。なにが起こるんだ。まだお宝も探してないぞ！」

　この状況において、アルカナが的外れなことを口にする。マティアスは彼女を庇かばうようにして、自らの背中に隠した。

「くく……有難く思うのだな。お前達は今、新たな支配者の誕生に立ち会っている」

　ディールが手を振ると、背後にある石を指差した。

「【アルゴの遺産】とは、単なる道具ではない。お前達が今立っているこの場所。この建物――それ、その物のことなのだ」

「は、はあ!?　ど、どういうこと!?」

　アヤメが動揺する。ディールは鷹揚に頷うなずいた。

「……教えてやろう。この建物は、中心部に核となるものが存在している。そこに魔力を注ぎ込むことで、それを糧とし、覚かく醒せいするのだよ。一つの道具……いや」

　たまらなく嬉うれしそうに、ディールは言う。

「一つの――兵器としてな」

　ロイは舌打ちする。さすがに想像の範疇外だ。これだけ巨大な魔術道具マジツクアイテムが存在しているとは夢にも思わなかった。しかもディールの言葉を借りれば、既にこの建物は起動してしまったようだ。もはや、彼の手から【アルゴの遺産】を奪取することは敵かなわない。

「じゃが……これほどの規模じゃ。必要とする魔力も並大抵のものではあるまい。事前にそれほど大量のグリムワードを用意していたというのか……？」

　ラルカの疑念に、ディールは答えた。

「グリムワードなど必要ない。私にはこれがある」

　彼はその腕に嵌はめられた輪を、こちらに見せつけてくる。

「これも魔術道具マジツクアイテムの一つでな。こちらが生み出した魔力を途方もなく増強・増幅させ、更に短時間で練り上げる効果をもつ」

「……そうか」

　ようやくロイは分かった。ディールはそれによってあれだけ強力な使い魔を作り上げたのだ。

「そ、そんな……でも、そんなことしたら……人体に影えい響きようが……」

　ハンナが震える声を発する。

「ど、どういうことなの？」

　アヤメの問いかけに、ロイは答えた。

「魔力ってのは個人によってその強さや量が決まってくる。それは備わったが最後、どう足あ掻がいても覆しようのないものなんだ」

　多少はロイが使っている魔術道具マジツクアイテムのように手助けをしてくれるものはあるが、それとて大した効果ではない。

「この建物を動かせるくらい、元々もっている魔力を強くし、大量に増やす――それはもう、人体を強制的に改造しているようなものだ。そんなものを使って、体に何の影響も出ないとは考えられないな」

「よ、よくわからないけど、ドーピングをやっているようなものってこと？　あなた、そんなことして、なんともないわけ!?」

　ロイの説明を聞いたアヤメがそう言うと、ディールは口端を上げた。

「そうだな。この魔術道具マジツクアイテムはあるものを魔力に転換している。それは、人間の生命力のようなものだ。この道具を使えば使うほど、私の体は衰えていく。それはもう、とっくに自覚している」

　やはりか、とロイは歯噛みした。

「お前……死ぬつもりかよ。そこまでして力ってのが欲ほしいのか!?」

「知れたことを。勝利者になるためだ」

　昂揚しているのか、ディールの話し方は熱を帯びたようになっていく。

「勝利することに意味がある。私は私であるために、この世のあらゆる障害、自らに逆らう弱者を駆逐し、その頂点に立つ必要があるのだ。そのためならば命など要らぬ」

　その瞳ひとみは既にロイ達を映してはいなかった。視線は遥はるか遠くを見据えているように、あらぬ方向を向いている。

「……なにがあったかは分かりませんが。随分と勝手なお方ですね」

　マティアスはディールに向かって吐息した。

「そのためならなにを犠牲にしてもいい、と仰るわけですか」

「その通りだ。私がなぜ勝利にこだわるか？　それは勝った者だけが正しさを主張することが出来るからだ。どんな相手も勝利者に物を申すことは出来ない。ただ跪き、頭を垂れるだけだ。だからこそ勝たなければ意味がない」

「……気に入らないわね」

　アヤメがそう吐き捨てる。

「まあ、別に、あなたがそう思うんだってなら好きにやればいい。だけどね。あなたがわがまま通すっていうなら、こっちだってそうしてもいいはずよ。生あい憎にくと迷めい惑わくかけられるのを承知で無む茶ちやを見過ごせる程ほど、こっちもお人好しじゃないの」

　ディールを睨み付け、アヤメは決然と言い放った。

「あなたを止めて、世の中、そう簡単に勝ち続けられるわけじゃないってことを教えてあげる」

　ディールが高らかに笑う。自分より遥かな下に位置する、無知蒙昧な輩を嘲あざけるように。

「やってみるがいい。――虫けらのようなその力でな！」

　瞬間、ロイ達の居る空間を地響きが襲おそった。まるで巨大ななにかが立ち上がろうとしているように、場は上下に揺ゆれ始める。

「……なんだ!?」

　ロイは状況を把は握あくしようと視線をあちこちに飛ばした。

「起動開始だ。さあ、飛び立て【アルゴの遺産】――いや、サヴロス王の日記によればその呼称は」

　その時。ディールが天に向かって叫んだ。

「【天切り裂く破滅の鳥フルヴアリスト】ッ！」

　ロイの体を、奇き妙みような感覚が襲う。まるで体が重さを失ってしまったかのようだった。

　途と端たん、部屋の筒が何本か外れ、生き物であるかのように蠢動し始めた。

　それらはロイ達に向かって襲い掛かかってくる。

「うおっ!?」

　慌あわててロイが避よけるのと、筒が食らいついてくるのはほぼ同時だった。

　筒がその口から青白い光を吐き出すと、当たった部分の床がごっそりと溶とけ落ちる。

「なんて威力だ……！」

　一発一発が、魔術のような効果をもっているらしい。ロイが前方を見ると、ディールの体から魔力が流れ出す度に、背後にある石に取り込まれて行く。それとは別に筒が外れ、彼の体に取りつくと、青白い光を吸い出し始めた。

　ロイはぞっとする。その光景はまるで、ディールが建物と一体化してしまったかのようだった。

「ロイ、こうなったら内部から破壊しよう！」

　アヤメが言う。だがそれに、ディールは薄く笑いを浮かべた。

「困るな。――邪魔者は、出て行ってもらおう」

　言って、彼が指を鳴らした瞬間。

　ディール以外の、その場に居た全員の足もとに魔ま法ほう陣じんが生まれ、青白く輝き始めた。

「……っ！　いかん！　サヴロスの迷めい宮きゆうの時に仕し掛かけられたのと同じじゃ！　転移するぞ！」

　ラルカが叫ぶ。しかし、防ぐ手だてもなく、ロイの目の前が真っ暗になった。

　と思った時にはもう、視界を鮮あざやかな青が埋うめ尽くす。

「――うおっ!?」

　突然、ロイは自由を失った。轟々と耳元で唸る風。己の体が空中に放ほうり出されたのだと理解するより先に、そのまま凄すさまじい勢いで落下していく。

「ロイッ！」

　こちらを呼ぶアヤメの声。ロイは慌てて飛ひ翔しよう術を使い、傍に居た彼女の手を掴つかんだ。

　視線を周囲に向けると、ハンナやマティアス、アルカナもまた魔術を使える仲間に助けられている。

　どうにか危機は去ったとロイは息をつき、眼前に広がる光景を見た。

「これは……」

　あまりに途方もない存在に、ロイは唖然となる。

「……なんて大きさなの。数キロメートルはありそう……」

　隣となりに居るアヤメが、小さく呟いた。彼女もこちらと同じものをその目にしている。

　そう。

　――そこには、【アルゴの遺産】があった。







第八章　少年、少女と、たった一つの光







　それは、禍まが々まがしくありながらも見る者を魅了する光景だった。

　蒼そう穹きゆうを断つようにして、一匹ぴきの巨大な鳥が飛んでいるのだ。

　それも命を持たない、岩で出来た精巧な作りものが――。

「【天切り裂く破滅の鳥フルヴアリスト】……か」

　改めてその名が持つ意味を、ロイは感じ取った。

　今、ロイ達は空中に浮上する船に乗っている。建物――いや、【アルゴの遺産】から強制的に排はい除じよされた後、海かい賊ぞく船へと乗り移り、ラルカの魔術によって再び飛翔したのだ。

　その後、フルヴァリストに横付けして並行しながら現状に至る。

「建物自体が魔術道具マジツクアイテムなんて、まだ信じられないよ。どういう力をもっているの……？」

　アヤメのその問いに、答えを持っている者はいなかった。

　一体これからなにが起きるのか。

　分かるのは、あの建物の主となったディールだけなのだ。

「……ふざけやがって」

　アルカナが怒いかりを押おし殺したような声で言った。彼女は巨大な鳥を模した兵器を前にして、その手を挙げる。

「お前ら！　攻こう撃げきの準備だ！」

　その号令に海賊たちは力強く応え、四方に散って行った。

「おい、なにをするつもりだ？」

　ロイが問いかけると、アルカナは腕を組む。その目は鷹のように鋭く尖とがっていた。

「決まってるだろ。宝はなかったし、あの喋しやべり方かたが腹立つ野や郎ろうに好き放題やらせるのも癪だ。どかんと一発、でかいのをかましてやるんだよ！」

　アルカナが指差した。その先は一点――フルヴァリストに向けられている。

　海かい賊ぞく達たちはそれぞれ、甲かん板ぱんの上にある大たい砲ほうの上に陣取った。船室に消えていった者は、恐らく下にある別の大砲で攻撃するつもりなのだろう。

「――てぇっ！」

　アルカナの掛け声ごえ一つ。鼓膜を破くかのような轟ごう音おんが幾いくつも鳴り響ひびいた。

　黒々とした塊かたまりが、巨大兵器に向けて飛ぶ。

　――着弾。

　無数の爆裂が起こった。炎ほのおと共に、黒々とした煙けむりがそこかしこから吹き上がる。

「どーだ！　思い知ったか、ラバーン一家の力を！」

　アルカナが自じ慢まんげに胸を張るのも分かるような、凄まじい威力だった。一介の海賊が持つには過ぎた代物だ。

　巨大な鳥がその体を傾かたむける。ロイの目にはそれが、無数の爆ばく薬やくによって外壁の一部が崩れ、飛行を真まっ直すぐ保てなくなったように見えた。

「お、やりましたか!?」

　ナタリが船の縁から身を乗り出すようにして、嬉しそうに言う。

　フルヴァリストは、そのままゆっくりと斜めになっていき――。

　突とつ如じよとして、その行く先を変えた。ぐるりと、その場で円を描くように大きく飛ぶ。

　そして、その巨大な顔面をこちらへと向けてきた。

「……あ、あの。なにか私、嫌な予感がするのですが……」

　カノンが顔を引きつらせる。ロイは言った。

「奇遇ですね、先せん輩ぱい。――俺もそう思っていたところです」

　鳥のくちばしを思わせる個所が開いていく。その奥おくに、少しずつ光が集まって行った。

「いかん……！」
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　なにかを察したラルカが杖を振ふり、船の位置をずらすのとほぼ同時。

　鳥のくちばしから――一条の光が放たれた。

　――カォンッ――！

　曰く表現し難がたい音が轟き、それはロイ達の乗った船のすぐ傍そばを通り抜けていく。

　ロイが振り返ると、光条は遥か彼方かなたへと遠ざかり、ある地点で眩い輝きを放った。

　世界が真っ白に染まる。わずかに遅れ、耳をつんざくような爆音が轟いた。

　遠く離はなれたところにいるはずのロイ達の船でさえ、その衝しよう撃げきで激しく揺れる。

「きゃあっ！」

　船から落ちかけたハンナを、アヤメが抱き止めた。

「な、なんという力ですか……」

　マティアスが唖然となる。ロイも戦せん慄りつを禁じ得なかった。

　あんなものの直ちよく撃げきを喰くらえば、船ごと破壊されるどころの騒ぎではない。ロイ達は塵ちりさえ残さずにこの世から消え去ってしまうだろう。

　しかもアルカナ達が仕掛けた攻撃など全く何の効果も成していないというように、煙の晴れたフルヴァリストの体には一つの傷としてついていなかった。

「【アルゴの遺産】……驚おどろくべき性能じゃ……！　まさか、これほどまでのものとは――」

　ラルカが緊張に顔を強張らせた。

「なにかくるぞ！」

　アルカナが言って、フルヴァリストを指差した。ロイは視線を傾ける。

　巨大な鳥の背中、その中央辺りにあった尖塔。

　そこに、青白い光が集約され始めた。しかもロイ達が身構えるよりも早く。

　――閃ッ！

　それは、解き放たれた。

　無数の青い光の束が無造作に飛び散り、ロイ達が乗っている船にも降り注いでくる。

「――【魔力反射レフレクス】！」

　ロイは掌てのひらを掲げ、魔術を防ぐ壁を張った。続いてその場に居る魔ま術じゆつ師し全員が同じ手法をとる。

　途方もない衝撃。幾つも幾つも落ちる殺意の雨が次々とロイ達の張った壁を穿うがっていく。

　その時、ロイは「なっ……！」と言葉を失った。壁に、亀裂が走り始めているのだ。あまりに相手側の攻撃が強すぎて耐え切れなくなっているのだろう。

「馬ば鹿かな……！　魔術師が数人がかりでかけたもの、それも二つ名を持つ者が二人もおるのじゃぞ!?　どれほどの威力だというんじゃ！」

　ラルカが目を見開いた。

　その瞬間、罅ひびの入った壁は――音を立てて砕け散る。

「皆みんな、避けろ！」

　ロイはハンナを抱きかかえると、横手に転がった。

　その場に居た者がそれぞれ四方に散る。

　幾つかの光が落ち、船の甲板を次々と穿っていった。眼前で瓦が礫れきが舞う。

【魔力反射レフレクス】のおかげで威力は弱まっていたのだろう。致命的な傷は受けず、どうにか船はボロボロになりながらも、元の形を保っていた。

　外れた光線は海へと落ち、ロイ達の目の前に幾つもの水柱が上がる。

　ロイが慌てて船の縁に駆かけ寄よって覗のぞきこむと、あちこちで普ふ段だんは海の下に隠れているはずの大地が剥むき出しになっている。

「……これは」

　ロイは呻く。あまりにも、常軌を逸していた。この世界のどの国も、これほどまでの機能を持った魔術道具マジツクアイテムは有していないだろう。

「どうやら基本性能としては本来ある魔術の力を数倍――いや、数百倍にも高めて放つ代物みたいだが」

　たとえば、先ほどの攻撃は幾つもの雷かみなりをその手から生み出す【天裁雨デザストル】に似ていた。もちろん、その威力は段違いではあったが。

「こ、このようなものを相手にどうやって戦えばいいというのです……？」

　カノンが震える声で言った。その怯おびえる姿を、臆病だとそしることは出来まい。

　その場に居る誰だれもが、同じような気持ちを抱いたはずだ。

　人間や魔ま物ものであればそれがどんな相手であれ、作戦を立てることは出来る。能力の強弱はあっても所しよ詮せんは同じ生き物だ。苦労はしても、どうにでもできる。

　だが、これは。これは――あまりにも、埒らち外がいだ。

　抗あらがう気すら馬ば鹿か馬ば鹿かしくて起こらない。そもそも立っている場所が違い過ぎる。

　ロイもこの【アルス・マグナ】を通して様々な相手と戦ってきたが、これはもはや、試合にすらならない。

　ディールが少しその気になれば、その対象がたとえ一国であろうとも、一瞬で消滅させることが可能だろう。

　この世の新たな支配者――ディールはそう言った。

　この世界を生み出した者が誰であるのかロイは知らない。宗教は色々とあって様々な創造主はいるが、それらが全て実在しているかどうかは疑わしい。

　だが、あえてそんなものがいるとすれば。

　ディールは、彼かれの言う通り、神に近い存在となってしまったのかもしれなかった。

『クク……これはいい。素晴らしい』

　その時、ロイの頭に直接声が響いた。ディールの物だ。

「【魔声デヴオル・共鳴ウイスパー】か……！」

　ラルカがフルヴァリストを睨にらみつける。どうやら、この場に居る全員へディールが魔術によって語りかけているようだった。

『こちらの予想を遥かに超こえるほどだ。まさに絶対的と言える。この力の前には、何者もゴミに等しい』

　ディールは、可笑しくてたまらないというように言う。

『どうだ、愚かな者達よ。これでも尚なお、私を止めるというのか？　止められるというのか？』

「……くっ」

　カノンが悔しげな顔で、唇くちびるを噛んだ。だがその表情は、ディールの言葉に対して怒りを覚えているようには見えない。どちらかというと、自分自身へと矛先を向けているようにロイには思えた。

　ディールの言う通り、フルヴァリストによる先ほどの攻撃を見た時、一いつ瞬しゆんとは言えど、カノンは考えてしまったのかもしれない。

　――勝てるのか、こんな奴やつに？

　……と。そんな己が、許せなかったのだろう。

　そして彼かの女じよだけではなく、その気持ちは、周囲の皆にも生まれているようだった。

　その場に居る全員が、顔を曇らせ、口を閉ざしていた。まるで、決定的ななにかを言えば、それがそのまま、現実となってしまうかのように。

　なにをやっても、無む駄だではないのか。――その言葉を、飲み込んでいた。

『そう、不可能だ。薄々分かっているんだろう？　神の前に全ては無力。圧あつ倒とう的なまでの勝利を約束する者が相手では、弱者は頭を垂れるだけだ、と』

　ディールが、高らかに声を上げる。

『もはや疑いようがない。お前たちは――敗北者だ！』

　低い笑いが響く。どこまでも、いつまでも聞こえてくるような、その不快な音が。

　だが、こちらは、なにも出来ない。誰もが、そう思っていた。

　カノンも。ハンナも。ラルカやナタリ、アルカナやマティアス、海賊達も。

（アヤメは……）

　ロイは、こちらに背を向けている自分の相棒を気にかけた。

　どんな危機的状じよう況きようでも、その強い力と心で事を覆してきた少女。

　アヤメは、どうなのだろうか。

　彼女でさえも、どうしようもない諦観に支配されてしまっているのだろうか？

「……アヤメ」

　ロイは声をかけた。先ほどから一言も発しようとはしないアヤメに。

「お前は――」

「ロイ」

　だが。

「聞こえてる？　ロイ」

　仲間の中で、たった一人。

「やらなきゃ。ディールを止めなきゃ」

　アヤメが。彼女だけが。堂々と、言い放った。

「……お前」

「お願い、ロイ。考えて。あたしは戦うことしか出来ない。だけどあなたを信じてる。あなたが言うことならなんだって実行してみせる。それがどんな無茶なことでも。どんなありえないことでも。絶対にやり遂げてみせる」

　アヤメは振り返って、こう言った。

「だから――考えて、ロイ。あいつを倒す方法を……！」

　その目の輝きを見た時。ロイは、鳥肌が立つのを感じた。

　アヤメは、まだ、諦あきらめてなどいなかった。

　寸分たりとも、自らの敗北を認めてなどいなかった。

（アヤメ、お前は本当に……）

　どうしてそこまで、強く在れるのか。

　尋じん常じようならざる力を、有しているからか？

　どんな時にも前進するという信念をもっているからか？

　どちらも外れてはいない。だが、少し違ちがう。ロイはそう確信した。

（……そうだ。こいつは）

　アヤメは、心より思っているのだ。

　自分一人ではなく、二人ならなんとかなる、と。

　ロイと一いつ緒しよにやれば――この状況でもなんとかなるのだと。

「…………」

　アヤメがこちらへと向けてくる、信じられないほど強固な信しん頼らい。

　それを噛み締めながら、ロイは微笑ほほえんだ。

（……だよな。そうでなくっちゃ、お前じゃない。俺の相棒じゃない）

　そう。自分もまた、これほどの状況下で、少しも絶望などしていなかった。

　それはなぜか？　答えは簡単だ。

（俺も――アヤメを信じてるからな）

　ロイは、瞼を下ろし、闇やみの中で考えた。

　アヤメがそう来るなら、やることは決まっている。

　……そうだ。考えろ、ロイ＝シュトラス。

　自らの相棒の望みに。アヤメの期待に。他ほかの誰でもない。自分自身が。

（俺が……俺がこいつの言葉に応こたえなきゃ……）

　ロイは思った。なによりも強く。

（誰が、応えるっていうんだ！）

　拳こぶしを握にぎる。敵がなんであろうと、今までと同じだ。なにも変わっていることなどない。状況がどうであれ、自分と、そしてアヤメがやることは変わらない。

　打ち勝つべき試練に、全力で挑む。

　相手がたとえ神だとしても――アヤメが居れば、どうにでもなる。

　だから。

「……っ！」

　ロイは閉じていた目を、開いた。

「アヤメっ！」

　真っ直ぐに、アヤメの瞳を見返す。

「――やるぞ。あいつを、ディールを止める！」

　彼女は、その顔に、笑みを浮かべた。こちらに向かって、親指を立てる。

「もちろんっ！」

　周囲の皆が、驚きの眼差しを向けてくる。だが、それはもう、慣れたものだ。ロイは腰にあるケースからグリムワードを取り出した。その図柄を見下ろし、考える。

（現状で俺たちが取れる最善の策はなんだ……？）

　ロイの脳裏を様々な仮定が巡る。それら一つずつを検討し、上う手まくいきそうになければ潰して次を選せん択たくした。それが駄だ目めならもう一つを。それも駄目ならば新しいものを。

（今までのことを思い出せ。助けとなるようなものはなかったか。事態を切り開くに足るに相応ふさわしいことはなかったか。単一じゃなくてもいい。複数でもいい。組み合わせでもいい。とにかくなんでもいい。思いつけ！）

　実際にして時間はそうかからなかっただろう。だが、ロイにとってそれは永遠にも等しい時の流れであるように思えた。

　頭の中に、今まで体験してきたことが浮かび始める。それらは激しい川の流れのようにして次々と過ぎていき、ありとあらゆる場面が映し出されてはすぐに消えていった。

　ラルカの手紙。【真実の眼オルト・クロイス】との戦い。浮かぶ絨じゆう毯たん。サヴロスの迷宮。

　全てが絡み合い、離れ、重なり、止め処なく巡る。

　――そして。

　光が、あった。

「……っ！」

　深い、深い闇の中で。まるで星のような小さな明かりが、点というべきそれが互たがいに線を繋つなぎ、一つの図を描えがいていく。

　その光は、ロイの中で膨れ上がった。

　どこまでもどこまでも大きく、自分の中で溢れるようにして、成長していく。

（……そうか）

　やがて、ロイは手にした。自分にとって必要な、たった一つの答えを。

　間ま違ちがいない。

「――見えた」

　ロイは、アヤメに向かって深く頷いた。

「あったぞ。俺おれたちがやれることが！」

「本当か、ロイ!?」

　ラルカが目をしばたたかせた。ロイは「ああ」と答える。

「これならなんとかなりそうだ。ただ――上手くいく保証はないけどな」

「そんなの、今に限った話じゃないじゃない」

　アヤメがあっけらかんとして言ってくる。ロイは笑った。

「ああ、その通りだ。だから迷ってる暇ひまなんかない。今すぐ実行するぞ」

　言って、ロイは手短に話した。自らの立てた作戦の内容を。

　全すべてが終わった時、誰もが息を呑のんだ。

「……そんな方法が」

　カノンが零す。

「い、いや、でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　それ。かなり無む茶ちや苦く茶ちやなような……」

　アルカナが首を傾かしげるのに、ロイは顎あごを引く。

「ああ、それは承知している。だが、他にいい方法が思いつかない。それ以外の考えがあるなら教えてくれ。そちらの方がよさそうなら変更する」

　だが、皆は黙だまり込むだけだった。やがてナタリが頭を掻く。

「……やるしかなさそうですね」

　ハンナがロイを見上げてくる。その顔には決意の色が窺えた。

「ろ、ロイくん……わたし、なんの役にも立てそうにないけど……ロイくんとアヤメさんだったら、絶対にやれると思うから。……頑がん張ばって、ね」

　小さな声で、それでも応援してくれる彼女の頭をロイは撫なでる。

「やれやれ……まあ、でも、それくらいやらんとどうにも出来そうにないのう」

　ラルカは杖を担いで視線を外へと向けた。そこには依い然ぜんとして変わらず飛行するフルヴァリストの姿がある。邪じや魔まをしなければこちらを攻撃するつもりはないのか、それともなにもできないと高をくくっているのか、先ほどから不気味なほどの沈ちん黙もくを保っていた。

「ああ。それに勝負は一瞬だ。少しでも動きがずれたらそこで終わる。頼たのんだぞ、皆」

　ロイが言うと、皆が一いつ斉せいに首肯した。

「あたし達が注意を引きつけるから、その間にやれよ」

　アルカナが、任せておけ、といわんばかりに自らの胸を叩たたく。

「……悪いな、アルカナ。俺おれ達たちの問題に巻き込んでしまって」

「今更水臭いこと言うなって。これはもう、あたし達の喧嘩でもあるんだ」

　そう言って笑うアルカナに、ロイもまた、口元を緩ゆるめる。

「お嬢じよう様さま、このマティアス、命に代えてもお守りします！」

　マティアスがアルカナを抱きしめようと両手を広げるも、彼女にひらりとかわされ、そのまま倒たおれて甲板と口づけした。

「お嬢様あああ！　お嬢様、なんと、知らぬ間にお硬い体になられてええ！……あれ？」

「さあ、馬鹿は放っておいてさっさと開始だ」

　アルカナが銛もりを取り出して、天へと掲かかげる。

「お前ら！　ロイ達があの気味の悪い鳥みたいなやつをぶっ潰すそうだ！　協力するぞ！　中にはまだお宝が眠ねむっているかもしれないからな！　落ちたら探たん索さくできる！」

　部下たちは、彼女のその台詞せりふに鬨の声を上げた。

「……まだ諦めてなかったのかよ」

　呆あきれるやら感心するやらで、ロイは苦笑する。

「さて、とりあえず……やるぞ！」

　ロイは自らに飛翔術をかけると、こちらの腕うでを持ったアヤメと一緒に浮き上がった。

「ロイ＝シュトラス。必ずやり遂げて下さい」

　カノンがこちらに向かって手を上げる。

「そしてディール＝リーガンに教えて差し上げなさい。彼の犯した過ちを！」

「……分かりました！」

　ロイは言って、アヤメの方を見た。互いに頷き合う。

「それじゃ見せてやるか……ディールに、格の違いってやつをな！」

「オーケイ、ドンと来い！」

　アヤメの言葉に口端を上げ、ロイは飛翔術で移動を開始した。

　どんどんと、目の前にフルヴァリストの姿が迫せまってくる。

　速度を上げ、ロイは巨きよ大だいな鳥を追い越こした。

　その時点で振り返かえると、グリムワードを投げる。懐ふところから鍵かぎを取り出だし、【顕れし理の力マギア】を唱え始めた。

「――四方にたゆたう混こん沌とんよ」

　蒼白い光が鍵の先せん端たんに灯り、グリムワードと線による繋がりをもつ。幾つものカードが散らばり、ロイの周囲で回転を始めた。

「無数に散らばる星々よ、絶えなく続く繋がりの果て、塞ふさがりし壁の向こう」

　魔法陣が展開される。それは場所と場所を瞬時に繋げる存在しないはずの扉とびら。

「我わが名において顕けん現げんせしめよ。其は全てを解放せし、偉い大だいなる力の証」

　不意に、フルヴァリストが方向を変えた。その頭がこちらへと向く。

「ロイ、来たよ！」

　アヤメが言うが、ロイは微動だにしなかった。ただひたすらに呟つぶやき続ける。

「今ここにただ唱えん――！」

　衝撃音が空を渡わたった。巨大な鳥の体から黒い煙がたなびく。

　フルヴァリストは攻撃してきた背後の海賊達へとその殺意の矛先を向けた。

　その頭とう蓋がいが開き、二度目の光条が吐はき出される。

　――カォンッ――！

　だがそれは、ラルカの操作で素早く移動した船のすぐ傍を通過していった。

　わずかな間を空けて訪おとずれる閃せん光こう。それを追うように炸さく裂れつする途と方ほうもない爆ばく発はつ。

「いざ開かれよ！」

　ロイは叫さけんだ。全ての準備は今、ここに整う。

「異界の――扉よっ！」

　刹那。

　魔法陣から、幾つも、幾つも幾つも残ざん骸がいが現れた。

　全て、船だ。朽くちて使い物にならなくなった無数の船の死骸。

　それは【アルゴの遺産】を隠かくす為に造られた【白の森】に踏ふみ入り、哀れにもその命が潰えた犠牲者達だった。

　船の墓場からこの世に迷い出た物達は、一様にして、真っ直ぐフルヴァリストへ向けて突とつ撃げきする。

『愚かな。こんなものが通じるわけがない！』

　ディールが無駄なあがきと思ったのか、嘲るように言ってくる。だが、そんなものはこちらとて承知の上だった。すぐさま、ロイは叫ぶ。

「――ラルカ、今だッ！」

　遠方に居る者へ言葉を送る魔術【魔声デヴオル・共鳴ウイスパー】――それによってロイの言葉はラルカへと届いた。

『任せよ！』

　脳内にラルカの声が響く。直後、飛翔術による凄まじい速さで彼女がこちらに飛来した。

　ラルカの小さな体は目にも止まらぬ動きでロイの呼び出した朽ちた船に接近し、すぐにまた離れる。そうやって次々と彼女は船へと触れていった。

　次いでラルカは杖つえを振り上あげると、高らかに声を張り上げる。

「その存在、我が手により、掌握せり！」

　その先端から蒼白い光が散った。それらは全ての船の残骸へと吸い込まれて行く。

　そして。

「さあ――一つになるのじゃ！」

　ラルカの呼びかけによって、朽ちた船達は吸い込まれるようにして一点に集まっていった。

「【束縛リカーテイオ】！」

　ロイはすかさず魔術を放った。魔ま力りよくの粒りゆう子しが具現化し、一本の長い鎖が生まれる。それは船の残ざん骸がい達たちをきつく縛しばり上げた。瞬またたく間まに一つの島ほどもある巨大な塊が出来上がる

「【破陣障壁デイ・バンク】！」

　最後に衝撃に対して強い耐性をもつ壁を魔術で作り、塊を丸ごと覆おおった。これにより、対象がどれほど硬かたい物であっても船の残骸が容易に壊れることはなくなるはずだ。

「さあて、出来たぜ。後はお前の出番だ、アヤメ！」

　ロイがアヤメに言うと、彼女は「よーしっ！」と気合を入れた。

「いっくよ――っ！」

　ロイは飛翔術でアヤメを飛ばした。彼女は余った鎖の端はしを手にとってぶら下げる。恐おそらく、とてつもない重さになっていると思うが、彼女は全く何も感じていないようだった。

『なに……!?』

　海賊たちの攻撃を受けていたフルヴァリストが――いや、ディールが、ようやくそこで事態の異変に気付いたかのようにこちらを向いた。しかし、もう遅おそい。遅すぎる。

「ディール！　あんたのその腐くさりきった精神、叩き直してあげる！」

　アヤメは言った。鎖を持つ手に、ぐっと力を込める。

「雛ひな菊ぎく流――」

　鎖を動かす。無数の船が一つとなったそのとてつもない物体を、アヤメはいとも簡単に、勢い任せに振った。

　そのまま回す。回す。回し続ける。

　風のように。竜巻のように。嵐あらしそのものであるかのように。

　世界そのものを振り回すかのごとく。アヤメは躊ちゆう躇ちよなく、自身がその中心となって、恐るべき破壊の化身となる。

　烈れつ風ぷうが吹き荒び、海がその勢いに震ふるえるがごとく乱れた。天の雲が千切れ、周囲にある大陸の木々が乱れ飛んでいく。

「これは……」

　ロイは圧倒された。考えたのは自分であるにも拘かかわらず。目の前で起こる、あまりに常識離れした光景に。

　ただ、魅せられた。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

「神しん・光こう・滅めつ――破ぱアアアアアアアアアアアアア―――ッ！」

　アヤメは頭上高く掲げたその塊を、思い切り、フルヴァリストへ向けて振り下ろした。

　弩轟ッ!!

　神へ叩き込まれる、痛烈な一撃。

　それは巨大なその体を――。

　強ごう引いんに――。

　――『半分以上』、もぎ取った。

　海賊たちの砲撃によってさえびくともしなかったフルヴァリストが、一瞬で崩壊する。

　砕け散った残骸と共に、鳥を模したその兵器もまた、ゆっくりと落下を始めた。

「……やった」

　すぐには現実が飲み込めなくて、ロイはしばらく呆ぼう然ぜんとなる。

　だが、すぐに喜びが己おのれの内側から膨れ上がってきた。

「や、やったぞ――っ！」

　アヤメがこちらを向く。彼女がまっすぐ伸のばした二つの指を、ロイに見せつけてきた。

　その意味は分からない。だが、彼女の作った満面の笑えみが、全てを物語っていた。

　――それは、勝利を示す合図のはずだ。

『まさか本当に成功するとは……底の知れぬ娘むすめじゃ』

　ラルカが魔術によってロイの意識に直接語りかけてくる。全く以て同感だった。

【白の森】で遭遇した船の墓場で見たもの。ラルカの魔術。そして、以前にアヤメが【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達をまとめて魔術で縛り上げてぶん投げたこと。

　三つを組み合わせて考え出した作戦だったが、間違いなく、その中心にアヤメがいなければ成功していなかった。

「ロイ、上手くいったよ――っ！　ロイのおかげだよっ！」

　飛翔術で呼び戻したアヤメが、こちらに抱だきついてくる。その無む邪じや気きさにロイは照れた。だが、

「待て、アヤメ。喜びに浸るのはまだ早い。俺たちにはやるべきことが残ってる」

「……あ、そっか」

　こちらの言いたいことを察したようで、彼女もまた顔を引き締め直した。

　ロイはアヤメと共に、海の上に浮うかぶフルヴァリストに向けて降りていく。

　その背に着地すると、頭の方に穴が空いた。誰かが這い出してくる。

　ディールだった。彼は振り返り、自らの乗っていた兵器の惨状を見る。

「……馬鹿な」

　その背後まで近づいてきたロイにも気付かず、ディールは愕がく然ぜんとなったかのようにその場で立ち尽つくしていた。

「そんな馬鹿なことが……」

「アヤメと一緒にいるとな。そんな台詞、飽きるくらいに聞くようになるぞ」

　ロイが声をかけると、ディールはようやく、こちらを向いた。

「お、お前たち……」

　少し前まであった威厳は完全に消え去り、そこにいるのはただ、全てを失ったが故ゆえに無力となった、どこにでもいるような男に過ぎなかった。

　ロイはふとディールの背後に視線を向ける。

【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達が、ラルカの術が解け、海に戻もどったアルカナ達の船に引き上げられていた。

　浮上しているといっても、海面に落ちた上、さほど高度がなかったためだろう。彼らは皆、無事のようだった。

　無論、船に乗った端から拘こう束そくされてはいたが。

「お前達は……何者だ……？」

　乱れた髪かみを直すこともせず、ディールはそう尋たずねてくる。

「ただの、女子高生よ」

　アヤメが微笑み、ロイもまた、頷うなずく。

「ただの、魔術師だ」

「……そんなわけがない……」

　ディールは俯き、ぶつぶつと繰くり言ごとを囁ささやいた。

「この私が……この私が……この私が……」

　彼は強く自身の手を握った。ぎりぎりとその力を強くする。

「この私が……！　お前たちごときに負けるなど……！」

　やがてディールはこちらに顔を向ける。その目は血走り、正気を失っているのは明らかだった。

「この私が敗北者など、ありえんのだ――っ！」

　腕輪が反応を示す。ディールの体から青白い光が迸ほとばしった。それらは空中で焦点を結び、ある形を作りだす。竜だ。巨大な黒き竜が彼の背後に聳え立った。
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「フハハハハハハハハハハ！　私はこの世の頂点に座する存在だ――っ！」

　ディールは、まっすぐにこちらを指差す。

「殺せ！　殺せ！　皆殺しだ！　全てなにもかも殺して私が勝利する！　勝たなければならぬ！　それが勝利者に選ばれた者の定めだ……っ！　いけえええええええ！」

　竜がその牙きばを剥き、こちらへと襲おそい掛かかってくる。

　――が。

「展開イジエクト！　天火イグニード！」

　アヤメがその腕に手甲を纏まとい、蒼あお白じろい炎を纏って立ち向かった。その拳が、竜の顎を打ちのめす。

「――爆炎インパクトっ！」

　巨きよ体たいが炎と共に天高く舞まい上がった。すかさずロイは唱える。

「開け、異界の扉よ！」

　魔ま法ほう陣じんから現れた物質――巨大な剣けんが、竜の体を突つき刺さした。

　いとも容易たやすく、ディールの使い魔はその場で霧散する。

「な……っ！」

「……ここまでやっても分からないなら教えてあげる」

　慄くディールに向かって、アヤメは掌に、自らの拳を当てた。

「あんたは勝利者なんかじゃない。人の評価を気にするただの小心者よ」

　ロイはディールへと、掌を翳す。

「なあ、ディール。お前がどんな人生を送ってきて、どうしてそうなったかは分からない。だけどな。一つだけ言えることがある」

　魔力を示す青白い光が、ロイの下に集まってくる。

「――お前は、自分の持ってる弱さにすら勝ててない」

　彼はその場に跪いた。その顔は、あまりにも、悲惨に見える。

　まるで、ディールがずっと隠していた臆病な心が、剥き出しになったように。

　ロイは魔術を放ち、彼を眠らせた。







終章　少年、少女の道。そして……







「……なるほどな。そうなったか」

　全ての話を聞き終えたロイは、紅茶の入ったカップを手にとった。

「わざわざ来てもらって悪かったな。感謝するよ」

　目の前に座すわっているラルカに、そう礼を言う。彼女は「気にすることはない」と答えた後で、紅茶を啜った。

「あちっ」

　だが温度が高すぎたらしく、ラルカはその可愛かわいらしい顔をしかめ、小さな舌を出す。

「ああ、だからふーふーしましょうかって言ったのに」

　傍そばで、アヤメ達と話をしていたナタリが立ち上がった。弟で子しのその対応に、ラルカは不機嫌そうな顔を作る。

「やかましい。子ども扱あつかいするなというのに」

　だが、一生懸命に紅茶へ息を吹きかけている姿は、どう見ても小さな女の子であった。

　ラルカ達が今いるのは、魔ま術じゆつ師し学院アストレースにある、ロイの部屋だ。

【アルゴの遺産】を巡る冒険から数日が経過している。

　あの後、ディール共々その場に居た【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達は、その全てが騎き士し団だんへと捕縛された。尤も面めん倒どうごとを避さけるため、ロイ達は騎士団が来たのを見計らって、ラルカの魔術により船ごとその場から逃亡したのではあるが。

　アルカナ率いるラバーン一家はその後、ロイ達と盛大な別れの宴えん会かいを催した後、またすぐ次の航海へと旅立って行った。

　ロイは宝を見つけるどころか、大変なことに巻き込んでしまった彼らに対し正当な報酬を払おうとしたのだが、アルカナはそれを頑として受け取らなかった。あくまでも借りを返すのが主としての目的であり、宝はそのついでのようなものだから気にするな、というのである。彼ららしい対応ではあった。

【アルゴの遺産】――いや、【天切り裂く破滅の鳥フルヴアリスト】の残骸は騎士団が来る前に、ラルカが【存在掌握ルカード・シエル】を使って操り、再び誰の目も届かない海の底へと沈しずめた。

　手に入れなくてもいいのかと訊きいたロイに、ラルカは笑って答えたものだ。

『言ったであろう。わしが魔術道具マジツクアイテムを集めている目的の一つは、それが悪しき者に渡らぬようにするためじゃ。こうなってはもう、使いようはあるまい。後はただ、静かに眠らせてやるだけじゃ』

　ちなみに、フルヴァリストの攻こう撃げきによる被害はなかったようだ。ラルカの調べによって明らかになったが、全て空中で爆発し、破壊されたものもないそうだった。

　ロイ達は一いつ旦たん、ラルカの家へと戻り、そこで彼女から魔力を譲渡される。

　これにて彼女からの依頼はすべて完了し、ロイとアヤメの準決勝進出は決定した。

　今日は、その後の顛末を教えるために、ラルカが弟子であるナタリを連れて学院を訪れてきてくれたのである。彼女は多方面に働きかけ、騎士団に関する情報を手に入れたのだ。

「結局……あいつは、絶対に誰にも負けない強い力を求めて、求めすぎて、それに振ふり回されてしまったってことだな」

　ロイが言うと、ラルカは「そういうことになるのう……」と頷いた。

　ディールの身に着けていた腕輪。あれは、騎士団に内ない緒しよでラルカが持ち帰って調べてみたところ、持ち主の生命力を奪い、魔力を増幅・強化させるだけのものではなかった。使えば使うほど保持者の精神力を侵し、正常な判断を出来なくする――即ち理性を奪うばう魔術効果も組み込まれていたのだ。

　ディールは自分で動いているつもりが、腕輪の力に操られて全てを行っていた、ということになる。フルヴァリストを求めたのも、もはやどこまで彼の意志が介在していたのかは分からなかった。――皮肉な話である。

　勝ち続けることにこだわった男が、その勝利自体に負けてしまっていたのだ。

「力とか……強さとか、なんなんだろうな、結局」

　そんなにいいものだろうか。確かに誰だれかに勝つのはすごいことだ。しかしそれにこだわりすぎて、自分の中にあった大切なものが見えなくなってしまうことはないのだろうか。

　なぜ、自分が、そんなにも強くなりたかったのか――を。

「力も、強さも、そして勝つことも。全部、手段でしかないんだよ、きっと」

　ハンナを膝に置いていたアヤメが、そう言った。

「自分が思うように生きるための手段――。だから、それを目的にしちゃいけないんだと、あたしは思う」

「……かもしれないな」

　彼女の言葉は、ロイの中でしっくりときた。

「頂点を追い求め、なりふり構わずに暴走したディールを見ていると、マティアス＝クレイジスのことを思い出します」

　カノンが腕を組む。

「彼かれはあれほどの腕を持ちながら、それをアルカナ＝ラバーンの傍に居ることに使おうとしました。それこそがアヤメの言う『手段』と『目的』の違い……ではないんでしょうか」

「そうじゃろうな。本来……強さとは、そういうものを言うのかもしれぬ」

　ラルカが頷いた。

「……まあ、実際のところはよく分からないんだけどよ」

　頭を掻かいて、ロイは口端を上げる。

「少なくとも、マティアスの方が、ディールよりは友達が多そうだ」

　その言葉を聞いて、アヤメが、くすりと笑った。

「そうね。……まあ、ちょっと変態的ではあるけど」

「うむ、あやつは変態じゃな」

「変態ですねえ」

「……ええ。まあ。否定できませんね」

　約一名を除き、この場にいる女性全員から変態呼ばわりされたマティアス。恐らく、遠い彼方かなたでくしゃみでもしている頃ころだろう。

「……でも、大きな力って、恐こわいですね。あんなにすごいものを……人が作ったなんて……信じられないです」

　ハンナがぽつりと零した。そんな彼かの女じよを、ラルカは振り返る。

「ハンナ＝アフラよ。その気持ちを決して忘れるな」

　その目を細め、ハンナを愛しむような顔で、ラルカが言った。

「人は時に、恐ろしいほどの強い力を自らの手で生み出すことが出来る。――物を創る者は、それを自覚しておくべきじゃ」

「さすがお師し匠しよう、良いこと言うー！　ひゅー！」

　ナタリが手を叩いて誉め称える。

「……おぬし、馬ば鹿かにしとるじゃろ」

　しかしラルカは気に入らないというように唇くちびるを尖とがらせた。

「そ、そんなわけないですよ。心から尊敬してますよ。やだなあ、お師匠ってば。歳としとると疑わしくなって、人の気持ちを真まっ直すぐに受け止められなくなるんだから」

「誰がババアじゃ――っ！」

　椅い子すから降りると、ラルカは杖を振り上げて自らの弟子を追いかけ始める。ナタリは「うひゃああ！　子ども扱いするなって言ったから老婆扱いしたのにいいい！」と逃にげ出した。

「……賑やかな奴やつ等らだな」

　ロイは深くため息をついて、残った紅茶を飲み干した。

「……おっと。そうじゃ。忘れるところじゃった」

　端っこに追い詰つめたラルカを後ろから杖で叩いていたラルカが、こちらを振り返る。

「ロイ、この腕輪のことじゃがな」

　彼女は懐から取り出したものを、投げて寄越す。受け取ってみると、ディールがつけていた魔術道具マジツクアイテムだった。

「どーにも解せぬ。製造年月日が記されているところをみると最近造られたもののようじゃが、明らかに市場で出回っている類のものではない。魔術師連盟の認定印がないんじゃ」

「……ってことは」

「うむ。禁制品ではないか、ということじゃ」

　ラルカは杖を担いだままで、こちらまで戻ってくる。頭を押おさえて蹲るナタリを、ハンナとアヤメが慰めていた。

「やっぱりか。違法で造られたものだったんだな」

　ラルカの言葉に、ロイは唸うなる。魔術道具マジツクアイテムは、その全てが造られた後、魔術師連盟の審査を受けて市場に流通することになっていた。それを証明する印が捺印されていない限り、一般的な店舗やおろか、市の屋台ですら売ることが出来ない。造った者はもちろん、買った者まで捕とらえられ、連盟によって厳重な処罰を受けるからだ。

　これは、人体に害のある効果を持っていたり、世の中に混乱をもたらすような力をもつものが作られることを取り締まるための決まりである。

　ただそれでも人間の欲望というものは限りがなく、度を越えた能力を持つ魔術道具マジツクアイテムが造られ、裏で出回ることは多々ある。それを魔ま術じゆつ師し達たちは『禁制品』と呼び、見つけ次第回収しているのだが。

「なにかの試作品が出回っているってことはないか？」

　ロイは特例を出した。ハンナがアヤメへ贈った手甲のように、個人が造り、それを親しい者を通して審査前に試験的に運用してもらうことがある。その場合、使い手が特定の個人に限る他、目立った被害が出ない限り、連盟も黙認することにしていた。

　要は魔術道具マジツクアイテムが、連盟の目の届かないところで、不特定多数の人間が使える状じよう況きよう下にあることが問題なのである。

「いや。試作品にしろ、誰に使ってもらっているかを連盟に届けなければならぬのは変わらぬじゃろう？」

　ラルカがそう言うと、ハンナが頷いた。彼女もまた、きちんと届出をしたのだろう。

「まあ……そうか。そうなると、どこから流れたものなんだ、これは」

「分からぬ。……が、ロイ、おぬしの話していた、ディールの傍にいた者のことが気になるのう」

　ラルカが告げてくるのに、それだ、とロイは息をついた。自分が捕らえられていた【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達の隠れ家がで出遭った謎なぞの人物のことは、既すでにアヤメ達に話していた。

「あいつは一体何者なんだ」

「禁制品を取り扱う闇やみの商人……という線も考えたが。ロイ、おぬしが試されているといったその言葉を聞くと、わしにはもっと奥深いものがあるように思えてならぬ」

「そういえば……いやまあ、関係ないかもしれないんだけど」

　アヤメが首を傾げる。

「【アルス・マグナ】の二回戦でも、ファムが妙みようなこと言ってたよねえ」

「ああ……そうだったな」

　ロイはかつてあったことを反はん芻すうした。既に遥はるかな昔のようにも思えるが、あれも最近のことだ。こちらの情報が対戦相手に流れていたのだ。

「どうにも妙だな。……まるで、誰かが俺とアヤメの戦いをわざと引っ掻き回しているみたいだ」

「……なんの意味があってですか？」

　カノンが尋ねてくるも、ロイとてそれは分からない。

　ただ……そこはかとない、気味の悪さのようなものを感じていた。

　まるでこれまで行ってきた試合を、誰か知らない人間にずっと観察されていたような。

　その者の考えで全てが動いているような。そんな――ざらつくような不安感がある。

「俺を試ためしている……か」

　ロイは視線を、窓の方へと移した。空は青く、世界にはなんの問題もないように思える。

　が、この天の下のどこかで、ロイの知らない誰かの意志が蠢いているのだろうか。

「気に入らないわね。こそこそ隠れて、上から目線でさ」

　聞こえてきた声に前を向くと、アヤメが頬ほおを膨ふくらませていた。彼女は拳こぶしをぐっと握にぎる。

「そいつがなんなのかは分からないけど、偉そうなことを言ってるなら、出てきて堂々と戦いなさいっていうのよ」

　そのアヤメらしい言い方に、ロイは思わず笑ってしまった。

「全くだな。だったら正面切ってぶっ飛ばしてやるのにな」

「そうよっ！　どーんと二人でやっちゃいましょ！」

　両手を挙げるアヤメに、ロイは「ああ、そうだな」と答える。そして、

「俺とお前が居れば、なんとかなるさ」

　これまで何度も口にしてきた、その言葉を紡いだ。

　アヤメが、柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべる。

（……そう、アヤメと一いつ緒しよなら――どんなことだって乗のり越えられる）

　それは、もはや自分にとって、疑いようのない事実となっていた。

（だから誰が裏で動いているとしても……俺は、ただ前に進むだけだ）

　その先にたとえ、なにが待っていようとも。

（もう二度と――足を踏み出すことを、恐れはしない）

　ロイは、そう、強く誓ちかった。




　……男は、薄うす暗ぐらい中、目の前に浮かんだ不可思議な現象をその目にしていた。

　窓のように四角く切り取られたそこには、遠方にある景色がそのまま映し出されている。

　黒い髪を持つ少女と、魔術師の少年。

『そいつがなんなのかは分からないけど、偉そうなことを言ってるなら、出てきて堂々と戦いなさいっていうのよ』

　少女が腹立たしげにそう言うのに、男は小さく笑いを漏らした。

「そうだな……その通りだ」

　不意に傍に現れる気配。ボロボロのローブを目ま深ぶかに被かぶった人物だった。

「……全すべては順調に終了しました。ロイ＝シュトラスは見事、三回戦を突とつ破ぱした模様です」

「ああ。全て見ていた。ご苦労」

　その、複数の人間が同時に話しているような不気味な声の持ち主は、ローブのフードをそっと外す。――見目麗しい相貌が、明らかになった。

「ダンネンベルグ様。彼らは準決勝に駒こまを進めました。……如何でしょうか？」

　それまでと違ちがう、高い声で彼女は問うてくる。

　ダンネンベルグ、と呼ばれた男はしばらく無言を保った。

　一回戦。二回戦。三回戦。男はずっと彼らを見守ってきた。

【扉の魔術師】ロイ＝シュトラス。異世界からの少女、雛ひな菊ぎくアヤメ。

　こちらからの横よこ槍やりを物ともせずに、弱冠、十代に過ぎない二人は次々と難関を乗り越えてきた。その絆きずなは時が経つごとに強固になり、恐らくは二人とも、互たがいに特別な感情が芽生え始めている。

「……頃合かもしれないな」

　男は言った。

「ロイ＝シュトラスの資格は十分だ。彼なら、オレの目的を達成できる」

「……では？」

「ああ。――そろそろ動こうと思う」

　その言葉に、隣となりに立つ秘書は答えた。

「ですが……彼らは共に強固な自意識を持っています。そう簡単にこちらの言うことへ従うとは思えませんが」

「心配はいらない。人間には誰しも弱点があってな。彼らとてそれは例外ではない」

　男はその瞳ひとみに、ロイとアヤメを映す。

「……絆とは。尊いものだな」

　首に下げたロケットを外し、掌に置いた。指で弾くと蓋が開き、中にある肖像画が明らかになる。

「だが。……それを得られなかった者には、多大な苦しみが襲う」

　目を細め、口を開く。

　己が『ダンネンベルグ』と呼ばれるようになるよりも前のことを思い出しながら。

「彼らには協力してもらおう。そのために、今まで放っておいてやったのだから」

　闇に包まれる中で。

「――全てを終わらせる時だ。ロイ＝シュトラス。雛菊アヤメ。望み通り、お前達に会いに行こう」

　男は、厳かに告げた。


Ｆｉｎ









あとがき







　毎度！　空そら埜の一かず樹きです。大変長らくお待たせしました。

「扉の魔術師の召喚アドヴエン契約ト・ゲート４―アルゴの遺産―」はいかがでしたでしょうか？

　三巻の前編から続いて、後編のお話となっておりますが、楽しんで頂けたのであれば幸いです。

　そして、実はこの四巻、２０１４年が始まって初めての本となります。

　そう、もう年が明けてしまったのですね！

　めでたくぼくも、今年で年齢的に三十という大台に乗ってしまうわけですが！

　わけですが……三十……嘘うそだろ……って感じですよね……。

　だって……子どもの頃の三十って……仕事をばりばりやっていて……家庭もあって……休日は子どもと遊んだりとかで……そんな……大人……。

　はっ。なぜかいきなり物凄く暗くなってしまった。いけない。

　まあ、別に三十になったからって無理に大人にならなくてもいいですよね！

　特とく撮さつとゲームと映画と小説と漫画が趣味っていう、高校生くらいからほぼ変わっていない生活をする、そんなアダルトが居てもいいってもんですよ！

　そうやって自分を騙だましながら生きていくのが歳を重ねるということです。

　……では謝しや辞じに。

　担当のＮ様。今回は、いえ、毎回なにかとご面めん倒どうをおかけする日々ではありますが、これからもびしびしとよろしくご指し導どう願えれば幸いです。

　挿絵担当のぽんじりつ様。毎回、素晴らしいイラストを描いて頂きありがとうございます。アルカナが、こちらの思っていたよりずっと健康的で可愛らしく、作者の曖あい昧まいなイメージが一気に固定化されました。

　様々な場面で感想を下さる皆さんへ。皆様の一言、一言が落ち込んでいたり、悩んでいたりするぼくの背中を押してくださいます。いつも本当にありがとうございます。

　そしてなにより全ての読者様へ。最大限の感謝を。

　それでは、次でお会いしましょう。


一月　空埜一樹

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


空埜一樹先生／ぽんじりつ先生
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